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ᶓᕷ立ᶓࢸࣥࣟࣇࢫ࢚ࣥࢧ㧗等学校 ᇶ♏ᯟ

ᣦᐃ➨Ϫᮇ┠ 02㹼06

研究開発実施ሗ࿌（せ約）࣮ࣝࢡࢫࣁࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ௧㸴ᖺᗘ

ձ 研究開発課題

知識とᬛᜨを連動さࡏ、ୡ⏺で活㌍する科学ᢏ⾡人ᮦを育成する「横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓ」プログラム

の㛤発と普及。

ղ 研究開発のᴫせ

主体的かつ㉁の㧗い課題研究を教育課程の中心にᤣえ、教科の枠を㉺えた࢝リ࢟ュラムマࢿジ࣓

ントを㍈に、ୡ⏺をリーࢻする科学ᢏ⾡人ᮦを育成するプログラム「横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓ㸸

InterDisciplinary Empowerment Approach for Leading Scientists（ඛ➃サイエンティストのた

めの教科の枠を㉺えた育成法）」の㛤発とࡑの普及を通し、ＳＳＨ校としての理想ᙧ（Ideals）を

㏣究する。

㸺横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓの㛤発に向けた㸳つのල体的目ᶆ㸼

目ᶆձ「課題研究を中心とした知識・ᬛᜨ連動の教育プログラムの㛤発」

目ᶆղ「科学の心を育成する教育環境の実」

目ᶆճ「中㧗を通じて課題研究を㐍めるための教育課程の㛤発」

目ᶆմ「ୡ⏺に通用するコミュニケーションຊの育成」

目ᶆյ「横浜市立大学との連携を㍈とした㧗大᥋続の研究」

ճ ௧㸴ᖺᗘ実施つᶍ

本校は全クラス理数科であり、本研究㛤発は、全校生徒（703 名）をᑐ㇟に㐍める。

学年・学科 㧗校㸯年ḟ 㧗校㸰年ḟ 㧗校３年ḟ ィ

理数科
生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数

238 ６ 231 ６ 234 ６ 703 18 

中㧗を通じて課題研究を㐍めるための教育課程の㛤発等に関しては、本校㝃ᒓ中学校全校生徒も

ᑐ㇟とする。

学年 㝃ᒓ中㸯学年 㝃ᒓ中㸰学年 㝃ᒓ中３学年 ィ

生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数 生徒数 学⣭数

80 㸰 80 㸰 80 㸰 240 ６

   
մ 研究開発のෆᐜ

⏬研究開発ィۑ

➨㸯年ḟ 㸯㸬課題研究を中心とした知識・ᬛᜨ連動の教育プログラムの㛤発

・Ｓ㹊Ϩにおけるグループ活動の重視、࣏ートフォリオの㛤発

・Ｓ㹊ϩにおける分野を㉸えた共同研究の᳨ウ

㊶ジ࣓ントに向けたＳ㹊と主要㸳教科による教科間連携の実ࢿュラムマ࢟リ࢝・

㸰㸬科学の心を育成する教育環境の実

・サイエンス教ᐊへの㝃ᒓ中学生の㐠Ⴀ参加

・生徒主体によるプログラムの㛤発

・業と連携したサイエンス教ᐊの᳨ウ

３㸬中㧗を通じて課題研究を㐍めるための教育課程の㛤発

・㝃ᒓ中における課題研究授業の教育課程への⨨࡙け

・Ｓ㹊ϩにおける㝃ᒓ中生の関ࢃりについての事๓᳨ウ
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・㝃ᒓ中学生のグローバルサイエンス࢟ャンࣃスへの参加

４㸬ୡ⏺に通用するコミュニケーションຊの育成

・᪤Ꮡの海外研修の᳨ウ（オンラインによる海外研修の実施）

・英語のࡳで実施するサイエンスイマージョンプログラム

㸳㸬横浜市立大学との連携を㍈とした㧗大᥋続の研究

・市大チャレンジプログラムのホ౯と改善⟇の᳨ウ

・大学入学後に生かされる㧗大᥋続プログラムの成

➨㸰年ḟ 㸯㸬課題研究を中心とした知識・ᬛᜨ連動の教育プログラムの㛤発

・Ｓ㹊Ϩにおけるグループ研究の᳨ウ

・Ｓ㹊ϩにおける分野を㉸えた共同研究の᳨ウ

・Ｓ㹊と主要㸳教科の連携による、࢝リ࢟ュラムマࢿジ࣓ントの成に向けた᳨ウ

㸰㸬科学の心を育成する教育環境の実

・サイエンス教ᐊへの㝃ᒓ中学生の㐠Ⴀ参加

・生徒主体によるプログラムの実施

・業と連携したサイエンス教ᐊの実㊶

３㸬中㧗を通じて課題研究を㐍めるための教育課程の㛤発

・㧗校㸯年ḟ生でのಶ人研究をᨭする

・Ｓ㹊ϩにおける㝃ᒓ中生の課題研究への取組の᳨ウ

・Ｓ㹊Ϫにおける㝃ᒓ中生の関ࢃりについての事๓᳨ウ

・６年間をぢ通した教育課程の᳨ウ

４㸬ୡ⏺に通用するコミュニケーションຊの育成

・᪤Ꮡの海外研修の᳨ウ

・ニューࣚーク国連国際学校との連携プログラム実施へ向けた᳨ウ

㸳㸬横浜市立大学との連携を㍈とした㧗大᥋続の研究

・市大チャレンジプログラムのホ౯と改善⟇の᳨ウ

・大学入学後に生かされる㧗大᥋続プログラムの成

➨３年ḟ 㸯㸬課題研究を中心とした知識・ᬛᜨ連動の教育プログラムの㛤発

・Ｓ㹊Ϩにおけるグループ研究の実施

・Ｓ㹊ϩにおける分野を㉸えた共同研究の実施

・Ｓ㹊と主要㸳教科の連携による࢝リ࢟ュラムマࢿジ࣓ントの成

㸰㸬科学の心を育成する教育環境の実

・サイエンス教ᐊへの㝃ᒓ中学生の㐠Ⴀ参加

・生徒主体によるプログラムの実施

・業と連携したサイエンス教ᐊの実施

３㸬中㧗を通じて課題研究を㐍めるための教育課程の㛤発

・㝃ᒓ中㧗校入学後の成年度におけるＳ㹊Ϩ㹼Ϫの指ᑟ方法、指ᑟ体ไのホ౯と᳨ウ

・６年間をぢ通した教育課程の᳨ウ

４㸬ୡ⏺に通用するコミュニケーションຊの育成

・᪤Ꮡの海外研修の㛤発

・ニューࣚーク国連国際学校との連携プログラムの実施

㸳㸬横浜市立大学との連携を㍈とした㧗大᥋続の研究

・大学入学後に生かされる㧗大᥋続プログラムの実施とホ౯

➨４年ḟ 㸯㸬課題研究を中心とした知識・ᬛᜨ連動の教育プログラムの㛤発

・Ｓ㹊Ϩにおけるグループ研究の実施・᳨ド

・Ｓ㹊ϩにおける分野を㉸えた共同研究の実施・᳨ド

・Ｓ㹊を㍈とした࢝リ࢟ュラムマࢿジ࣓ントの᳨ウ

㸰㸬科学の心を育成する教育環境の実

・サイエンス教ᐊへの㝃ᒓ中学生の㐠Ⴀ参加

・生徒主体によるプログラムの実施とホ౯

・業と連携したサイエンス教ᐊの実施とホ౯

３㸬中㧗を通じて課題研究を㐍めるための教育課程の㛤発

・Ｓ㹊Ϩ㹼Ϫにおける㝃ᒓ中生と㧗校からの㐍学者の比㍑ホ౯

・６年間をぢ通した教育課程の᳨ウ

４㸬ୡ⏺に通用するコミュニケーションຊの育成

・᪤Ꮡの海外研修の㛤発

・ニューࣚーク国連国際学校との連携プログラムの実施とホ౯

㸳㸬横浜市立大学との連携を㍈とした㧗大᥋続の研究
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・大学入学後に生かされる㧗大᥋続プログラムの実施とホ౯

➨㸳年ḟ 㸯㸬課題研究を中心とした知識・ᬛᜨ連動の教育プログラムの㛤発

・Ｓ㹊Ϩにおけるグループ研究の実施・᳨ド

・Ｓ㹊ϩにおける分野を㉸えた共同研究の実施・᳨ド

・Ｓ㹊を㍈とした࢝リ࢟ュラムマࢿジ࣓ントの成

・➨４期ＳＳＨでの課題研究の在り方の᳨ウ

㸰㸬科学の心を育成する教育環境の実

・サイエンス教ᐊへの㝃ᒓ中学生の㐠Ⴀ参加

・生徒主体によるプログラムの実施とホ౯

・業と連携したサイエンス教ᐊの実施とホ౯

３㸬中㧗を通じて課題研究を㐍めるための教育課程の㛤発

・６年間をぢ通した教育課程の᳨ウ

・➨ϫ期ＳＳＨへ向けた中㧗を通じての課題研究の在り方の᳨ウ

４㸬ୡ⏺に通用するコミュニケーションຊの育成

・᪤Ꮡの海外研修の㛤発

・ニューࣚーク国連国際学校との連携プログラムの実施とホ౯

㸳㸬横浜市立大学との連携を㍈とした㧗大᥋続の研究

・大学入学後に生かされる㧗大᥋続プログラムの実施とホ౯

教育課⛬上の≉ۑ

学科 㛤設する科目名 ༢数 ௦᭰科目等 ༢数 ᑐ㇟

理数科
サイエンスリテラシーϨ 㸰 ⥲ྜ的な᥈究の時間 㸰 㸯年ḟ

サイエンスリテラシーϩ 㸰 課題研究 㸰 㸰年ḟ

「サイエンスのຊ」と「言ⴥのຊ」を㌟につけ、ᑗ᮶ୡ⏺で活㌍できる科学ᢏ⾡人ᮦを育成する

ことを目ᶆに、理数௨外の教科の教員もྵめて「サイエンスリテラシー」を学際的に実施している。

ձサイエンスリテラシーϨ（௨ୗＳ㹊Ϩ）㸯年ḟ必修科目

㹎㹀㹊（Project-Based Learning）のᡭ法をᑟ入し、㸳人のグループで、主体的かつ協ാ的に

課題プロジ࢙クトに取り組むことができる授業をᒎ㛤している。

ྛ༢ඖは㸰回༢でᒎ㛤する。㸯回目では、実⩦に必要な講⩏を行った後、課題プロジ࢙クト

をᥦ♧する。生徒は㸳人のグループに分かれ、ࡑのプロジ࢙クトを成さࡏるための実⩦をィ⏬

し、ᨺ課後の時間等も✚ᴟ的に活用しながら‽ഛを㐍める。㸰回目の授業ではィ⏬に基࡙いて実

⩦、実験を行い、⤖果や考察をࡑの場でまとめて全体にプレࢮンテーションを行う。

物理・学・生物・地学・ሗ・数学・♫会科学に関連する幅広い分野をᢅうことで、分野に

とらࢃれない広く㇏かな研究視野を㌟につけさࡏ、サイエンスリテラシーϩでのテーマ設定につ

なげられるよう留ពしている。

ղサイエンスリテラシーϩ（௨ୗＳ㹊ϩ）㸰年ḟ必修科目

Ｓ㹊ϩでは、㸰年ḟ生全員がୖの６つの分野のいずれかにᡤᒓし、㸯年間をかけてಶ人研究を

㐍める。ྛ研究においては、年間㸰回の発表、マレーシアでの英語発表、年度ᮎの研究レ࣏ート

ᥦฟを必㡲とする。㸯人の教員が担ᙜする生徒数を、ྛ講ᗙᖹᆒ４人程度にᢚえる他、本校科学

ᢏ⾡㢳ၥや大学教員、業の研究者らによる年間を通じた指ᑟ・ຓ言を通して、ྛ生徒のಶ人の

研究を主体的・ᑐ話的に㐍めるためのサ࣏ートを行っている。

また、༞業生アンケートや授業ホ౯アンケートの⤖果を考៖し、ＳＳＨ➨Ϫ期では分野の枠を

ࠚϩの㸴分野࣮ࢩラࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧ࠙

ে୵ఐ৾
ॼঀॸॡ
౫મఐ৾
৾৲؞

ਙఐ৾ ੲਾৢਦ
ҩਯ৶

ଠધ؞
ૉఐ৾

グロشংঝ
५ॱॹॕش६
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㉺えた生徒同ኈの協ാ的な課題研究や、࢟リンࣅール、日⏘⮬動㌴等、㏆㞄業の研究者による

࣓ンターチームไもᑟ入している。

ճサイエンスリテラシーϪ（௨ୗＳ㹊Ϫ）３年ḟ選ᢥ科目

３年ḟでは、㸰年ḟＳ㹊ϩでの成果を基┙にさらに研究を῝める。研究の成果は、ＳＳＨ生徒

研究発表会や㧗校生科学ᢏ⾡チャレンジ（JSEC）等の大会や学会で✚ᴟ的に発ಙしていく他、㐍

㊰実現のための学校᥎⸀ᆺや⥲ྜᆺ選ᢤ入試等にも活用していく。≉に横浜市立大学とは、㧗校

での研究成果を大学㐍学と入学後の研究の継続につなげる㧗大᥋続プログラム「横浜市立大学チ

ャレンジプログラム」で連携を῝めており、課題研究の成果を㐍㊰実現につなげる、㧗大᥋続プ

ログラムのモࢹルケースとなっている。

本校ではサイエンスリテラシーを教育課程の中心と⨨けており、全教科の教員が関ࢃること

で、他教科との連携につなげている。「横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓ」で設定した課題発ぢຊ・課題᥈究ຊ、

課題ゎỴຊ、ሗ㞟ຊ、ࢹィス࢝ッションຊ、プレࢮンテーションຊの６つ資㉁・能ຊを㧗める

ことに全教科で取り組ࢇだ。

㡯࡞ᚩⓗ≉ࡕ࠺௧㸴ᖺᗘの教育課⛬のෆᐜのۑ

学科 㸯年ḟ 㸰年ḟ ３年ḟ ᑐ㇟

理数科

科目名 ༢数 科目名 ༢数 科目名 ༢数

全校
生徒

サイエンス
リテラシーϨ
（必修科目）

㸰
サイエンス
リテラシーϩ
（必修科目）

㸰
サイエンス
リテラシーϪ
（選ᢥ科目）

㸰

本校は、教科の枠を㉺えた࢝リ࢟ュラムマࢿジ࣓ントを㍈に、ୡ⏺をリーࢻする科学ᢏ⾡人ᮦを

育成するプログラム「横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓ㸸InterDisciplinary Empowerment Approach for Leading 

Scientists（ඛ➃サイエンティストのための教科の枠を㉺えた育成法）」の㛤発とࡑの普及を研究

㛤発の目的としており、課題研究「サイエンスリテラシー」を教育課程の中心に⨨࡙けている。

サイエンスリテラシーϩの研究成果を英語で発表するために、英語科 OCPDϩ（ Oral 

Communication for Presentation and Debate）との授業連携を毎年行っている（ල体的な連携の

内容は本ᩥ p.23 参↷）。これらのイ࣋ント連携に加え、「横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓ」で設定した６つ資

㉁・能ຊを㧗めることを目ᶆとした授業を、年間の授業枠の中で、ྛ教科・科目がバランスよく実

施することで、ྛ資㉁・能ຊを組⧊的に㧗める「ス࢟ル連携」にも取り組ࢇでいる。授業実㊶数は

令和３年度（初年度）の 117 ௳から令和６年度は 153 ௳にቑ加する等、成果をୖげている（ྛ教科

の実㊶数は本ᩥ p.24、授業内容の一ぴは「関ಀ資料㸳」参↷）。

研究㡯・活動ෆᐜ࡞ලయⓗۑ

㸯㸬課題研究を中心とした知識・ᬛᜨ連動の教育プログラムの㛤発

ձ㸯年ḟ課題研究「サイエンスリテラシーϨ」（㸯年ḟ㸰༢）

ղ㸰年ḟ課題研究「サイエンスリテラシーϩ」（㸰年ḟ㸰༢）

ճ３年ḟ課題研究「サイエンスリテラシーϪ」（３年ḟ㸰༢）

մ横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓの㛤発に向けた全教科での取組

յ㸯年ḟὸᓥサロン

ն㸯年ḟサタࢹーサイエンス（ᅵ᭙日全員ᑐ㇟）

շサタࢹーサイエンス≉ู⦅（全年ḟᕼ望者ᑐ㇟）

㸰㸬科学の心を育成する教育環境の実

ձᑠ中学生ᑐ㇟「サイエンス教ᐊ」

ղつくࡤサイエンス研修、⨾大ᓥ研修
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３㸬中㧗を通じて課題研究を㐍めるための教育課程の㛤発

ձ㝃ᒓ中㸯㹼３年課題᥈究授業「サイエンススタࢹィーࢬ」

ղ中㧗の課題研究を᥋続する「サイエンスラ࣎」

ճ課題研究のス࢟ルを 定する外部指ᶆ Ai GROW の実施

４㸬ୡ⏺に通用するコミュニケーションຊの育成

ձバンクーバーጜጒ校ὶ（海外研修とオンラインὶ）

ղオーストラリア⮬↛共生研修（海外研修）

ճタンࢨニアとのὶ（オンライン）

մサイエンスイマージョンプログラム

յ外部指ᶆとしての GTEC、英᳨の実施

㸳㸬横浜市立大学等との連携による㧗大᥋続の研究

ձ横浜市立大学チャレンジプログラムの取組

ղグローバルサイエンス࢟ャンࣃスの取組

６㸬成果の広ሗ、普及事業のᒎ㛤

㸵㸬㐠Ⴀ指ᑟጤ員会の㛤ദ（年間３回）、科学ᢏ⾡㢳ၥ会議の㛤ദ

㸶㸬Ｓ㹊㐠Ⴀጤ員会（毎月）

㸷㸬事業のホ౯

10㸬ሗ࿌書のస成

յ 研究開発のᡂᯝ

㸯㸬課題研究を୰ᚰとࡋた▱㆑・ᬛᜨ㐃動の教育プࣟࢢラ࣒の開発

(1)学会・ࢫࢸࣥࢥト࡛のᡂᯝ発表

本校では、Ｓ㹊ϩ・Ϫや科学⣔部活動の研究成果発表の場として、学会やコンテストに✚ᴟ的

に参加さࡏ、研究㛤発の成果を᳨ドする指ᶆの一つとして用いてきた。令和６年度は、日本生物

学オリンࣆック 2024 㖡㈹・➨ 35 回国際生物学オリンࣆック（IBO 2024）ࢨ࢝フスタン大会 㖟

大会࣎ࢯック（EGMO 2025）コࣆዪ子数学オリンࣃル、ࣚーロッࢲ࣓ 日本௦表選ฟ、➨ 20 回国

際地理オリンࣆック アイルランࢻ大会ฟ場等、全国レ࣋ル、ୡ⏺レ࣋ルでの大会でホ౯を受け

た（ල体的なࢹータは「関ಀ資料㸵」を参↷）。

(2)ᶓ㹇㹂㹃㸿㹊Ｓの開発向けた教⛉㛫㐃ᦠのྲྀ⤌

本校では、教科の枠を㉺えた࢝リ࢟ュラムマࢿジ࣓ントを㍈に、ୡ⏺をリーࢻする科学ᢏ⾡人

ᮦを育成する「横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓ㸸InterDisciplinary Empowerment Approach for Leading 

Scientists（ඛ➃サイエンティストのための教科の枠を㉺えた育成法）」の㛤発とࡑの普及を研

究㛤発の目ᶆとしてきた。

ண のつかない事ែやᮍ知の≧ἣでも、人と協ാしながらᰂ㌾かつ᪂な発想でゎỴ⟇をぢฟ

る能ຊがồめられるというほ点から、横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓで育成する資㉁・能ຊを௨ୗの６つにࡏ

࠙௧㸴ᖺᗘ 学会・ࢫࢸࣥࢥト࡛の主࡞実⦼ࠚ

➨ 35 回国際生物学オリンࣆック（IBO 2024）ࢨ࢝フスタン大会 㖟࣓ࢲル

➨ 20 回国際地理オリンࣆック アイルランࢻ大会 ฟ場

ࣚーロッࣃዪ子数学オリンࣆック（EGMO 2025）コ࣎ࢯ大会 日本௦表選ฟ

日本生物学オリンࣆック 2024（本選㐍ฟ３名） 㖡㈹、ᩒ㜚㈹㸰名

物理チャレンジ 2024（本選㐍ฟ４名） 㔠㈹、㖡㈹、ዡບ㈹ 2 名

学グランプリ 2024（本選㐍ฟ㸯名） 㖡㈹㸯名

➨ 18 回科学地理オリンࣆック日本選ᡭᶒ ᩥ部科学大⮧㈹

令和６年度ＳＳＨ生徒研究発表会 スター㈹࣏

－ 5 －



定めている。

ᖹ成３年度から、「横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓ」で設定した６つ資㉁・能ຊを㧗めることを目ᶆとした

授業を、年間の授業枠の中で、ྛ教科・科目がバランスよく実施する連携（ス࢟ル連携）を行っ

ている。実㊶数も令和３年度の 117 ௳から令和６年度は 153 ௳までቑ加している（「関ಀ資料

㸳」に実㊶の一部を♧す）。

(3)㸰ᖺḟ課題研究ࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧࠕラ࣮ࢩϩ（Ｓ㹊ϩ）ࠖ（㸰ᖺḟᚲ修㸰༢）のྲྀ⤌

㸰年ḟサイエンスリテラシーϩは、６クラス 240 名を３つの時間ᖏに分けて実施し、ྛ時間ᖏ

では 80 名の生徒に 20 名の教員が担ᙜとして指ᑟ㺃ຓ言にあたってきた。６分野 14 コースを設定

し、ᖹᆒして生徒４㸸教員㸯というᑡ人数指ᑟを実現さࡏている。担ᙜ教員とのᑐ話的な活動を

通し、ࡑれࡒれの生徒がಶ人の研究を主体的に㐍める㐣程をフォローする体ไをᩚえることがで

きた。全㸰年ḟ生をᑐ㇟とした㸰月のアンケート調ᰝでは、多くの項目で年度ᙜ初をୖ回る್を

♧し、生徒が研究に๓向きに取り組ࢇだことがうかがえる。≉に「実際の研究活動」や「実験の

࠙ึᖺᗘ（௧㸱ᖺᗘ）の教⛉ูࣝ࢟ࢫ㐃ᦠの実㊶ᩘ: 117 ࠚ௳

䈜117 ௳のᐇ㊶の୰䛻䛿同䛻」ᩘの䝇䜻䝹䜢タᐃ䛧䛶䛔䜛ሙྜ䜒ከ䛔䛯䜑䚸䝇䜻䝹のྜィ䛿 335 ௳䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹

教科 課題発ぢຊ 課題᥈究ຊ 課題ゎỴຊ ሗ㞟ຊ
ッ࢝ィスࢹ
ションຊ

プレࢮンテ
ーションຊ

教科ィ

国語 4 8 2 2 7 4 27 

地Ṕ㺃බẸ 14 11 5 29 14 5 78 

数学 2 11 18 6 21 11 69 

理科 4 5 5 0 6 3 23 

ಖ体育 4 4 2 6 0 1 17 

ⱁ⾡ 0 0 0 2 2 2 6 

ᐙᗞ科 1 1 1 1 1 1 6 

ሗ 0 1 2 1 0 1 5 

外国語 21 17 17 18 15 16 104 

ス࢟ルィ 50 58 52 65 66 44 335 

࠙᭱⤊ᖺᗘ（௧㸴ᖺᗘ）の教⛉ูࣝ࢟ࢫ㐃ᦠの実㊶ᩘ: 153 ࠚ௳

䈜153 ௳のᐇ㊶の୰䛻䛿同䛻」ᩘの䝇䜻䝹䜢タᐃ䛧䛶䛔䜛ሙྜ䜒ከ䛔䛯䜑䚸䝇䜻䝹のྜィ䛿 563 ௳䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹

教科 課題発ぢຊ 課題᥈究ຊ 課題ゎỴຊ ሗ㞟ຊ
ッ࢝ィスࢹ
ションຊ

プレࢮンテ
ーションຊ

教科ィ

国語 14 17 19 12 15 8 85 

地Ṕ㺃බẸ 16 19 14 20 11 11 91 

数学 8 21 24 3 21 9 86 

理科 2 13 13 2 13 8 51 

ಖ体育 17 7 14 4 11 6 59 

ⱁ⾡ 3 3 3 3 2 3 17 

ᐙᗞ科 13 13 13 12 12 5 68 

ሗ 0 3 3 3 1 0 10 

外国語 16 11 14 18 17 20 96 

ス࢟ルィ 89 107 117 77 103 70 563

－ 6 －



際に必要なス࢟ル」に関する項目において್がୖ᪼した。他の教科での学⩦が課題研究の活動に

生かされていることを実ឤしている生徒も多く、横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓでの教科間連携がຠ果をୖげ

ていることが♧၀された。

㸰㸬⛉学のᚰを育ᡂࡍる教育⎔ቃの実

(1)ᑠ୰学生ᑐ㇟ࢫ࢚ࣥࢧࠕ教ᐊࠖ

本校の生徒が、課題研究や研修の成果を、地ᇦのᑠ中学生をᑐ㇟とした「サイエンス教ᐊ」の

⏬・実施に活用することで、地ᇦのサイエンス教育のᣐ点「サイエンスࢭンター」としての機

能を果たしている。サイエンスጤ員会の生徒を中心に「名᥈ഄ⢊ン 㹼ⓑい⢊の同定（アイࢹン

ティフィケーション）㹼」「フルーࢶ㟁ụをసࢁう㸟」等の᪂しい⏬も取り入れ、年間で 10

回のサイエンス教ᐊを㛤ദした。

今年度はᘏべ 936 組の応ເがあり、ࡰ全ての回で、ເ㞟人数にᑐして３㹼㸵ಸの応ເ者数が

あった点や、実施๓後のアンケート⤖果等から、地ᇦのᑠ中学生に向けた科学的な体験の場とし

てのᙺが᰿いていることがఛえる（ࢹータの一部を本ᩥ p.30,31 に♧す）。

㸱㸬୰㧗を通࡚ࡌ課題研究を㐍めるための教育課⛬の開発

の⨨࡙け⛬の教育課ࠖ（ＳＳ）ࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧࠕ(1)

㧗校での課題研究に向けて、㝃ᒓ中学の課題研究授業「サイエンススタࢹィーࢬ（ＳＳ）」を

ᑟ入し、中㧗６年間を通じて課題研究を㐍めるための教育課程を⦅成している。課題᥈究ຊを 

定する外部指ᶆ Ai GROW は実施４年目となり、㐣ཤのࢹータとの比㍑から生徒の⤒年変をぢる

ことで、生徒の変容を可視できた。

(2)課題᥈究ຊを ᐃࡍる外㒊ᣦᶆࠕAi() GROW(࢘ࣟࢢ)ࠖࡼる分ᯒと᳨ド

ᚑ᮶よりもᐈほ的、多ゅ的な視点から研究㛤発の成果を᳨ドできるよう、令和３年度より課題

研究ຊを 定する外部指ᶆとして IGS ᰴᘧ会♫の「Ai GROW」を㝃ᒓ中㸯年生から㧗校㸰年ḟ生

までの全員をᑐ㇟に年㸰回実施している。

㝃ᒓ中ฟ㌟の㧗校㸯・㸰年ḟ生の３年間のスコア᥎⛣からは、≉に㐀的ᛮ考ຊ、協ാ的ᛮ考

ຊ等で有ពなスコアୖ᪼が♧された。また、㧗校㸯・㸰年ḟともに⏨子よりもዪ子の方が全体的

に㧗いスコアを♧した他、グローバルサイエンス࢟ャンࣃスに参加し、ྛ 大学のサ࣏ートのもと

で研究を㐍めている生徒が、「ᢈุ的ᛮ考ຊ」等の項目で㧗いコンࣆテンシーを有していること

等が♧された（ල体的なࢹータは本ᩥ p.38㹼42 参↷）。

㸲㸬ୡ⏺通⏝ࡍるࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥຊの育ᡂ

(1) 外㒊ᣦᶆࡼるⱥㄒ㐠⏝⬟ຊの᳨ド

目ᶆ４「ୡ⏺に通用するコミュニケーションຊの育成」の㐩成≧ἣを᳨ドするࢹータの一つと

して、本校では生徒の英語㐠用能ຊの変容について外部指ᶆを用いて年㸯回 定している。

࠙㝃ᒓ୰学校ࠖࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧࠕ教育課⛬上の⨨࡙けࠚ

㸯年生 㸰年生 ３年生 ᑐ㇟

㝃ᒓ中

科目名 時間数 科目名 時間数 科目名 時間数
全校
生徒

サイエンス
スタࢹィーࢬ

㸯/㐌
サイエンス
スタࢹィーࢬ

㸰/㐌
サイエンス
スタࢹィーࢬ

㸰/㐌

࠙㧗等学校ࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧࠕラ࣮ࠖࢩ教育課⛬上の⨨࡙けࠚ

学科 㸯年ḟ 㸰年ḟ ３年ḟ ᑐ㇟

理数科

科目名 ༢数 科目名 ༢数 科目名 ༢数

全校
生徒

サイエンス
リテラシーϨ
（必修科目）

㸰
サイエンス
リテラシーϩ
（必修科目）

㸰
サイエンス
リテラシーϪ
（選ᢥ科目）

㸰
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今年度の GTEC の⤖果をぢると、リーࢹィング、リスニング、ライティングの３ᢏ能全てにお

いて全国ᖹᆒを㉸えており、リーࢹィングやリスニングに関しては 30㹼40％㏆くୖ回っている。

㸰年ḟ生も年度のᖹᆒから３ᢏ能すべてで向ୖしていることがࢃかる。また英᳨では、英᳨㸰

⣭௨ୖを取ᚓしている生徒のྜが、㸯年ḟでは 29.2％だったのにᑐし、㸰年ḟでは 37.3％、

３年ḟでは 70.4％と╔実にቑ加していることがࢃかる（ල体的なࢹータは本ᩥ p.47 参↷）。

(2) 海外研修の実施

᪂ᆺコロナ࢘ィルスឤᰁの拡大によって、ண定していた海外研修がＳＳＨ➨Ϫ期指定㸯年目

から実施できなくなり、ᡭ᥈りの≧ἣでオンラインのὶを継続さࡏてきた。オンラインでの継

続的な連携も生かしながら、令和６年度は௨ୗの海外研修とオンラインでの連携を実施すること

ができた。

㸳㸬ᶓᕷ立大学との㐃ᦠを㍈とࡋた㧗大᥋⥆の研究

(1)ᶓᕷ立大学との㧗大᥋⥆ࠕᶓᕷ大ࢪࣥࣞࣕࢳプࣟࢢラ࣒ࠖ

今年度も本プログラムによって、３年生で課題研究「サイエンスリテラシーϪ」を選ᢥした生

徒を中心に、㧗校での課題研究の成果を㐍㊰実現につなげることができた。

また、㧗校と大学の教員同ኈが⋡┤にពぢをする「理科教育を考える会」を定期的に実施

する等、持続可能な連携関ಀをಖっている。

㸴㸬ᡂᯝのᬑ及

(1) 本校主催の研究発表会の開催

・数学分野課題研究発表会「Math Forum(マスフォーラム)」、理数分野課題研究発表会「YSF-FIRST」

(2) ᶓᕷ立㧗校ࢫ࢚ࣥࢧ教育᥎㐍ᴗ（ᶓᕷ➨㸲ᮇ教育⯆ᇶ本ィ⏬）

・本校をᣐ点校とした≉Ⰽあるサイエンス教育᥎㐍事業を全横浜市立㧗校生ᑐ㇟に実施

・横浜市教育課程研究ጤ員会「⥲ྜ的な᥈究の時間」部会を組⧊し課題研究の取組を共有

(3) 他校等からの視察・研修の受け入れ

今年度は全国から 28 ௳の視察を受け入れ、授業や課題研究の取組を✚ᴟ的にබ㛤した。

の発ಙ࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ (4)

本校トップ࣌ージには、令和６年４月から令和㸵年㸰月までの 11 月間で࢝ 370,353 ௳のアク

。でいるࢇスがあり、௨ୗをබ㛤することで研究成果の普及・発ಙに取り組ࢭ

・指定➨Ϩ期㸯年目から年度（➨Ϫ期４年目）まで全 14 年分の「ＳＳＨ研究㛤発実施ሗ࿌書」

・サイエンスリテラシー等≉Ⰽある取組の内容、授業࣏ートフォリオやホ౯ルーࣈリック

࠙௧㸴ᖺᗘ実施ࡋた海外研修ࠚ

日程 研修名 国（㒔市） 参加数

㸷月㸷日（月）

㹼15 日（日）
バンクーバーጜጒ校ὶ

ࢲナ࢝

（バンクーバー）
21 名

12 月 15 日（日）

㹼19 日（ᮌ）
オーストラリア⮬↛共生研修

オーストラリア

（ン࣋リスࣈ）
３名

࠙௧㸴ᖺᗘ実施ࡋた海外とのࣥ࢜ラ࡛ࣥのὶࠚ

日程 研修名 参加数

㸳月 19 日

バンクーバーጜጒ校オンラインὶ（ᩥὶの部） 17 名

バンクーバーጜጒ校オンラインὶ（理数研究発表の部）

SLϨグローバル࣡ークショップձ「⣬㣕行機」

㸶名

12 月 18 日 タンࢨニア オンライン研修 㸵名

㸯月 19 日 バンクーバーጜጒ校オンラインὶ 16 名

－ 8 －



⑥ 研究開発の課題

㸯㸬他校向けた実㊶の୍⯡

➨Ϫ期の指定校として、取組とࡑの成果を、今後もより一⯡して発ಙしていく必要がある。

現在サイエンスリテラシー等≉Ⰽある取組の内容や授業࣏ートフォリオ、本校主ദの研究発表会

の内等をᥖ載しているが、内容や᭦᪂≧ἣ等、まだ༑分とは言えない≧ἣである。本校の࣍ー

ム࣌ージには今年度４月から㸰月までの 11 月で、37࢝ ௳௨ୖのアクࢭスがあり、年々ቑ加し

ている。㜀ぴ者の要望に応えられるようなコンテンࢶの実がồめられている。

㸰㸬㸴ᖺ㛫を通ࡌたࡾࡼࠊ㉁の㧗࠸課題研究

㧗校での課題研究に向け

て、㝃ᒓ中学校に課題研究

授業「サイエンススタࢹィ

ーࢬ（ＳＳ）」をᑟ入し、

中㧗６年間を通じて課題研

究を㐍めるための教育課程

ୖの枠組ࡳがᩚった。

今後さらに㉁の㧗い課題

研究に主体的に取り組まࡏ

るために、今後も内容の改

善が必要である。㧗校㸯年

ḟの課題研究をサ࣏ートす

る「サイエンスラ࣎」の参

加者ቑ、３年ḟサイエンス

リテラシーϪのᒚ修者ቑに

向けた᳨ウを継続する。

㸱㸬ᶓᕷ大ࢪࣥࣞࣕࢳプࣟࢢラ࡛࣒の入学⪅の㏣㊧ㄪᰝ

横浜市立大学とはᚑ᮶、㧗大᥋続連携協議会や理科教育を考える会等の場で、本校から同大学

に入学した生徒の㏣㊧調ᰝの⤖果を共有しているとこࢁであるが、入試ᙧែの㐪いによるഴ向等

について᳨ドしていく必要がある。

㸲㸬Ｓ㹅Ｈのᡂᯝࡶ活⏝ࡋた海外㐃ᦠのᣑ

᪂ᆺコロナ࢘ィルスによるไ㝈は⦆和されたが、ཎἜ㧗やᏳにより、ឤᰁ拡大๓に実施し

ていた海外研修の内容を考ࡊࡏるをᚓない≧ἣもある。重点枠の取組としてマレーシアプトラ

大学との㧗大᥋続を視野に入れた㧗大᥋続も㐍ᒎしているが、Ｓ㹅Ｈ指定時の実㊶も活用しなが

ら、さらに海外との連携を拡さࡏ、他校にもࡑの取組を広げていくことがồめられている。

㸳㸬ᶓ㹇㹂㹃㸿㹊Ｓのᡂᯝの᳨ド

横浜㹇㹂㹃㸿㹊Ｓのຠ果についてᘬき続き᳨ドしていく必要がある。校内でのアンケート調ᰝ

の他、外部指ᶆ Ai GROW も活用し多ゅ的に᳨ドする必要がある。継続的に実施し、᳨ ドを㐍める。

࠙୰㧗㸴ᖺ㛫を通࡚ࡌಶே研究を⥅⥆ࡏࡉるᕤኵࠚ

࠙ＳＳＨᣦᐃ➨Ϫᮇ㸳ᖺ㛫࠾けるྛ᭶のᩘࢫࢭࢡࢪ࣮࣒࣮࣌࣍（トࢵプࢪ࣮࣌）ࠚ

ᖺᗘ 䠐᭶ 䠑᭶ 䠒᭶ 䠓᭶ 䠔᭶ 䠕᭶ 10 ᭶ 11 ᭶ 12 ᭶ 䠍᭶ 䠎᭶ 䠏᭶ ィ

䠮䠌䠎 18,020 19,349 23,798 22,085 21,902 24,547 26,716 18,041 12,785 18,205 23,187 23,941 252,576

䠮䠌䠏 26,895 20,295 25,750 30,401 17,335 22,266 24,936 21,791 18,057 20,519 23,052 26,883 278,180

䠮䠌䠐 29,495 26,743 28,035 36,612 19,548 25,131 29,018 23,180 17,309 20,160 26,261 25,569 307,061

䠮䠌䠑 24,660 29,328 43,646 40,690 41,072 39,552 27,016 24,780 17,100 21,700 26,300 36,469 377,962

䠮䠌䠒 18,247 35,851 42,534 42,028 39,499 44,731 29,925 28,874 19,842 30,987 37,835 - 370,353
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ᐇሗ࿌᭩㸦ᮏᩥ㸧ߒ

 ㄢ㢟ࡢ㛤Ⓨ✲◊ ߇

㸦㸯㸧◊✲㛤Ⓨㄢ㢟ྡ 

ࠗ知識とᬛᜨを㐃ືさせ、ୡ⏺でά㌍する⛉学技術ேᮦを⫱成するࠕᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑ࠖプログ

ラムの㛤発とᬑཬ࠘

㸦㸰㸧◊✲㛤Ⓨࡢ┠ⓗ 

クラス理ᩘ⛉のᮏᰯは、㛤ᰯ㸰年目のᖹ成 �� 年度に㹑㹑㹆ᣦ定をཷけて௨来、生ᚐဨを

対㇟に研究㛤発に取り⤌んできた。ᮏᰯ⊂自の課題研究授業ࢧࠕイ࢚ンスࣜテラシーࠖや、その

成果を英語で発表するマレーシアᾏእ研修などを実し成果をあげてきた。またᮏᰯでは、ᖹ成

�� 年度より㝃ᒓ୰（ྛ学年㸰クラス �� 名）を㛤ᰯし、㸴年間を㏻して᥈究ᚰとᅜ際性を備えた

ேᮦを⫱成するための᳨ウを進めている。 

᪂しい学習ᣦᑟ要㡿において、ての㧗ᰯに課題᥈究ᆺ授業が取りධれられる⫼ᬒには、予 

のつかない事ែやᮍ知の状況でも、ேと༠ാしながらᰂ㌾かつ᪂な発で解決⟇を見出せる能

力がồめられていることがあげられる。ṇ解が一つしかない問題に㸯ேで答えるのではなく、ᮍ

知の状況において問題のᮏ質をᢕᥱし、ࢥミࣗࢣࢽーション能力を駆使し、ಶ々の知識をᬛᜨに

㐃ືさせ、チームで༠ാして᭱㐺解をᶍ⣴し、᳨ドし、発ಙする力がồめられている。 

ᛴ㏿なイ࣋ࣀーションとグローࣂル化が進ࡴୡ⏺において、日ᮏのࢧイ࢚ンス教⫱のඛ➃ࣔデ

ルᰯとして、᪂しい教⫱ࣔデルを実㊶し、ᬑཬさせることを㹑㹑㹆研究㛤発の目的とする。 

㸦㸱㸧◊✲㛤Ⓨࡢ┠ᶆ 

主体的かつ質の㧗い課題研究を教⫱課程の୰ᚰにᤣえ、教⛉のᯟを㉺えたカࣜキࣗラムマࢪࢿ

࣓ントを㍈に、ୡ⏺をࣜードする⛉学技術ேᮦを⫱成するプログラムࠕᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑㸸

,QWHU'LVFLSOLQDU\ (PSRZHUPHQW $SSURDFK IRU /HDGLQJ 6FLHQWLVWV（ඛ➃ࢧイ࢚ンティストの

ための教⛉のᯟを㉺えた⫱成法）ࠖの㛤発と、⚄ዉᕝ┴内ཬび㤳㒔ᅪの㧗ᰯのそのᬑཬを㏻し、

㹑㹑㹆ᰯとしての理ᙧ（,GHDOV）を作る。 

㸦㸲㸧◊✲㛤Ⓨࡢᴫ␎ 

ᬑཬ㛤Ⓨࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑ࠖࠕ

,QWHU'LVFLSOLQDU\ (PSRZHUPHQW $SSURDFK IRU /HDGLQJ 6FLHQWLVWV

㸳ࡢࡘ┠ᶆࢆ㐩ᡂࡿࡍඛ➃ࡢࡵࡓࡢࢺࢫࢸ࢚ࣥࢧᩍ⛉ࡢᯟࢆ㉺ࡓ࠼⫱ᡂἲࡢ㛤Ⓨᬑཬ 

ձ 課題研究を୰ᚰとした知識・ᬛᜨ

㐃ືの教⫱プログラムの㛤発 

 ンス࢚イࢧタデーࢧ、ンスࣜテラシーϨ・ϩ・Ϫ࢚イࢧ

э対話的άືも㔜どし、より主体的で質の㧗い課題研究 

ղ ⛉学のᚰを⫱成する教⫱環境の

実 

 ンス教ᐊ࢚ࠖイࢧࠕンスセンター事業࢚イࢧ

э㧗ᰯ生のࣜーダーシップ、業との㐃ᦠ強化 

ճ ୰㧗を㏻じて課題研究を進める

ための教⫱課程の㛤発 

㝃ᒓ୰学ᰯ課題研究、ᮾி㎰工大㹅㹑㹁のཧຍ 

э㸴年間を見㏻した課題研究ᣦᑟ、㝃ᒓ୰と大学との㐃ᦠ 

մ ୡ⏺に㏻用するࢥミࣗࢣࢽーシ

ョン力の⫱成 

ᾏእ研修（マレーシア、カࢼダ、ア࣓ࣜカ）、␃学生ཷධ 

э生ᚐ英語ポスター発表、␗文化体験、࣍ームステイ 

յ ᶓᕷ立大学との㐃ᦠを㍈とし

た㧗大接⥆の研究 

ᶓᕷ立大学との㐃ᦠ、他の大学との㐃ᦠ 

эᶓᕷ大チࣕレンࢪプログラム、理⛉教⫱を考える 
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ղ ◊✲㛤Ⓨࡢ⤒⦋㸦ᣦᐃ㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡢ⤌ྲྀࡓࡌᴫせ㸧 

㸦㸯㸧ㄢ㢟◊✲ࢆ୰ᚰࡓࡋ▱㆑࣭ᬛᜨ㐃ືࡢᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 

��� ᐇ㦂ィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ

課題研究授業ࢧࠕイ࢚ンスࣜテラシーࠖを୰ᚰとしたカࣜキࣗラムマ࣓ࢪࢿントに教⛉が㛵

わるとともに、グループ研究の手法を取りධれることで、௰間とともに課題に取り⤌みながら、

知識とᬛᜨを㐃ືさせ、課題研究の質を今まで௨上に㧗めることができる。

࠙ᩍ⫱ㄢ⛬ୖࡢ⨨࡙ࠚࡅ 

学⛉ 㸯年ḟ生 㸰年ḟ生 㸱年ḟ生 対㇟ 

理ᩘ⛉ 

⛉目名 ༢ᩘ ⛉目名 ༢ᩘ ⛉目名 ༢ᩘ 

ᰯ 
生ᚐ 

 ンス࢚イࢧ

ࣜテラシーϨ 
（必ᒚ修⛉目） 

㸰 

 ンス࢚イࢧ

ࣜテラシーϩ 
（必ᒚ修⛉目） 

㸰 

 ンス࢚イࢧ

ࣜテラシーϪ 
（㑅ᢥ⛉目） 

㸰 

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜ

 Ϩ㸦㹑㹊Ϩ㸧࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧ ߇

・ᣦ定ϩᮇにおける一ᩧ講義ᙧᘧから、㸳ேグループで主体的にάືするᙧᘧの㌿換 

・プロࢪェクト࣋ース（講義Ѝウ㆟Ѝ実習Ѝ発表）の授業パターンの確立 

・㸯講ᗙ �� 名の生ᚐに対し授業ᢸ当㸰名㸩生ᚐᢸ当㸶名の �� 名体ไの確立 

・生ᚐのάືをグ㘓するポート࢛ࣜࣇオとホ౯用ルーブࣜックのᩚ備 

テーマタ定ࠕ・ 生物ࠕࠖ  の᳨ウࢪーࢣᬑཬさせるための授業パッගࠖなど他ᰯࠕࠖ

ղ ࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧϩ㸦㹑㹊ϩ㸧 

・ᣦ定ϩᮇからᘬき⥆き、主体的にタ定したテーマに㛵するಶே研究をဨが実 

・㸯講ᗙ �� 名の生ᚐに対し教ဨ ��名を㓄置し、生ᚐ㸲㸸教ဨ㸯のᑡேᩘไの確立 

・㸷᭶に୰間発表、㸯᭶に᭱⤊発表、その後㸰᭶にレポートᥦ出をタ定 

・㸰年ḟ研修（マレーシア㸭Ἀ⦖）でဨが୰間発表の内容について英語ポスター発表 

ճ ࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧϪ㸦㹑㹊Ϫ㸧 

・ᣦ定ϩᮇからᘬき⥆き、主体的にタ定したテーマに㛵するಶே研究を㑅ᢥ⪅ဨが実 

・学やࢥンテストでの成果発表とホ౯（㹑㹑㹆生ᚐ研究発表等） 

・㹑㹊Ϫの研究成果を進㊰実⌧につなげるᶓᕷ立大学チࣕレンࢪプログラムの㐠用 

մ ᶓ ,'($/6  ᩍ⛉㛫㐃ᦠࡓࡅྥ㛤Ⓨࡢ

・イ࣋ント㐃ᦠ（英語ポスター発表にྥけた㹑㹊ϩと英語⛉Ｏ㹁ＰＤϩの㐃ᦠ等）の実 

・㸴つの㈨質㺃能力（課題発見力、課題᥈究力、課題解決力、ሗ㞟力、ディスカッション力、

プレゼンテーション力）を㧗める授業を教⛉で実し実㊶ᩘがẖ年ቑຍ 

յ ὸᓥࣥࣟࢧ 

・㸯年ḟ生ဨを対㇟とするࢧロン（ྛ回 �� 名ずつ、ィ ��回）を㸳年間⥅⥆して実 

ն ࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࢹࢱࢧ 

・㸯年ḟ生ဨを対㇟とする≉ู講₇を年間㸳回実

շ ࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࢹࢱࢧ≉ู⦅ 

・ᖹ日のᨺ課後のᕼᮃไの≉ู講義や実習をࢧࠕタデーࢧイ࢚ンス≉ู⦅ࠖとして置࡙け 
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��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜࡢホ౯

ンスϨ・ϩ・Ϫに㛵しては、ᑡேᩘไクラスでの主体的かつ対話的なάືの୰で、質の࢚イࢧ

㧗い研究が行われており、学やࢥンテストなどの成果として表れている（具体的なデータはࠕ

㛵ಀ㈨ᩱ㸵ࠖཧ↷）。

ᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑のスキル㐃ᦠに㛵しては、当ึは教ဨにより取⤌にᕪがあったものの、ẖ年

の実㊶を㞟⣙しඹ有することで、年々実㊶ᩘがቑຍしており、教⛉で⥅⥆的に取り⤌んできた

効果が出ている。ࠕ課題解決力 ディスカッション力ࠕࠖ プレゼンテーション力ࠕࠖ のࠖ実㊶ᩘが大き

くఙびており、ṇ解のない課題についてグループでディスカッションを行い、その⤖果を発表す

るといったάືがྛ教⛉の授業内でά発に行われるようになっていることが♧された。

㸦㸰㸧⛉Ꮫࡢᚰࢆ⫱ᡂࡿࡍᩍ⫱⎔ቃࡢᐇ 

��� ᐇ㦂ィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ

の⯆味・㛵ᚰを㧗める学ンスプログラムを実し、ᆅᇦに⛉学࢚イࢧ学のᚰࠖを⫱てる⛉ࠕ

習環境をᥦ౪する。ᮏᰯ生ᚐが⏬・㐠Ⴀすることで、ᮏᰯ生ᚐのࢧࠕイ࢚ンスࢥミࣗࢣࢽーシ

ョン力ࠖがྥ上する。

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜ

 ᩍᐊࢫ࢚ࣥࢧ ߇

・生ᚐ⤌⧊ࢧࠕイ࢚ンスጤဨࠖの主ദによるࢧイ࢚ンス教ᐊの㛤ദ 

・ኳ文部、ロ࣎ット᥈究部、ᩘ学物理部等、理ᩘ⣔部άືの主ദによるࢧイ࢚ンス教ᐊの㛤ദ 

・᳃Ọ製Ⳬᰴᘧ♫や㭯見༊役ᡤ等と㐃ᦠしたࢧイ࢚ンス教ᐊの㛤ദ 

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜࡢホ౯

᪂ᆺࢥロ࢘ࢼィルス感ᰁのᙳ㡪により、௧㸰年度は実が大ᖜにไ⣙されたが、それ௨㝆

ᚎ々に回ᩘをቑやし、௧㸲㹼㸴年度は �� 回௨上㛤ദすることができた。ྛ回定ဨの㸱㹼㸵ಸ

の応ເがあり、アンࢣートのホ౯も㧗いことから、ᆅᇦのࢧイ࢚ンスセンターとしての機能を果

たしていることが♧された。

また㐠Ⴀに㛵わったᮏᰯの生ᚐに対するアンࢣートからもࠕ⏬力 㐠Ⴀ力ࠕࠖ ポート力ࠖࢧࠕࠖ

説明力ࠕ 学の面ⓑさをఏえる力⛉ࠕࠖ のࠖ変容に有意なᕪが見られることから、ᮏᰯ生ᚐのࢧイ࢚

ンスࢥミࣗࢣࢽーション力もྥ上にも効果があったことが♧された。

࠙ᩍ⛉ࡿࡼᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑ࣝ࢟ࢫ㐃ᦠ ᐇ㊶ᩘࡢ᥎⛣ࠚ 

－ 12 －



㸦㸱㸧୰㧗ࢆ㏻࡚ࡌㄢ㢟◊✲ࢆ㐍ࡢࡵࡓࡿࡵᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ㛤Ⓨ 

��� ᐇ㦂ィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ

㝃ᒓ୰学ᰯの教⫱課程に課題研究⛉目をタ定することで、㧗ᰯでの課題研究の質をより㧗める

ことができる。また、㧗ᰯからᮏᰯにධ学する生ᚐの課題研究についても、㝃ᒓ୰学ᰯから㧗ᰯ

にධ学してくる生ᚐがࣜーダー的な役を発することで、課題研究の質がྥ上する。

࠙ᩍ⫱ㄢ⛬ୖࡢ⨨࡙ࠚࡅ 

㸯年生 㸰年生 㸱年生 対㇟ 

㝃ᒓ୰ 

⛉目名 時間ᩘ ⛉目名 時間ᩘ ⛉目名 時間ᩘ 
ᰯ 
生ᚐ 

 ンス࢚イࢧ

スタディーズ 
㸯�㐌 

 ンス࢚イࢧ

スタディーズ 
㸰�㐌 

 ンス࢚イࢧ

スタディーズ 
㸰�㐌 

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜ

 ࠖࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧࠕㄢ㢟◊✲ᤵᴗ ߇

・㸯年生で研究のᇶ♏、㸰年生でಶே研究、㸱年生でチーム研究というカࣜキࣗラムの完成

・研究に生かすࠕほんもの体験ࠖとしてのᐑྂᓥ研修

・㸷᭶に୰間発表、㸰᭶にレポート㺃ポスターᥦ出、その後㸱᭶に研究発表をタ定 

・キࣜンࣅールᶓ工場、ᰴᘧ♫ி୕製作ᡤ、Ａ㹅㹁ᰴᘧ♫等でのᰯእ学習 

ղ ࢫ࢚ࣥࢧᩍᐊ 

・㝃ᒓ୰学生が主体となって㛤ദするࢧイ࢚ンス教ᐊࣔࠕデルロࢣットࠖの実 

ճ ࣎ࣛࢫ࢚ࣥࢧ 

・㧗ᰯ㸯年ḟでのಶே研究をࢧポートするࢧࠕイ࢚ンスラࠖ࣎のᑟධ 

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜࡢホ౯

୰学ᰯ㸯年生から課題研究に取り⤌ࡴことで、୰学ᰯのẁ㝵から学やࢥンテストなどで成果

を上げている（今年度の成果については S��� ཧ↷）。また㧗ᰯ進学後も課題研究に㛵する前ྥき

なጼໃが、他の୰学から進学してきた生ᚐたちにも良いᙳ㡪をえている。ึ年度 �� 名だった

のཧຍ⪅も௧㸴年度には࣎ンスラ࢚イࢧ �� 名にቑຍしている。 

課題᥈究力をホ౯するእ部ᣦᶆ $L *52: の⤖果では、㧗ᰯ㸯年ḟ㸰年ḟともに㝃ᒓ୰学ᰯから

進学してきた生ᚐの୰ኸ್がての㡯目のスࢥアで他の୰学ᰯからධ学した生ᚐの୰ኸ್を上

回った。ࢧイ࢚ンススタディーズなど୰学ᰯẁ㝵での課題研究の取⤌の成果が表れていると考え

られる。

㸦㸲㸧ୡ⏺㏻⏝ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡿࡍຊࡢ⫱ᡂ 

��� ᐇ㦂ィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ

ルなど点で課題をᤊえ、言語・文化の␗なるே々と༠力ࣂンスの知識をᇶ┙に、グロー࢚イࢧ

して解決⟇をᑟき出す力がồめられている。ᾏእ発表やᅜ内でのᅜ際⛉学࢛ࣇーラムを実する

ことでࢧࠕイ࢚ンスࠖとࠕ英語ࠖの力を生かしてグローࣂルにά㌍するேᮦが⫱成できる。

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜ

 ᾏእ◊ಟ ߇

・᪂ᆺࢥロ࢘ࢼィルス感ᰁのᙳ㡪により、௧㸰㹼㸳年度は実不可

ͤ㹑㹑㹆㔜点ᯟでは௧㸲年度よりᅜ際ඹ同課題研究のためのマレーシア研修を実 
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・オンライン研修の実 

・௧㸴年度はࣂࠕンクーࣂーጜጒᰯὶ  オーストラࣜア自↛ඹ生研修ࠖを実ࠕࠖ

ղ ᰯෆ࡛ࡢ◊ಟ 

・㧗ᰯ㸯年ḟဨを対㇟としたࢧイ࢚ンスイマーࢪョンプログラムの⥅⥆実 

・英語㐠用能力を るእ部ᣦᶆ㹅㹒㹃㹁を㧗ᰯ㸯・㸰年ḟ、英᳨を㧗ᰯ㸱年ḟဨに実 

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜࡢホ౯

᪂ᆺࢥロ࢘ࢼィルス感ᰁのᣑ大のため、௧㸰㹼㸳年度まで、予定していたᾏእ研修は実

することができず、手᥈りの状況でオンラインでのὶを⥅⥆させた。௧㸴年度は、スーパー

グローࣂルࣁイスクール（㹑㹅㹆）ᣦ定ᮇの㐃ᦠも生かし、ࠕオーストラࣜア自↛ඹ生研修 とࠖ、

௧㸰年度௨㝆୰᩿していたࣂࠕンクーࣂーጜጒᰯὶࠖを再㛤した。㹑㹑㹆㔜点ᯟで取り⤌ん

できたマレーシアプトラ大学とのᅜ際ඹ同課題研究もྵめ、ᾏእ研修の実に✚ᴟ的に取り⤌み、

ᑗ来ୡ⏺でά㌍できる⛉学技術㛵ಀேᮦの⫱成をᅗった。

英語㐠用力のእ部ᣦᶆ㹅㹒㹃㹁の⤖果を見ると、ᣦ定の㸳年間を㏻じてࣜーディング、ࣜスࢽ

ング、ライティングの㸱技能てにおいてᅜᖹᆒを㉸えており、ྛ年ḟのᖹᆒも⤒年で上᪼し

ている。また英᳨では、英᳨㸰⣭௨上を取ᚓしている生ᚐの合が、㸯年ḟでは ����㸣だったの

に対し、㸰年ḟでは ����㸣、㸱年ḟでは ����㸣と╔実にቑຍしていることがわかる（具体的な

データはᮏ文 S��� ཧ↷）。 

㸦㸳㸧ᶓᕷ❧Ꮫࡢ㐃ᦠࢆ㍈ࡓࡋ㧗᥋⥆ࡢ◊✲ 

��� ᐇ㦂ィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ

プログラムࠖにຍえ、他大学との㧗大接⥆のඛ進的なࣔデルを構⠏すれࢪᶓᕷ大チࣕレンࠕ

ば、より㧗いレ࣋ルの理ᩘ実㊶⪅（ࢧイ࢚ンス࢚ࣜート）を㍮出することができる。

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜ

 㐃ᦠ࡞ࠎᵝࡢᶓᕷ❧Ꮫ ߇

 ンスࣜテラシーϨ㺃ϩ㺃Ϫでのᣦᑟຓ言࢚イࢧ・

・㧗大の教ဨによるࠕ理⛉教⫱を考えるࠖの⥅⥆実 

・ᮏᰯ生ᚐを対㇟としたࠕᶓᕷ大研究ᐊゼ問  ᕷ大་学部実習ࠖなどの実ࠕࠖ

ղ ᶓᕷ❧Ꮫ࣒ࣛࢢࣟࣉࢪࣥࣞࣕࢳ 

・課題研究の成果をά用する≉ูධヨไ度ࠕᶓᕷ大チࣕレンࢪプログラムࠖの⥅⥆㐠用 

��� 㸳ᖺ㛫ࢆ㏻ࡓࡌᐇ㊶ෆᐜࡢホ౯

ᶓᕷ立大学チࣕレンࢪプログラムは、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϩ、Ϫでの課題研究の取⤌を᭱

大㝈に生かすことができる他の㧗ᰯにはない有意義なプログラムである。これをά用して進㊰実

⌧につなげたいと考えている生ᚐは多い。同プログラムに応ເするには、㸱年ḟで研究を深化さ

せていく必要があり、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϪの授業の୰で進めていくことがᮃましい。今年度

は、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϪを㸱年ḟで㑅ᢥしやすいよう、授業㑅ᢥ⩌のタ置の方を工夫した

⤖果、㑅ᢥ⪅がቑຍした。一方で、㸱年ḟの⛉目㑅ᢥを決める㸰年ḟの ��᭶には、ᕷ大チࣕレン

プログラムでの進学を決定する必要がり、他のᅜබ立大学進学（一⯡、⥲合ᆺ㑅ᢤともに）ࢪ

の可能性もṧすなかで、᪩ᛴに進㊰を決定することの不Ᏻ感からか、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϪ

の㑅ᢥを㌋㌉する生ᚐもみられた。
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࠙㹑㹑㹆⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦ⫱ᡂᯟ ௧㸴ᖺᗘ ◊✲㛤Ⓨࠚ⦌⤒ࡢ 
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ճ ◊✲㛤Ⓨࡢෆᐜ 

㸦㸯㸧ㄢ㢟◊✲ࢆ୰ᚰࡓࡋ▱㆑࣭ᬛᜨ㐃ືࡢᩍ⫱ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨ 

ᐇィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ 

課題研究授業ࢧࠕイ࢚ンスࣜテラシーࠖを୰ᚰとしたカࣜキࣗラムマ࣓ࢪࢿントに教⛉が㛵

わるとともに、グループ研究の手法を取りධれることで、௰間とともに課題に取り⤌みながら、

知識とᬛᜨを㐃ືさせ、課題研究の質を今まで௨上に㧗めることができる。

ᩍ⫱ㄢ⛬ୖࡢ⨨࡙ࡅ 

学⛉ 㸯年ḟ生 㸰年ḟ生 㸱年ḟ生 対㇟ 

理ᩘ⛉ 

⛉目名 ༢ᩘ ⛉目名 ༢ᩘ ⛉目名 ༢ᩘ 

ᰯ 
生ᚐ 

 ンス࢚イࢧ

ࣜテラシーϨ 
（必ᒚ修⛉目） 

㸰 

 ンス࢚イࢧ

ࣜテラシーϩ 
（必ᒚ修⛉目） 

㸰 

 ンス࢚イࢧ

ࣜテラシーϪ 
（㑅ᢥ⛉目） 

㸰 

㸦㸯�㸯㸧࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧϨ㸦㹑㹊Ϩ㸧 

࠙ᖺ㛫άືᐇ⦼ࠚ 

◊✲ᡭἲࢆ㥑
Ꮫ⛉࡞ࠎᵝࠊࡋ
ศ㔝ࡽ⮬ศࡢ
⯆࣭㛵ᚰࢆ
ぢࡿࡅࡘ

◊✲ᡭἲ
ᚓ⩦ࡢ

ࡢ࣐࣮ࢸ✲◊
タᐃ

㸦㹑㹊ϩ㸧

1 テーマઅఈκミɻʛٛ問・ҩ和״ʛ
2 テーマઅఈκミɻʛ֫ৼʛ
3 生物サイエンスʗ৪物ฦʗɻʛ৪物育ͳർֳଲলࣰݩᶙʛɻ
4 生物サイエンスʗ৪物ฦʗɻʛ৪物育ͳർֳଲলࣰݩᶚʛɻ
� ͲཚԾͤΖ生ཝΝगΖ（࿇習）ʛͫ͜ࢶ造サイエンスɻʛߑ
� テーマઅఈκミɻʛ6/ᶚͶ͜ͱᶙ（テーマͶͯ͏ͱ先ഒͶซ͏ͱΊΓ͑）ʛ
� ͲཚԾͤΖ生ཝΝगΖ（ຌ൬）ʛͫ͜ࢶ造サイエンスɻʛߑ
� ޭサイエンスɻʛਐۛ͵ޭ質ͳٗढ़ʛɻ
� テーマઅఈκミɻʛӵޢϛスターࡠͶ͜ͱʛ
1� ౹計サイエンスɻʛ౹計ͮͱ͵ΞͫΘ͑ʛ
11 テーマઅఈκミɻʛӵޢϛスター表会ʛ
12 化学サイエンスɻྖΖ・Ζᶅ
13 化学サイエンスɻྖΖ・Ζᶆ
14 生物サイエンスʗಊ物ฦʗɻʛスケρチ๏法ʛ
1� ψόテクサイエンスɻʛ݃ধ生ͳർֳଲলࣰݩᶙʛɻ
1� Εࡠ表資ྋ・ݩࣰ
1� ψόテクサイエンスɻʛ݃ধ生ͳർֳଲেࣰݩᶚʛɻ
1� 人工எ能サイエンス
1� 計ࢋ科学サイエンスɻʛ計ࢋ科学ͳർֳଲলࣰࣰݩ習ᶙʛɻ
2� Εࡠ表資ྋ・ݩࣰ
21 計ࢋ科学サイエンスɻʛ計ࢋ科学ͳർֳଲলࣰࣰݩ習ᶚʛɻ
22 ஏਔサイエンスᶙ
23 ஏਔサイエンスᶚ
24 テーマઅఈκミɻʛ6/ᶚͶ͜ͱᶚ（ϓΟーストステρϕΝ͓ߡΓ͑）ʛ
2� テーマઅఈκミɻʛA*&ࣞה会社ʛ
2� テーマઅఈκミɻʛ6/ᶚͶ͜ͱᶛʛ
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��� ᤵᴗᵓᡂ 

࠙グループάືを㔜どしたࢧイ࢚ンスࣜテラシーϨの授業構成ࠚ

事前課題 
授業に必要なᇶ♏知識についてㄪべ、授業前にᥦ出 

*RRJOH ーム、*RRJOH࢛ࣇ クラスルームを用いた授業前アンࢣートの実 

  

当日の授業 

���� 分�㸰� 

体 

講義 

大学、業の講ᖌから、テーマの説明とプロࢪェクトのᥦ♧ 

（事前課題でᇶ♏知識を理解させることで、講義の時間を短⦰） 

グループ 

ウ㆟ 

えられた課題（プロࢪェクト）について、࣌アまたは㸳ேのグループ

でアイデアをඹ有、実験（実習）ィ⏬の作成 

グループ 

実習 

話し合ったプランにᇶ࡙いて実験（実習）を行い、⤖果について考ᐹ 

グループ内での発表にྥけた役分ᢸと発表準備 

グループ 

発表 

グループで実験の目的、⤖果の考ᐹなどについて発表 

他のグループとの┦ホ౯とࣇィードࣂック 
   

事後課題 
άືの成果をಶ々にまとめてᥦ出 

*RRJOH ーム、*RRJOH࢛ࣇ クラスルームを用いた授業後アンࢣートの実 

��� ࡞༢ඖࡿࡅ࠾ᤵᴗෆᐜ 

タᐃ࣐࣮ࢸ 㹼ၥ㺃㐪ឤ㺃᰾ᚰ㹼
≉ู㠀ᖖ講ᖌ ୰ᕝ 知ᕫẶをᣍき、疑問・㐪感の᰾ᚰ
を見ᢤく力と、それを᳨ドするための作ᡓについての講義
と実習を㏻し、研究におけるテーマタ定の理解を深め
た。また、ኟఇみ後に行う英語ポスター発表にྥけて自
分の行いたい研究を他⪅とディスカッションでඹ有した。

  

ගࢫ࢚ࣥࢧࡢ㸦㧗㐃ᦠ㸧
ᶓᕷ立大学 ⠛ᓮ 一英教授をᣍき、ගの≉性について学
習した後、೫ගᯈを使用したミࢽ実験を行った。後༙はグ
ループディスカッションを㏻して、Ẽ࡙いたことや疑問点
などをඹ有することで、身㏆にあࡩれるගに㛵する様々な
⌧㇟について理解を深めた。

   

タᐃ࣐࣮ࢸ 㹼ⱥㄒ࣮ࢱࢫ࣏సᡂ㺃Ⓨ⾲㹼
ኟఇみ前の㸯回目の授業では、英語ポスター発表の࢛ࣇー
マットやルール、定ᆺ表⌧について、実をもとに理解を
深めた。ኟఇみの課題として英語ポスターを実際に作成し
た後、㸰回目の授業では、ྛ 自が作成したポスターを使い、
㸳ே㸯⤌のグループ内で英語による発表を行った。

   

⤫ィࢫ࢚ࣥࢧࡢ㸦㧗㐃ᦠ㸧
ᶓᕷ立大学 ᒸᮧ ᐶ教授をᣍき、⤫ィ学について学習
した後、実際に⤫ィࣇࢯトを用いて、㹲᳨定などの⤫ィ
分ᯒを行った。また分ᯒしたデータのᅉ果㛵ಀの᳨ドを
行うことで、⤫ィに㛵する理解を深めた。

  

㸦㧗㐃ᦠ㸧ࢫ࢚ࣥࢧࡢࢡࢸࣀࢼ
ᶓᕷ立大学 ᶲ 教授をᣍき、㸯㐌目は⤖ᬗの生成に
ᙳ㡪をえる᮲௳について、グループで比㍑対↷実験の
ィ⏬を立て、ྛ᮲௳ୗにヨ験⟶をタ置した。㸰㐌目は生
成された⤖ᬗをほᐹし、実験の考ᐹについて、プレゼン
テーションを行った。

   

ィ⟬⛉Ꮫࢫ࢚ࣥࢧࡢ㸦㧗㐃ᦠ㸧
ᶓᕷ立大学 立ᕝ ோ教授をᣍき、ィ⟬⛉学のୡ⏺につ
いて理解を深めた。後༙はࢥンࣗࣆーターシミࣗレーショ
ンを用いてࠕ᮲௳を変えたときの分Ꮚの᪂たな一面を見つ
けるࠖ等、ྛグループでタ定した課題を᳨ドし、⤖果につ
いてプレゼンテーションを行った。 
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ᆅ㟈ࢫ࢚ࣥࢧࡢϨ
㜵⅏㺃ῶ⅏ࣇィールド࣡ークを行ったᮏᰯのᆅṔ・බẸ⛉
が授業をᢸ当し、ʟ の内部にされた⪏㟈構造等、እ見か
らではわからない工夫や技術を学習した。後༙は、ʟ ᱱの
⪏㟈工事実について、ʟ の構造等の知識をᣢたないேに
ᢃした生ᚐに、わかりやすく説ᚓするάືを行った。 

   

ᆅ㟈ࢫ࢚ࣥࢧࡢϩ㸦Ꮫ➼ࡢ㐃ᦠ㸧
日ᮏᆅ㟈工学の方々をᣍき、ᆅ㟈について学習した後、
ᆅ㟈に備えたᘓ⠏物の構造について学習した。その後の実
習では、用意された � 㝵ᘓてのᶍᆺをそれࡒれの⌜の᮲௳
でᦂらし、Ἴᙧを 定した後、解ᯒࣇࢯトによってἼᙧの
分ᯒを行った。

   

ᰴᘧ♫㸦ᴗ㐃ᦠ㸧&*$࣑ࢮタᐃ࣐࣮ࢸ
Ａ㹅㹁ᰴᘧ♫の方々をᣍき、身㏆にある࢞ラスと、もの
࡙くりおけるテーマタ定の方法について理解を深めた。授
業後༙では、㌴の࢞ラスに対する不自⏤さと、解決のため
のアイデアについて」ᩘの研究ဨの方々とディスカッシ
ョンとプレゼンテーションを行った。

   

��� ᡂᯝㄢ㢟

ձ 授業㐠Ⴀと準備を行う教ဨ構成の変᭦ 

➨Ϫᮇにおける㹑㹊Ϩは、ᚑ来の一ᩧ講義ᙧᘧから㸳ேグループで主体的にάືするᙧᘧ

に㌿換し、㸰クラス ��名ᒎ㛤の授業に対し、主ᢸ当㸰名（授業の準備や進行をᢸ当）㸩生ᚐ

ᢸ当㸶名（ᢸ当生ᚐ �� 名のάືをホ౯）の �� 名体ไで行ってきた。年度までは、㸴クラ

ス㸱講ᗙの主ᢸ当を㸰㹼㸱名の教ဨがᢸっていたため、業ົの過多が課題となっていた。 

௧㸴年度は㸲名の教ဨで主ᢸ当をᢸう体ไにし、㸰名㸯⤌でᢸ当する授業を分ᢸできる

ようにした。準備や進行する授業ᩘを༙分にできたことで、業ົ量の㍍ῶにつながった。ま

た、㸰名の࣌アのうち、㸯名は過ཤの⤒験⪅にすることで、今後のᘬ⥅ぎも容易になった。 

ղ ࣀࢼテクのࢧイ࢚ンスとィ⟬⛉学のࢧイ࢚ンスの授業ᩘのቑຍ 

年度までࣀࢼࠕテクのࢧイ࢚ンスࠖとࠕィ⟬⛉学のࢧイ࢚ンスࠖの༢ඖは、��� 分�㸰㐌

で実していた。➨㸯㐌の ��� 分で講義と実験、➨㸰㐌で発表準備と発表を実していたが、

実験回ᩘや考ᐹする時間がᑡないという生ᚐの意見がẖ年多かった。௧㸴年度は授業回ᩘ

をもう㸯㐌ቑやし、༑分な実験回ᩘや考ᐹ時間を確ಖできるようにした。実験回ᩘがቑえた

ことで生ᚐの考ᐹも深まり、ᣦᑟにあたった大学教ဨや㹒Ａの学生から、年よりも発表内

容のレ࣋ルがྥ上しているという言ⴥをいただいた。 

ճ ᆅ㟈のࢧイ࢚ンスの授業内容の改変 

まず、生ᚐアンࢣートの回答もཧ考に、௨ୗの課題を改善する授業内容を᳨ウした。 

・専門用語についてわかりやすい言ⴥに変換せずに発表してしまう。 

・㹑㹊ϩでの研究をど野に、ᖖに᪂しい分野を取りධれ⯆味・㛵ᚰを㧗めることが必要。 

そこで௧㸴年度は᪂たな分野としてᆅ㟈工学を取り上げ、講義や体験άືから᪂たな知

識を⋓ᚓするとともに、他⪅に説明する力を㧗めることを㔜どした。➨㸯㐌の授業では、ᶫ

の構造について知識を深め、その知識を使って、ʟ の修⧋工事について他の生ᚐ（ᆅᇦఫẸ）

を説ᚓするというάືを行った。教⛉で᥈究άືに取り⤌ࡴというほ点からこの授業は㜵

⅏・ῶ⅏ࣇィールド࣡ークをᢸ当するᮏᰯのᆅṔ・බẸ⛉の教ဨが行った。➨㸰㐌は、日ᮏ

ᆅ㟈工学にᡤᒓする大学教ဨや業の方をᣍいた。ᘓ物ᶍᆺにᆅ㟈ィをタ置し、ึᮇ変

をえてᶍᆺをᦂらすことでᚓられたデータからᆅ㟈Ἴの解ᯒを行った。生ᚐアンࢣートで

は、専門用語をわかりやすく説明して他⪅を説ᚓする難しさと、ᆅ㟈Ἴの解ᯒ手法の面ⓑさ

にẼ࡙くことができていた。 
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㐌㸯ᅇࠚヲ⣽ࡢϨ㺃ϩࠖᤵᴗࢫ࢚ࣥࢧࡢᆅ㟈ࠕ࠙ ��� ศᤵᴗ㸦㸰༢㸧�㸰㐌ᵓᡂ 

目的 
ᶫの構造等に㛵するᇶ♏的な知識を深め、ᆅ㟈工学分野の⯆味・㛵ᚰを㧗める 

専門用語を他⪅が理解しやすい言ⴥに置き換えて説明する技術を㧗める 

άື内容 

࠙➨㸯㐌（㸰時㝈 ��� 分）ࠕࠚᆅ㟈のࢧイ࢚ンスϨࠖ 

 ࠒᶫの構造についての講義と専門ではないேにᶫの工事について説ᚓするάືࠑ

࠙➨㸰㐌（㸰時㝈 ��� 分）ࠕࠚᆅ㟈のࢧイ࢚ンスϩࠖ 

 ࠒᆅ㟈工学についての講義とᆅ㟈Ἴの解ᯒ手法を体験するάືࠑ

άືタ定

の意ᅗ

・➨㸯㐌目の授業では身㏆にあるᶫを題ᮦとし、ࠕᶫの┿を様々なゅ度から㸱ᯛ

ᙳし、Ẽ࡙いたことをグ㏙する ᆅ㟈でಽቯしたᶫの┿を見て原ᅉやᦂれࠕࠖ

のᙳ㡪を考えるࠖの㸰つを事前課題とした。授業では、ᆅ㟈ືとᶫの構造の㛵ಀ

を理解させ、㆟論が深まるようにした。ḟに、ᶫの構造やᆅ㟈に㛵する知識があ

まりないே⪏㟈工事実について説ᚓする実習を行った。当ึはどのように説

明するかを考えさせるάືを定したが、説ᚓできたかどうかを聞き手にุ᩿し

てもらう方が、ࣇィードࣂックが明確になると考え、説ᚓする実習とした。聞き

役はᶫの構造に㛵する知識を有さないே（生ᚐと教ဨ）として、説ᚓを⤊える度

に⿵強工事のチ可をするかᣲ手したᩘとᣲ手をしなかった理⏤をఏえ、今後のά

 。（㛵ಀ㈨ᩱ㸯ࠖに♧すࠕ授業㈨ᩱの一部を）の⣊になるようにしたື

・➨㸰㐌目の授業では、㧗ᰯ生ではあまりゐれることがないᆅ㟈工学の⯆味・㛵

ᚰを㧗めることを目的とした。そのために、生ᚐ自らが考え、実験できるάືを

取りධれた。具体的には、構造物をᦂらすことができる置に㸲㝵ᘓての⡆易ᘓ

造物を使い、変ᩘ（今回は㔜りや➽い）を変えたことによるᦂれ方の㐪いを、

生ᚐ自ら変ᩘを考えて実験を行った。また、実験からἼᙧを分ᯒするというᆅ㟈

Ἴの解ᯒ手法を体験することで、ᆅ㟈工学に対する理解を深めるとともに⯆味・

㛵ᚰを㧗めるよう㓄៖した。 

��� ຠᯝ᳨ࡢド 

ンスࣜテラシーϨのྛ༢ඖが、ᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑で⫱成する㸴つの㈨質・能力のいずれ࢚イࢧ

かに対応するように構成を工夫した。今年度は♫⛉と㐃ᦠした༢ඖをタ定した。来年度もྛ教

⛉の取⤌内容とࢧイ࢚ンスࣜテラシーϨの授業内容をඹ有することで、さらに㐃ᦠを深めていく。

࠙ᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑ࡢほⅬࡽぢࡓ௧㸴ᖺᗘࠚ⤌ྲྀࡢ 

㹑㹊Ϩでは、ྛ༢ඖの㛤ጞ前と㛤ጞ後に生ᚐアンࢣートを実している（⤖果をࠕ㛵ಀ㈨ᩱ

㸰ࠖに♧す）。年度より課題研究に㛵するスキルを 定するእ部ᣦᶆ $L *52: をᑟධし、その

⤖果も使用しながら᳨ドを㔜ࡡる（具体的なデータをᮏ文 S���㹼�� に♧す）。 

㻺㼛㻚 ༢ඖ
㻠
月

㻡
月

㻢
月

㻣
月

㻤
月

㻥
月

㻝㻜
月

㻝㻝
月

㻝㻞
月

㻝
月

㻞
月

㻟
月

ㄢ㢟発見ຊ ㄢ㢟᥈究ຊ ㄢ㢟ゎỴຊ 報㞟ຊ
䝥䝺䝊ンテー

䝅䝵ンຊ
䝕ィス䜹䝑䝅䝵

ンຊ

㻝 䝔䞊䝬タᐃ䝊䝭 䡚ၥ䡡㐪ឤ䡚 䖃 䖃

㻞 䝔䞊䝬タᐃ䝊䝭 䡚᰾ᚰ䡚 䖃 䖃

㻟 ⏕≀䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䡚᳜≀⦅䡚 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

㻠 ᵓ㐀䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

㻡 䝔䞊䝬タᐃ䝊䝭䡚㻿㻸䊡䛻ྥ䛡䛶䠍䡚 䖃 䖃 䖃

㻢 ග䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䖃 䖃 䖃 䖃

㻣 䝔䞊䝬タᐃ䝊䝭䡚ⱥㄒ䝫䝇䝍䞊సᡂ䛻ྥ䛡䛶䡚 䖃 䖃 䖃

㻤 ⤫ィ䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䖃 䖃 䖃 䖃

㻥 䝔䞊䝬タᐃ䝊䝭䚷䡚ⱥㄒ䝫䝇䝍䞊Ⓨ⾲䡚 䖃 䖃

㻝㻜 Ꮫ䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䖃 䖃 䖃 䖃

㻝㻝 ⏕≀䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䡚ື≀⦅䡚 䖃 䖃 䖃

㻝㻞 䝘䝜䝔䜽䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

㻝㻟 ேᕤ▱⬟䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䖃 䖃 䖃

㻝㻠 ィ⟬⛉Ꮫ䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

㻝㻡 ᆅ㟈䛾䝃䜲䜶䞁䝇 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

㻝㻢
䝔䞊䝬タᐃ䝊䝭

䡚㻿㻸䊡䛻ྥ䛡䛶䊡䠄ඛ㍮䛾研究䜢ぢ䛶䜏䜘䛖䠅䡚
䖃 䖃 䖃 䖃

㻝㻣 䝔䞊䝬タᐃ䝊䝭䚷䡚㻭㻳㻯ᰴᘧ♫䡚 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

㻝㻤
䝔䞊䝬タᐃ䝊䝭

䡚㻿㻸䊡䛻ྥ䛡䛶䊢䠄䝔䞊䝬䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䠅䡚 䖃 䖃 䖃 䖃
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㸦㸯�㸰㸧࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧϩ㸦㹑㹊ϩ㸧 
課題をタ定し、その課題を解決するために必要な知識・技能を身につけたり、論理的考ᐹ力を

㧗め、発表やὶを㏻じてࢥミࣗࢣࢽーション力をఙばしたりすることを目ᶆに、㸴つの分野（生

⛉学、ࣀࢼテクᮦᩱ⛉学・化学、物性⛉学、ሗ㏻ಙ・ᩘ理、ᆅ学、グローࣂルスタディーズ）

のいずれかにᡤᒓし、自ら課題テーマをタ定し、研究⪅によるຓ言のもとで᥈究άືを行った。

࠙ᖺ㛫άືᐇ⦼ࠚ 

ষহ� ણઍ� 英ୁఐधの৴�

ফ
২ �⽉�ع �ਬಲऍভ⋝ہۈ

ৈૅ � ফઃেऋ � ফઃেपৌखथ॥
スददऌॊৰୡಉのਬಲऍ॑ষःؚش
ଢ଼テشঐपणःथஃ॑ষढञ؛

ڭ
৾


�⽉ڰ �৫౸⋝ہۈ ଢ଼テشঐのਝؚ備ৰୡ�
英ୁএスॱش
ਛスॣ४গشঝ
のનੳ�

�⽉ڱ
ْਤ⎃ਾઔ८⋇ٓ�
ऒऒऽदの৯ఏ؟�
ଢ଼ৌのৠ�

ਠのਤ⎃૾ய॑ਾઔखؚॹॕスढ़ッ
३ঙথखञ؛�

�⽉ڲ ْਤ⎃ਾઔ८⋈ٓ�
৯ఏ؟備ৰୡのৰ�

ਠのਤ⎃૾ய॑ਾઔखؚॹॕスढ़ッ
३ঙথखञ؛�

英ୁఐ౸द
英ୁএスॱشの
ਛ॑৫�

�⽉ڳ ಒ೬ा� ॥شス૿ਊののৣؚଢ଼ણप
ॉੌ॒ट؛�

ڮ
৾


�⽉ڴ ْরٓ�
� ⽉ �� 日（ଅ）�

ଢ଼॑日মୁदএスॱشपऽधीؚ
खञ؛প৾ृ੫のଢ଼の্ऊै
धஃ॑ःञटःञ؛�

�⽉ڵ ધ৲ມ� ધ৲ມपおःथؚরのરೢप
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英ୁএスॱشの
చ�

�� ⽉� 英ୁএスॱش�
（ଢ଼ఊষ）�

ଢ଼॑英ୁदএスॱشपऽधीؚଢ଼ఊ
ষदखञ؛ഥਮ � ফ২मబಐ
ఐ৾ૼপ৾প৾दਲਗऊैਟञ৾
ে॑ৼুपखञ؛�

英ୁ�

�� ⽉�
ْਤ⎃ਾઔ८⋉ٓ�
ऒऒऽदの৯ఏ؟র
ऊैৰୡのఒ�

ਠのਤ⎃૾ய॑ਾઔखؚॹॕスढ़ッ
३ঙথखञ؛�
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ହखञ؛�

گ
৾


�⽉ڭ ْਈીٓ�
⽉ڭ �� 日（ଅ）�

ଢ଼॑日মୁदスছॖॻपऽधीؚ
खञ؛প৾ृ੫のଢ଼の্ऊै
धஃ॑ःञटःञ؛�

�⽉ڮ ർঞএشॺਛ� ଢ଼॑ঞএشॺपऽधीञ؛�
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�（ਬಲऍভ⋝ہۈ）
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ਸखञ؛�
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��� ᖺᗘࡢᐇ≧ἣ

年間を㏻しての研究άືにຍえて、୰間発表（㸶᭶）、英語ポスター発表（��᭶）、᭱ ⤊発表（㸯

᭶）を行った。英語ポスター発表については、研修᪑行内で㸰年生ဨがἈ⦖⛉学技術大学㝔大

学の㝔生等を┦手に英語でポスター発表を行った。᭱⤊発表については、ᶓᕷ立大学をはじめ

とした大学や研究機㛵のඛ生方にホ౯、ຓ言をいただき、ྛ分野からඃ⚽⪅として �� 名を㑅出

した。ඃ⚽⪅は今後、かながわ᥈究࢛ࣇーラムや㛵ᮾ㏆┴㹑㹑㹆ᣦ定ᰯ合同発表、他ᰯが主ദ

する課題研究発表等、እ部の発表にཧຍし、ポスター発表ཬびཱྀ㢌発表を行う。また、ᮏᰯ

主ദの <6)�),567 ではဨが、ᅜ際ඹ同研究で㐃ᦠするプトラ大学の学生や、ᶓᕷᅜ際学生

㤋␃学生などの英語話⪅の前で英語によるポスターセッションを対面で実する。 

࠙௧㸴ᖺᗘ ඃ⚽⪅Ⓨ⾲୍ࣝࢺࢱぴࠚ

��� ຠᯝ᳨ࡢド

生ᚐアンࢣートの⤖果（ࠕ㛵ಀ㈨ᩱ㸱 ཧࠖ↷）から多くの生ᚐが前ྥきなጼໃで研究άືに取

り⤌めていることが分かった。また㸴᭶の進捗ሗ࿌ゼミの時点でおよそ㸷の生ᚐがテーマをタ

定してάືすることができていた。さらに研究άືや実験の際に必要なスキルに㛵する㡯目にお

いて自ᕫホ౯の್が上᪼していたことから、㹑㹊ϩでの研究άືが生ᚐの研究スキルのྥ上にᐤ

していることが分かった。一方でࢥース⤫一のルーブࣜックでホ౯を実しているが、ࢥー

スによって研究の進め方が␗なることから、一部実ែに༶していない⌧状がある。不බᖹを生じ

ず、かつ研究άືを㐺ษにホ౯する方法を㛤発するために、今後も⥅⥆的に㆟論・実㊶していく

必要ある。

ী ॱイॺঝ
ॺজ॥ॹঝঐ༳のৌឆသുपおऐॊખૢਙ௬
य़ॡছ।पકिདऋ|ဈॊ|৯
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رऩ੯ৣदの%DFWHURLGHV�IUDJLOLVの৲
&čćの၄पよॊ)1:েਛषの୶
よॉଐःพ੶ધඬの৫
এজのਸपよॊ౫મ્ਙおよびেীੰ૨の৲عनのਸऋਈुిखथःॊのऊع
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୶の෯औपঢ়घॊਯகঢ়બ
ॳথॲঝਠ॑৷ःञဝরਗ਼ྩの৫
ॲشॶのইছॖॺのූਯधఄび্のঢ়બ
৶ਙସपା৯खञᇩ௫ஓのఠ౦のગਠ
ਘ৲৾ಆपよॊශেਛ$,のਛ
९ইॺটッॺૼ॑৷ःञীମটッॺの॔ॡॳগग़شॱش౪३ステのଡണ
ইख़ঝঐشਯの၉ਯಹ৲धजの১ಋपणःथ

৾ ເయのঁঅॱঈঝ؞॰شথ॑ीॊঢ়ਯのਛ্১
ঃش९ॼঝスঌشスの৳पਏऩमद৻৷दऌॊऊ
ఖਆ॑ॉඕऎఢ೧の୭धਆのළഉ়のঢ়બ
ਠ૾のઇਠৃपおऐॊઇ৩पीैोॊலহपणःथ

グロشংঝ
५ॱॹॕش६

ে୵ఐ৾ী

ॼঀॸॡ౫મఐ৾
৾৲؞

ੲਾৢਦ؞ਯ৶

ਙఐ৾
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㸦㸯�㸱㸧࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧϪ㸦㹑㹊Ϫ㸧 
自ら課題を見つけ᥈究方法を構する力をᘬき出し、᥈究άືを進める୰で、ほᐹ力・論理的

考ᐹ力を㧗め、発表やὶを㏻じてࢥミࣗࢣࢽーション力をఙばす。これらのάືからࣜテラシ

ーをさらに㧗め、ࣂランスのとれた⛉学のᢸい手の⫱成を目ᣦす。

࠙ᖺ㛫άືᐇ⦼ࠚ 

᭶ ᤵᴗෆᐜ ⏕ᚐࡢάື ࡢࡑࡢάື 㐍㊰㛵ಀ ᕷࢪࣥࣞࣕࢳ 

㸲 ࣐࣮ࢸタᐃ ◊✲ィ⏬❧ 

6/ϩ࡛ࡢ⮬ศ✲◊ࡢ

 ⟆Ⓨ⾲࣭㉁ᛂࡢ࡚࠸ࡘ

ㄝ᫂ 

㸳 ◊✲άື 

 ࣑ࢮ

ᅜ66+⏕ᚐ◊✲

Ⓨ⾲ᰯෆ㑅⪃ 

 ࡳ㎸ࡋ⏦

㸴 ◊✲άື 

ᰯෆⓎ⾲ 

୰㛫Ⓨ⾲ 

㸵 ◊✲άື 

 ࣑ࢮ

୰㛫Ⓨ⾲ 

୰㛫Ⓨ⾲ ࣞࠊࢺ࣮࣏ 

 ᥦฟࢻࣛࢫ

㸶 ◊✲άື 

 ࣑ࢮ

ᅜ66+⏕ᚐ◊✲

Ⓨ⾲ 

୍ḟ㑅⪃ 

㸷 ◊✲άື Ꮫࢺࢫࢸࣥࢥࡸᛂ

ເ࣭ཧຍ 

⥲ྜᆺ㑅ᢤධヨࡢ‽ഛ 

⥲ྜᆺ㑅ᢤ  

�� ◊✲άື 

 ࣑ࢮ

㧗ᰯ⏕࣭㧗ᑓ⏕⛉

Ꮫᢏ⾡ࣥࣞࣕࢳ

 ࢪ

Ꮫᰯ᥎⸀ᆺ㑅ᢤ 

�� ᭱⤊Ⓨ⾲ ᭱⤊Ⓨ⾲ ḟ㑅⪃ 

㠃᥋ࠊ 

ㄢ㢟㸦◊✲㸧Ⓨ⾲ 

�� ≉ู㛫 ᏛධᏛ๓◊✲ᣦᑟ  

㸯 ≉ู㛫 ᏛධᏛ๓◊✲ᣦᑟ  

��� ᖺᗘࡢᡂᯝ 

௧㸴年度㹑㹑㹆生ᚐ研究発表では、㹑㹊Ϫをᒚ修する生ᚐが学ᰯ௦表として㑅出され、㸶

᭶に㛤ദされた発表では、ࠕポスター発表㈹ࠖをཷ㈹した。 

生ᚐの୰には、㸰年ḟまでの研究（㹑㹊ϩ）内容を༢⣧に⥅⥆するのではなく、研究の過程で

生じた᪂たな課題を解決するために、研究テーマを再度タ定するࢣースも見られた。ᶓᕷ立大

学チࣕレンࢪプログラムでは、㹑㹊ϩ・Ϫの研究成果を発表し、㸱名がᶓᕷ立大学理学部に合

᱁した。 

��� ຠᯝ᳨ࡢド 

生ᚐ授業ホ౯アンࢣートの⤖果では、すべての生ᚐが✚ᴟ的に授業にཧຍし、話し合いや発表

など、他⪅と学びあう機があると回答した。同一のテーマでဨが考えて意見を㏙べ合って考

ᐹを深めたり、一ேࡦとり研究発表を行い、その後のアドࣂイスや質疑応答を༑分に行って㆟論

を深めたり、生ᚐ主体で㆟論を深める授業ᒎ㛤をᅗったことの表れであると考えられる。 

学やࢥンテスト（-6(&���� 㧗ᰯ生・㧗専生⛉学技術チࣕレンࢪ）などに✚ᴟ的にཧຍする

生ᚐもおり、㹑㹊ϩからさらに研究を深めることができた。 
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㸦㸯�㸲㸧ᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑ࡢ㛤Ⓨࡓࡅྥᩍ⛉㛫㐃ᦠ 

��� ᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑ࢆ㏻࡚ࡋ⫱ᡂࡿࡍຊ

ᮏᰯの研究㛤発課題であるࠕᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑ࠖは、主体的かつ質の㧗い課題研究を教⫱課程

の୰ᚰにᤣえ、教⛉のᯟを㉺えたカࣜキࣗラム・マ࣓ࢪࢿントを㍈に、ୡ⏺をࣜードする⛉学技

術ேᮦを⫱成することを目的としている。

 ࡢᩍ⛉㛫㐃ᦠࡢ⛉ᩍ㸦㹑㹊㸧࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧ ���

課題研究授業ࢧࠕイ࢚ンスࣜテラシー（㹑㹊）ࠖ と他の教⛉で、それࡒれの教⛉の≉性を生かし

ながら、ඹ㏻のテーマや༢ඖを同時または㐃⥆的にᢅい教⫱効果を㧗める㐃ᦠを、後㏙するࠕス

キル㐃ᦠࠖに対してࠕイ࣋ント㐃ᦠࠖと定義した。年度から㹑㹊Ϩにࠕ英語ポスター作成・発

表ࠖの༢ඖをタ定し英語⛉との教⛉間㐃ᦠを実した他、㹑㹊ϩでも、㸰年ḟἈ⦖研修での英

語ポスター発表にྥけて、ᚑ来英語⛉と௨ୗの㐃ᦠを行っている。

࠙㹑㹊ϩⱥㄒ⛉㹍㹁㹎㹂ϩࡢ㐃ᦠࠚ 

    

�া�

� া�

� া�

6/⋜のଢ଼ਛટ਼॑ੀपਦ
घॊञीの॥গॽॣش३ঙথ
ৡのਛ�

� 

ঢ়ੱのँॊテشঐपणःथ英ୁदख়
अऒधदؚ6/⋜のテشঐਝप૽য়थॊ�

6/⋜のଢ଼テشঐपणःथ英ୁददऌ
ॊよअपघॊ�

ॖথॺটॲॡ३ঙথ（テشঐਝ৶ ৰؚୡ
ੑ）ऽद॑英ୁददऌॊよअपघॊ�

ಒ೬ाप੭ैोञৰୡટृઅ॑英ୁद
ऽधीॊ�

6/⋜এ५ॱشஶୁගभল�
英ୁ੶ಉのఊਫؚಫಆ�

�া�

� া�

� া�

�� া�

6/⋜র

যୖଢ଼
पॉੌि�

ஶୁএ५ॱش� ੑदमঐঞش३॔ଢ଼ఊৎप৴ૅदৰ（০ফ২
म2,67�బಐఐ৾ૼপ৾প৾द৸৩ऋ）

ಒ೬ा॑ણ৷�
௴ҩৰୡҩৰ
৹ਪҩॖথ
ॱঅগش�

ॱイॺঝҩインॺロॲॡ३ঙンল（日মୁගम6/⋜ؚ英ୁගम2&3'⋜ष）

যୖଢ଼
पॉੌि�

ଢ଼テشঐ॑
ਝघॊ�

㻻㻯㻼㻰䠖学校タ定⛉┠ 㻻㼞㼍㼘 㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚 㼒㼛㼞 
㻼㼞㼑㼟㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼛㼚 㼍㼚㼐 㻰㼑㼎㼍㼠㼑䠄ᚲಟ２༢䠅 
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��� ᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑࡛⫱ᡂࡿࡍ㈨㉁࣭⬟ຊ 

ṇ解が一つしかない問題に㸯ேで答えるのではなく、ᮍ知の状況において問題のᮏ質をᢕᥱし、

それࡒれがᣢっている知識をᬛᜨに㐃ືさせ、チームで༠ാして᭱㐺解を᳨ド・発ಙする力を⫱

成するというᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑の目ᶆにྥけて、ᮏᰯでは⫱成する㈨質・能力を௨ୗの㸴つに定

め、研究㛤発を進めている。

㐃ᦠࣝ࢟ࢫ���

ྛ教⛉・⛉目が、ࠕᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑ࠖでタ定した㸴つ㈨質・能力を㧗めるάືを、それࡒれの

授業の୰に意識的に取りධれることで、ྛ ㈨質・能力を㧗める㐃ᦠをࠕスキル㐃ᦠ とࠖ定義した。

௧㸱年度は取⤌ึ年度であったが、教⛉で合わせて ��� ௳のスキル㐃ᦠの実㊶に取り⤌ࡴこ

とができた。教⛉での取⤌をさらに進めた⤖果、௧㸱年度は ��� ௳、௧㸲年度は ��� ௳、

௧㸳年度は ��� ௳、௧㸴年度は過ཤ᭱多の ��� ௳の実㊶がሗ࿌された。 

࠙௧㸴ᖺᗘࡢᩍ⛉ูࣝ࢟ࢫ㐃ᦠࡢᐇ㊶ᩘࠚ 

教⛉ 課題発見力 課題᥈究力 課題解決力 ሗ㞟力 
ディスカッ
ション力 

プレゼンテ
ーション力 

教⛉ィ 

ᅜ語 �� �� �� �� �� � �� 

ᆅṔ㺃බẸ �� �� �� �� �� �� �� 

ᩘ学 � �� �� � �� � �� 

理⛉ � �� �� � �� � �� 

ಖ体⫱ �� � �� � �� � �� 

ⱁ術 � � � � � � �� 

ᐙᗞ⛉ �� �� �� �� �� � �� 

ሗ � � � � � � �� 

እᅜ語 �� �� �� �� �� �� �� 

スキルィ �� ��� ��� �� ��� �� ��� 

���ᡂᯝㄢ㢟 

ᮏᰯでは、多くの教⛉ですでにアクティブ・ラーࢽングの手法を取りධれた授業がᒎ㛤されて

いることもあり、ึ年度の௧㸱年度は教⛉合わせて ��� ௳の実㊶が行われたが、ẖ年ྛ教⛉

での取⤌がቑຍし、今年度は実㊶ᩘが ��� ௳に㐩し、授業でᢅわれたスキルの合ィは ��� ௳に上

った（上表ཧ↷）。௧㸲年度に実した教ဨアンࢣート（回答率 ���㸣）では、㹑㹊௨እの授業

でࠕ課題発見力・課題᥈究力・課題解決力・ሗ㞟力・ディスカッション力・プレゼンテーシ

ョン力 をࠖ⫱成する授業に取り⤌んだ、または年度内に取り⤌もうとしている教ဨが ����㸣を༨

め、課題᥈究ᆺ授業を学ᰯ体で᥎進することができている。さらにᩘ学⛉が教⛉主体で課題研

究発表ࠕマス࢛ࣇーラムࠖを㛤ദする等の実㊶も出てきている。 

教⛉の≉性を生かしながら、ᘬき⥆き教⛉でࣂランス良く㸴つの㈨質・能力のྥ上をィ⏬的

に進めていく必要がある。今後㹑㹑㹆ᑗ来構ጤဨ、教⫱課程ጤဨ、⫋ဨ研修等で、♧さ

れた⤖果をඹ有し授業改善につなげていく必要がある。

࠙ᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑࡛⫱ᡂࡿࡍ㈨㉁࣭⬟ຊࠚ 

ㄢ㢟Ⓨぢຊ ㄢ㢟᥈✲ຊ ㄢ㢟ゎỴຊ 

ሗ㞟ຊ ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹຊ ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉຊ 

注㸸��� ௳の実㊶の୰には同時に」ᩘのスキルをタ定している場合も多いため、ୗ表の合ィは ��� ௳となっている。
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㸦㸯�㸳㸧ᖖ௵ࠕࡿࡼ࣮ࢨࣂࢻ࣮ࣃ࣮ࢫὸᓥࠖࣥࣟࢧ 

��� ᮏᰯࡢ࣮ࢨࣂࢻ࣮ࣃ࣮ࢫࡢయไ

ᮏᰯでは、ඛ➃⛉学研究分野におけるඃれたຌ⦼をᣢつ㸲ேの⛉学⪅の方をスーパーアドࣂイ

 。のᨭ体ไを⠏いているーに㏄え、教⫱άືࢨ

≉に、ὸᓥ ㄔᖖ௵スーパーアドࣂイࢨーには、年間 ��回実するࠕὸᓥࢧロンࠖの他、ࢧタ

デーࢧイ࢚ンスでの≉ู講義、༞業生との᠓ㄯ、教⫋ဨのᣦᑟ・ຓ言まで、多くの場面でᮏ

ᰯ㹑㹑㹆の教⫱άືに㛵わっていただいている。 

࠙ᮏᰯ࣮ࢨࣂࢻ࣮ࣃ࣮ࢫ㸦ᩗ⛠␎ࠚ㸧  

ὸᓥ ㄔ 産業技術⥲合研究ᡤ名ࣇェロー、ᮾி大学名教授、日ᮏ学術⯆学術㢳問

⸨ᔱ  ᮾி理⛉大学ᰤ教授、ᮾி大学≉ูᰤ教授、文化❶ཷ❶（����） 

ᑠᯘ ㄔ  ーຍ㏿器研究機構≉ูᰤ教授ࢠルࢿ࢚�����、㧗�ル物理学㈹ཷ㈹࣋ーࣀ

大ᓥ まり ᮾி大学大学㝔ሗ学環教授、ᮾி大学生産技術研究ᡤ教授、ᮾிカレッࢪカレッࢪ㛗 

��� ὸᓥࣥࣟࢧ

ὸᓥ ㄔᖖ௵スーパーアドࣂイࢨーと生ᚐが、ࢧイ࢚ンスについ

て直接語り合う場をᨺ課後にᰯ内でタ定した。ᮾி大学理学部のఏ

⤫にᇶ࡙き、ࣜラックスした㞺ᅖẼの୰で㆟論ができるࢧࠕロンࠖ

ᙧᘧで行う。ὸᓥᖖ௵スーパーアドࣂイࢨーの専門分野や⤒Ṕの他、

生ᚐが今後の㧗ᰯ生άや課題研究にྥけて考えていくべき事に

ついて、生ᚐは直接話し合うことができる。

㸯クラスを༙分に分けྛ回 ��名ずつ合ィ ��回㛤ദし、㸲᭶ୗ᪪

㹼㸵᭶上᪪までに㸯年ḟ生���名ဨを対㇟として実することが

できた。㸯回およそ �� 分という時間だが、ご自身の研究分野をྵ

学⯡のこと、ὸᓥඛ生自身が研究⪅の㐨をṌみጞめたきっか⛉ࡴ

け等、生ᚐからのどんな質問にも丁寧に対応していただいた。 

㸦㸯�㸴㸧ࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࢹࢱࢧ 
ࢨイࣂンセプトに、㧗ᰯ㸯年ḟဨを対㇟に、ᮏᰯスーパーアドࢥ㦫きと感ືをえるࠖをࠕ

ー等による≉ู講義をᅵ᭙日にタ定している。㸯年ḟの課題研究ࢧࠕイ࢚ンスࣜテラシーϨࠖを

┦⿵完するᙧで、ࢧࠕイ࢚ンスࣜテラシーϩࠖでの生ᚐの主体的な課題研究につなげる。

࠙௧㸴ᖺᗘᖺ㛫άືᐇ⦼ࠚ 

日  講 ᖌ 対 ㇟ 

㸲᭶ �� 日 ⸨ᔱ スーパーアドࣂイࢨー（ᮾி理⛉大学ᰤ教授） 㸯年ḟ生ဨ 

㸳᭶ �� 日 ୰ᕝ 知ᕫ（ᮏᰯ≉ู㠀ᖖ講ᖌ）ͤ㹑㹊Ϩテーマタ定㐃ᦠ 㸯年ḟ生ဨ 

㸴᭶ �� 日 㕥ᮌ ࿃（ᰴᘧ♫ࣘーグレࢼ ᇳ行役ဨ） 㸯年ḟ生ဨ 

� ᭶ �� 日 ᩘ学研究発表0ࠕDWK )RUXPࠖ 㸯年ḟ生ဨ

㸱᭶ �� 日 ὸᓥ ㄔ ᖖ௵スーパーアドࣂイࢨー（ᮾி大学名教授） 㸯年ḟ生ဨ
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��� ⸨ᔱ ࣮ࢨࣂࢻ࣮ࣃ࣮ࢫ㸦ᮾி⌮⛉Ꮫᰤᩍᤵ㸧≉ูㅮ₇ 㸲᭶ �� ᪥

ᮏᰯにධ学して間もない㧗ᰯ � 年ḟ生にྥけて、⸨ᔱ スーパ

ーアドࣂイࢨーより、⛉学がより楽しく感じられるような㈗㔜な講

₇をしていただいた。

ご自身が発見されたගゐ፹応に㛵するお話を୰ᚰに、ࠕ㞼はな

ⓑいのかࡐ ጔという名⛠なのかࠖ等の話題から、身の回✄ࡐなࠕࠖ、

りの不思㆟なことについて考える楽しみを感じることができた。ග

ゐ፹ついては、ୡ⏺の有名ᘓ⠏物の❆࢞ラスの利用、᪂ᖿ⥺のႚ

↮ᐊの⬺⮯・㝖菌等、身㏆な場面で応用されていること、ᶓ・ᕝᓮのගゐ፹利用ᘓ造物の⤂

にຍえ、ࢥロ࢘ࢼイルスの効果や、Ỉをきれいにする効果等の᭱᪂の研究も⤂された。⸨ᔱ

ඛ生の研究が認められるようになるまでのⱞᚰもお話しいただき、⤊後のアンࢣートには、研

究⪅としてのᅾり方を学ࡪことができたことの႐びが多く᭩かれていた。 

��� ୰ᕝ ▱ᕫ Ặ㸦ᮏᰯ≉ู㠀ᖖㅮᖌ㸧≉ูㅮ₇ 㸳᭶ �� ᪥ 

ᮏᰯ≉ู㠀ᖖ講ᖌの୰ᕝ知ᕫẶから、ごᮏேが㛗年研究され

てきたマ࣓⛉᳜物と᰿⢏菌のඹ生についてご講₇いただいた。 

᳜物とᚤ生物の㛵ಀ性から、ࠕ他⪅とどのようにき合えば良い

のか㸽ࠖというே生の問いに⤖びけ、実際の᳜物もᣢཧいただ

いた上でお話をしていただいた。また、研究のテーマタ定の大ษ

さやど覚ࣇࢯトの効果的な使い方等、研究⪅として必要なスキル

のアドࣂイスを具体的に話していただいた。᳜ࠕ物進化に学ࡪ究ᴟのእ術㹼࿘ᅖのᚤ生物を味

方に変えるマ࣓⛉᳜物のᕦጁなᡓ␎㹼ࠖというタイトルも㠀ᖖに生ᚐの㛵ᚰをᘬくもので、᳜物

を㏻して生ᚐ㐩同ኈの㛵わり方を⇍考することができ、⯆味深くその話に⪥をഴけていた。 

��� 㕥ᮌ ࿃ Ặ㸦ᰴᘧ♫࣮ࣘࢼࣞࢢ ᇳ⾜ᙺဨ㸧≉ูㅮ₇ 㸴᭶ �� ᪥  

ᆅ⌫つᶍの問題を⛉学の力で解決する業の実㊶として、ᰴᘧ

♫ࣘーグレࢼᇳ行役ဨの㕥ᮌ࿃Ặから、ࠕミドࣜムシ研究によ

るᅜ際的な♫課題解決の可能性 とࠖいうテーマでご講₇いただい

た。

学生時௦の研究からࣘーグレࢼ♫のタ立までの⤒⦋、⌧ᅾの取⤌、

今後の業ᒎ㛤のᒎᮃ等、㠀ᖖに多くの内容を話していただいた。

ᖖに᪂たな可能性を᥈り、今もなお様々な研究に日々取り⤌んでい

る、研究⪅としてのጼໃが༳㇟的であった。ࣂࠕイオマスの㸳) にᇶ࡙くᡓ␎ やࠖࠕ:LOO�&DQ�0XVW

の法๎ࠖなどもご⤂くださり、質疑応答の時間もࡦとつࡦとつ丁寧にお答えくださり、㠀ᖖに

㈗㔜な⤒験となった。

��� ᩘᏛ◊✲Ⓨ⾲0ࠕDWK )RUXP㸦࣒࣮࢛ࣛࣇࢫ࣐㸧ࠖ  㸯᭶ �� ᪥  

ᩘ学分野の研究発表を㏻し

て、生ᚐ同ኈのࢿット࣡ークを

広げ、ᩘ学の⯆味・㛵ᚰをさ

らに㧗めることを目的に、ᖹ成

�� 年度より㛤ദしている。ᮏᰯ

㸰年ḟ生にとって、ࢧイ࢚ンス

ࣜテラシーϩの研究発表の場で

ある他、ࢧタデーࢧイ࢚ンスの一環として、㸯年ḟ生は、༗前のプログラムをဨཧຍとしてい

る。マス࢛ࣇーラムはᩘ学⛉が教⛉として⏬・㐠Ⴀにᦠわっている。 

༗前୰はእ部講ᖌのᓥ⏣ ᑦ 教授（ᮾி大学ᩘ理・ሗ教⫱研究センターᩘ学ᇶ♏教⫱部門 
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工学⣔研究⛉システム成学専ᨷ）、ᑠ୵Ꮚ 教授（明学㝔大学 ሗᩘ理学部）によるᇶㄪ

講₇と ��名がポスター発表を行い、༗後は �� 名がཱྀ㢌発表を行った。 

今年度も᪂しくཧຍした学ᰯが多ᩘあり、⚄ዉᕝ・ᮾி・༓ⴥ・ᇸ⋢・ᰣᮌ・ᒣᙧ・大㜰・ឡ

知・ᒾ手からᮏᰯྵめ ��ᰯ、��� 名のཧຍがあった。ཱྀ㢌発表の時には講ᖌのおேからの講ホ

をཷけ、これから研究を⥆けるために有┈な時間となった。 

��� ὸᓥ ㄔ Ặ㸦ᮾிᏛྡᩍᤵ㸧≉ูㅮ₇ 㸱᭶ �� ᪥㸦ணᐃ㸧 

ᮏᰯのᖖ௵スーパーアドࣂイࢨーであるὸᓥㄔඛ生の講₇を㸱᭶に予定している。ὸᓥඛ生ご

自身の研究内容にゐれ、研究⪅としてのጼໃに学び、ඛ➃研究分野の理解を深める。

㸦㸯�㸵㸧ࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࢹࢱࢧ≉ู⦅ 
日産自ື㌴やᶓᕷ大་学部実習等、ᚑ来ࢧタデーࢧイ࢚ンスの一環として実してきたᕼᮃ

⪅対㇟の講ᗙをࢧࠕタデーࢧイ࢚ンス≉ู⦅ とࠖして実し、合わせて ��� 名の生ᚐがཧຍした。 

࠙௧㸴ᖺᗘᖺ㛫άືᐇ⦼ࠚ 

日  内  容 ཧຍᩘ 

㸴᭶ �� 日 Ỉ産業を考える㉳点とỈ産のᮍ来を考えよう �� 名 

㸵᭶ �� 日 ࢧイ࢚ンスカࣇェ（㧗等学ᰯ・㝃ᒓ୰学ᰯ） �� 名

㸶᭶ �� 日 ᶓᕷ立大学研究ᐊゼ問 � 名 

�� ᭶ �� 日 理化学研究ᡤ࣎ランティア �� 名 

�� ᭶ �� 日 ᶓᕷ立大学་学部実習（同大学⚟ᾆキࣕンパス） �� 名

�� ᭶ �� 日 �ᰴ�日産自ື㌴によるὶ体力学講ᗙ・実習 �� 名 

��� ᶓᕷ❧Ꮫ◊✲ᐊゼၥ 㸶᭶ �� ᪥

ᶓᕷ立大学⠛ᓮ研究ᐊ（↓機ග化学）、ᮏ多研究ᐊ（物性物理化学）、内ᒣ研究ᐊ（再生発生

学）、立ᕝ研究ᐊ（量Ꮚ物理化学）、ἅ名研究ᐊ（᳜物ࣀࢤム生理学）、Ᏺ研究ᐊ（ᚤ生物生ែ学）

の༠力のୗ、ྛ研究ᐊをゼ問し、教ဨ、大学生・大学㝔生から研究内容の説明をཷけた。 

��� ᶓᕷ❧Ꮫ་Ꮫ㒊ᐇ⩦ �� ᭶ �� ᪥

ᶓᕷ立大学་学部にて、᥇⾑実習プログラムを実し、��名がཧຍを

した。前༙の講義では、་学部生の講義と同じ㈨ᩱを用いて、᥇⾑のᇶ

♏的な知識や注意事㡯に㛵して説明をཷけた。後༙は、ேの⭎をᶍしたシ

ミࣗレータ置で、実際の注ᑕ㔪を用いた᥇⾑実習を行った。་学部の教

授や⌧役の་ᖌからのᣦᑟをཷけながら、技術的なことだけでなく、事ᨾ

やミスを㉳こさないための⣽かい手順や工夫等、実際の་⒪⌧場を定しながら学ࡪことができ

た。ཧຍ⪅は་学的な知識をᚓるだけではなく、自身の進㊰を主体的に考えるきっかけとなった。

��� ᪥⏘⮬ື㌴�ᰴ�ࡿࡼὶయຊᏛㅮᗙ࣭ᐇ⩦ �� ᭶ �� ᪥ 

✵力部門の㛤発⪅の方にお㉺しいただき、講義と実験実習をවࡡたࢥン

テストを行った。ࢥンテストは、つ定⠊ᅖ内で᭱も✵Ẽᢠ್がᑠさい㌴

体を作成したチームを㑅ࡪもので、生ᚐは知ᜨを絞って様々なᙧの㌴体を

製作し、㢼Ὕ置で✵Ẽᢠ್の 定を行った。ᗙ学でᚓた知識を実際の

⌧㇟につなげる難しさを体感した。また、ಶேで考えるよりもグループで

アイディアを出すことの必要性や楽しさを肌で感じる有意義な時間となった。
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（㸰）⛉学のᚰを育ᡂࡍる教育⎔ቃの実

実施ィ⏬࠾ける௬ㄝ

「科学の心」を育てるサイエンスプログラムを実施し、地ᇦに科学への⯆・関心を㧗める学

⩦環境をᥦ౪する。本校生徒が⏬・㐠Ⴀすることで、本校生徒の「サイエンスコミュニケーシ

ョンຊ」が向ୖする。

ᆅᇦのࢫ࢚ࣥࢧ教育のᣐⅬ࣮ࠖࢱࣥࢭࢫ࢚ࣥࢧࠕと࡚ࡋのᶵ⬟

本校の生徒が課題研究や研修の成果を、地ᇦのᑠ中学生をᑐ㇟とした「サイエンス教ᐊ」

の⏬・実施に活用することで、地ᇦのサイエンス教育のᣐ点「サイエンスࢭンター」とし

ての機能を果たす。

（㸰-㸯）ࢫ࢚ࣥࢧ教ᐊ
ഥਮ�ফ২�१ॖग़থスઇ�ણৰౚ

月 日  ॱॖॺঝ ৃਚ ৩
ૢ൳
যਯ

૨

� 1 ଅ ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ ৰୡॢ؞ছक़থॻ 20 120 ���

� 22 ଅ ർᅃথعஜऌの�॔ॖॹথテॕইॕॣش३ঙথ�ع ৰୡ 20 128 ���

7 �� 日 १ॖग़থスढ़ইख़ٯૂༀ॔ॺজक़ ૯ଘૂༀ॔ॺজक़ ৩૮ख

8 5 月 ๅৄયஒফਛ१ॖग़থスઐহَॳঙ॥ঞشॺ॑ఐ৾घॊُ ੇ൦ఐ 20 �� ���

8 � ౌ টッॺ॑ौअآऊजअآ ৰୡ 20 108 ���

8 23 স ਯ৾؞৶のઋ॑৬ୡखよअآ ઐ७থॱش 20 51 ���

8 �� ଅ ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ ৰୡॢ؞ছक़থॻ 20 89 ���

9 28 ଅ ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ ৰୡॢ؞ছक़থॻ 20 112 ���

11 �� ଅ ইঝشॶਗ਼ মૅ 20 105 ���

12 21 ଅ ଠધઇ ৰୡ؞ଠ৬ॻش 20 158 ���

ഥਮڱফ২�१ॖग़থスઇ�ણৰౚ
ॱॖॺঝ

৲৾

টッॺ॑ौअآऊजअآ

ਯ৾؞৶のઋ॑৬ୡखよअآ

ଠધઇ

সരのওॱঝྟৡ

ๅৄયஒফਛ१ॖग़থスઐহَॳঙ॥ঞشॺ॑ఐ৾घॊُ

ලऩプটॢছথॢदॻটشথ॑ఄयखथाよअ

ଢ଼テشঐのৄणऐ্

યऒनुਟৄহ�१ॖग़থスઇ

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（�月）

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（�月）

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（�月）

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（�月）

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（��月）

ഥਮڰফ২�१ॖग़থスઇ�ણৰౚ
ॱॖॺঝ

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（�月）

ཥଫधऊखপভ

ଠધઇ

ๅৄયஒফਛ१ॖग़থスઐহَॳঙ॥ঞشॺ॑ఐ৾घॊُ

ଢ଼テشঐのৄणऐ্（�月）

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（�月）

ਯ৾؞৶のઋ॑৬ୡखよअآ

ଢ଼テشঐのৄणऐ্（��月）

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（��月）

॑ඝोآ

ঔॹঝটॣッॺছॖ७থス੭ಆ（�月）

યऒनुਟৄহ�१ॖग़থスઇ

টッॺ॑ौअآऊजअآ
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(1) ௧㸴ᖺᗘのලయⓗ࡞活動

ձ 名᥈ഄ⢊ンࠥⓑき⢊の同定(アイࢹンティフィケーション)ࠥ
・日 時㸸令和６年６月 22 日（ᅵ）13:00㹼16:00

・内 容㸸普物㉁の学的≉ᚩと識ู方法について学び、実際に⮬分で考えながら実験を行う

ことで実験のᢏ⾡ຊ、⤖果を考察・分ᯒするຊを㌟につける。

・場 ᡤ㸸本校（３㝵課題研究ᐊ）

・参加者㸸ᑠ学生４・㸳・６年生 20 名（ͤ応ເಸ⋡ 6.5ಸ、応ເ人数 128人）

   本校生徒（サイエンスጤ員）㸶名

ղ 数学・物理の⚄⛎を体験しよう㸟

・日 時㸸令和６年㸶月 23 日（㔠）14:00㹼15:30

・内 容㸸数学や物理に関する࣡ークショップを通して、数学や物理に⯆を持ってもらう。

・場 ᡤ㸸本校（ὶࢭンター）

・参加者㸸ᑠ学㸳・６年生 20名（ͤ応ເಸ⋡ 2.6ಸ、応ເ人数 51人）

本校生徒（数学物理部）10名

ճ フルーࢶ㟁ụ

・日 時㸸令和６年 11月 16日（ᅵ）14:00㹼16:00

ഥਮگফ২�१ॖग़থスઇ�ણৰౚ
ॱॖॺঝ

୴ဿ॑ॉলजअ

ਯ৾のऴखऍ॑৬ୡखよअآ

ๅৄયஒফਛ१ॖग़থスઐহَॳঙ॥ঞشॺ॑ఐ৾घॊُ

ঌشঃشঈজッ४

ଠધઇ（রૃ）

ସઇ

プটॢছথॢઇ

ഥਮڮফ২�१ॖग़থスઇ�ણৰౚ
ॱॖॺঝ

ๅৄયஒফਛ१ॖग़থスઐহَॳঙ॥ঞشॺ॑ఐ৾घॊُ

の१ॖग़থス

プটॢছথॢઇ

－ 29 －



・内 容㸸普段⚾たࡕが使っている㔠ᒓを㟁ụにして、ᛶ㉁・㠃ⓑさを体験してࡳよう㸟

・場 ᡤ㸸本校（３㝵課題研究ᐊ）

・参加者㸸ᑠ学４・㸳・６年生 20名（ͤ応ເಸ⋡ 5.3ಸ、応ເ人数 105人）

本校生徒（サイエンスጤ員）㸶名

(2) ຠᯝの᳨ド

ձ サイエンス教ᐊ参加ඣ❺アンケート⤖果

名᥈ഄ⢊ンࠥⓑき⢊の同定(アイࢹンティフィケーション)ࠥ

⏬の内容は

㠃ⓑかったですか

⏬の内容は

理ゎできましたか

理科にᑐする⯆や

関心が㧗まりましたか㠃ⓑかったですか 理ゎできましたか 関心が㧗まりましたか

࠙ᅗ㸯 参加ඣ❺のឤࠚ

うᛮうࡑ ややࡑうᛮう あまりࡑうᛮࢃない ないࢃうᛮࡑ

⮬
ᕫ
ホ
౯
ᖹ
ᆒ

࠙ᅗ㸰 参加ඣ❺の⮬ᕫホ౯のᖹᆒのኚࠚ

サイエンス教ᐊの参加๓後で、ඣ❺が͆同定͇に

ついて説明できるかを⮬ᕫホ౯４段㝵（４㸸ࡑう

ᛮう、３㸸ややࡑうᛮう、㸰㸸あまりࡑうᛮࢃな

い、㸯㸸ࡑうᛮࢃない）で回答さࡏた。

๓ 後

⮬
ᕫ
ホ
౯
ᖹ
ᆒ

๓ 後

n =  20
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ղ 本校生徒のサイエンスコミュニケーションຊ変

(3) ᡂᯝと課題

令和６年度は全 10 回のサイエンス教ᐊを実施することができた。ᘏべ 936 組の応ເがあり、

すべての回でເ㞟人数にᑐして応ເ者数が大幅にୖ回っていたことから、このプログラムへの関

心の㧗さがうかがえた。

６月 22 日に実施した「名᥈ഄ⢊ンࠥⓑき⢊の同定(アイࢹンティフィケーション)ࠥ」の参加

者に実施したアンケート⤖果から、全ての参加ඣ❺が内容を㠃ⓑいとឤじていたことに加えて、

͆」どの方が内容を理ゎし理科にᑐする⯆や関心が㧗まっていた（図㸯）。さらにࢇと 同定͇

について説明できるか」という㉁ၥにᑐしては、サイエンス教ᐊ実施๓は⮬ᕫホ౯ᖹᆒ 1.67 だ

ったが実施後は 3.38 までୖ᪼していた（図㸰）。他のプログラムでも同様のアンケート⤖果がᚓ

られた。サイエンス教ᐊを実施することで、地ᇦに科学への⯆・関心を㧗める学⩦環境をᥦ౪

するサイエンス教育のᣐ点「サイエンスࢭンター」としての機能を果たすことができた。

またサイエンス教ᐊを⏬・㐠Ⴀした本校の生徒にアンケートを実施しサイエンスコミュニケ

ーションຊの変を᳨ドした。㸳つのほ点（⏬ຊ、㐠Ⴀຊ、サ࣏ートຊ、説明ຊ、科学の㠃ⓑ

さをఏえるຊ）のいずれにおいても、⮬ᕫホ౯ᖹᆒが実施๓から実施後にかけてୖ᪼した（図３）。

このことから本校生徒のサイエンスコミュニケーションຊが向ୖしたと考えられる。

᮶年度௨㝆も、より多くのᑠ中学生が参加できる機会をᥦ౪し、サイエンス教育のᣐ点「サ

イエンスࢭンター」としてのᙺを果たしていく。

⮬
ᕫ
ホ
౯
ᖹ
ᆒ

࠙ᅗ㸱 本校生ᚐのࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢫ࢚ࣥࢧຊኚࠚ

⏬‽ഛ段㝵と⏬⤊段㝵で、参加した生徒がどの程度サイエンスコミ

ュニケーションに関する能ຊを有しているかを㸳段㝵で回答さࡏた。

ᑐ㇟はサインエスጤ員と、数学・物理部員。

⏬ຊ㸸行事を⏬するຊはどれくらいあるとᛮいますか。

㐠Ⴀຊ㸸行事を㐠Ⴀするຊはどれくらいあるとᛮいますか。

サ࣏ートຊ㸸参加者をサ࣏ートするຊはどれくらいあるとᛮいますか。

説明ຊ㸸科学に関する事を説明するຊはありますか。

科学の㠃ⓑさをఏえるຊ㸸科学の㠃ⓑさをఏえるຊはありますか。

๓ 後

⏬ຊ

n =  26

๓ 後

㐠Ⴀຊ

๓ 後

サ࣏ートຊ

๓ 後

説明ຊ

⏬ຊ㸸行事を⏬するຊはどれくらいあるとᛮいますか。

行事を㐠Ⴀするຊはどれくらいあるとᛮいますか。

参加者をサ࣏ートするຊはどれくらいあるとᛮいますか。

๓ 後

科学の㠃ⓑさ
をఏえるຊ
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㸦㸱㸧୰㧗ࢆ㏻࡚ࡌㄢ㢟◊✲ࢆ㐍ࡢࡵࡓࡿࡵᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ㛤Ⓨ 

ᐇィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ 

㝃ᒓ୰学ᰯの教⫱課程に課題研究⛉目をタ定することで、㧗ᰯでの課題研究の質をより㧗める

ことができる。また、㧗ᰯからᮏᰯにධ学する生ᚐの課題研究についても、㝃ᒓ୰学ᰯから㧗ᰯ

にධ学してくる生ᚐがࣜーダー的な役を発することで、課題研究の質がྥ上する。

ᩍ⫱ㄢ⛬ୖࡢ⨨࡙ࡅ 

㸯年生 㸰年生 㸱年生 対㇟ 

㝃ᒓ୰ 

⛉目名 時間ᩘ ⛉目名 時間ᩘ ⛉目名 時間ᩘ 
ᰯ 
生ᚐ 

 ンス࢚イࢧ

スタディーズ 
㸯�㐌 

 ンス࢚イࢧ

スタディーズ 
㸰�㐌 

 ンス࢚イࢧ

スタディーズ 
㸰�㐌 

ᖹ成 �� 年に㛤ᰯしたᮏᰯの㝃ᒓ୰学ᰯ（㸯学年㸰クラス）では、㧗ᰯのࢧイ࢚ンスࣜテラシ

ー（௨ୗ、㹑㹊）と㐃ືし、୰㧗㸴年間を㏻じた課題研究άືを実⌧するために、⥲合的な学習

の時間を᰾とした課題研究授業としてࢧࠕイ࢚ンススタディーズ（௨ୗ、㹑㹑）ࠖをタ定している。

㸯年では研究のᇶ♏を学び、課題発見と研究ィ⏬の立についてのグループ発表を୰ᚰに行

っている。㸰年生は年㸲᭶に行うᐑྂᓥ研修を生かしてಶே研究に取り⤌み、㸱年生では㸲ே

㸯チームのチーム研究に取り⤌んでいる（ᅗ㸯）。㹑㹑では、理⛉を୰ᚰに教⛉等ᶓ᩿的な学習を

進め、ࠕ課題発見力 ᥈究ᚰࠕࠖ、 課題解決力ࠕࠖ、 。༠ാ性ࠖの⫱成をᅗっているࠕࠖ、

㝃ᒓ୰学ᰯにおける課題研究においては、ࠕほんもの体験ࠖを㏻した㦫きと感ືの実体験を㔜

どしたᰯእ研修と、ྛ教⛉における内容を深く᥀りୗげた授業を㏻じて、知識とᬛᜨを㐃ືさせ

る課題研究に取り⤌んでいる（ᅗ㸰）。

௧㸴年度は、ほࢥࡰロࢼ⚝௨前のようなάືができている。ᰯእ学習άືをᖖに見直し、生

ᚐの実ែに合わせた研修をィ⏬した。 

ᅗ㸯� 㝃ᒓ୰Ꮫᰯㄢ㢟◊✲✲ᤵᴗࠖࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧࠕ㸱ᖺ㛫ࡢὶࢀ 
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課題研究授業の性質から、ྛ 学年の授業はＯＯＤＡループを意識してᒎ㛤している（ᅗ㸱）。研

究テーマについてはオࣜࣜࢼࢪティー、᪂ወ性を㔜どし、୰学生が自ら課題を発見できるよう、

教ဨはその環境ᩚ備にດめている。研究ᣦᑟには、学年⫋ဨを୰ᚰに様々な教⛉の教ဨがᢸ当し

ている。学年⫋ဨが୰ᚰに㹑㹑にᦠわっているため、㹑㹑でᣦᑟしていることに㛵㐃࡙けて授業

を行っている。えば、ᅜ語では文❶を᭩く技法としてパラグラࣇライティングの授業、ᩘ学で

は実験⤖果をどうまとめるか（⟽ࡦげᅗ、೫ᕪ等）、英語では研究要᪨を英語で発表する授業等、

ྛ学年で年間を㏻して行っている。生ᚐの研究テーマにไ㝈はタけず、♫学的なテーマであっ

てもㄪᰝ手法や᳨ドにࢧイ࢚ンスの考え方があれば、研究したい内容について取り⤌ませている。

また、課題研究を㏻じた生ᚐのࢥンࣆテンシーのఙ㛗を 定し、その⤖果を生ᚐಶ々のᨭ、

授業内容の改善に役立てていくために、እ部ᣦᶆ（$L *52:）をᑟධしている。学力᳨ᰝとࢥンࣆ

テンシーの┦㛵、学やࢥンテストの出場状況との┦㛵等を分ᯒし、その⤖果を㝃ᒓ୰学ᰯ内

の教ဨ研修でඹ有した。

ᅗ �� 㝃ᒓ୰Ꮫᰯㄢ㢟◊✲ᤵᴗࡢࠖࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧࠕᤵᴗᒎ㛤 

ᅗ㸰� 㝃ᒓ୰Ꮫᰯㄢ㢟◊✲ᤵᴗࠖࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧࠕ㸱ᖺ㛫ࡢᤵᴗィ⏬ 

ဟരর৾ૅ 66（१ॖग़থススॱॹॕش६）

�थॊ�णのৡ! ഭੰৡٵ ੲਾણ৷ৡٵ ਝৡୖٵ ੰৠৡୖٵ ৡٵ

র৾�ফ
ୖਝपऐथଳ॑ઁऑॊ
ৈؚളਯઇఐのઇ৩पよॊ؞রٴ
పपよॊृಆؚऺ॒ुの৬ୡٴ

テشঐਝ

⌆ਕଲਚٲ
य़জথঅشঝ૯ଘੵৃٲ
ଗॣਣইॕشঝॻডشॡ
（૯ଘ国য়প৾ٲ）
&($7(&

র৾ڮফ
ർの੦ຊ॑ମपणऐॊ
যଢ଼ٴ

ଢ଼
（র؞ਈી）

-)(ग़থ४ॽ॔জথॢ⌆ٲ
ٲ⌆&*$
&($7(&
ূੵপय़কথঃスॶ॔ش

ଽਣଢ଼ఊ
)LQG�-DSDQ

ଢ଼ఊষ
（ಠഢଠଗর৾ૅ
धଢ଼ઐ）

$1$ਃ৬ੵৃૅਗଢ଼ఊٲ
૯ଘয়প৾௰ਖٲ
&($7(&

ଢ଼
（র؞ਈી）

র৾گফ
॥গॽॣش३ঙথચৡ॑ৈीॊ
ଢ଼ુٴ

\VI6'*V
\VI),567

ଢ଼ੑの॑८式
दॹॕスढ़ッ३ঙথ যଢ଼のਛટ॑खؚ

ધ式पऽधीॊ
ુଢ଼のਛટ॑खؚ
ધ式पऽधीॊ

पਸ
ৈಉ৾ૅऋಈघॊ

�ফেम週���ৎؚ؞��ফেम週�ৎৰ

ऺ॒ुの৬ୡ॑ৢखथଳ॑ઁऑॊ

मఐ৾ૼ൹ਖਃঢ়ؚ੫ٲ
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㸦㸱�㸯㸧㝃ᒓ୰ㄢ㢟◊✲ᤵᴗ ࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧ㸦㹑㹑㸧 

��� 㝃ᒓ୰㸯ᖺ⏕ࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧ 

㸯学年㹑㹑では、研究のᇶ♏を᪩ᮇに⫱ࡴことを目的に、教ᮦを用いて課題研究の進め方を

ࠗ学び合い࠘によって理解を進め、身の回りにある不思㆟な⌧㇟に目をྥけて研究する内容を考

えጞめた。研究方法や使用する器具や実験方法に疑問がある場合はࣇロンティアタイム（㹄㹒）

の時間に直接㸰・㸱年生から実験方法を聞くことができる機もタ定した。生ᚐたちは学年を㉸

えて研究についてࢥミࣗࢣࢽーションをとり、ά発なάືをすることができた。㸴᭶からは生ᚐ

自身が自分でテーマをタ定し進めていくಶே研究にධった。研究内容についてグループで発表と

質疑応答を⧞り㏉し、ヨ行㘒ㄗしながら自身の研究を進めていく様Ꮚが見られた。㸷᭶の↥⚍

では、ኟఇみ୰に進めたところまでの成果をポスターにまとめ、୰間発表として教ᐊにᥖ♧・ཱྀ

㢌発表を行った。年度ᮎにはᰯ᭱⤊発表であるࠕ㹑㹑 㹄㹣㹱ࠖ

�㸱᭶ �� 日実予定�でポスター・ཱྀ㢌発表を行う。また、ಶே研究

の取⤌をレポートᙧᘧでまとめた。

大学や業とのඹ同プログラムとして、ᇛࣨᓥᆅᒙࣇィールド࣡

ーク（ᶓᅜ立大学教⫱学部Ἑ₲教授）を実し、ࣇィールド࣡ー

クのᇶ♏手法を身につけた。環境学習（キࣜンࣅールᶓ工場）で

は環境・ࢿ࢚ルࢠー問題に貢献するᕷẸ業の研究について学び、

技術・ᐙᗞ⛉ࠕ⛉学と技術ࠖの学習では、ி୕製作ᡤにおいてไᚚ

の理論ともの࡙くりの技術を学んだ。

来年度実するᐑྂᓥ研修にྥけて、ᐑྂᓥに㛵する事前学習を

行った。Ἀ⦖┴の㞳ᓥであるᐑྂᓥはࢿ࢚ルࢠー㈨※が㝈られேཱྀ

ῶᑡがᚰ㓄されているなど、日ᮏの⦰ᅗとも見ることができる研修

ඛであり、ࢿ࢚ルࢠー㈨※、ࣂイオマスࢿ࢚ルࢠー、ᚠ環ᆺࢿ࢚ル

。ー、Ỉ㈨※やᆅ質について、㹑㹑で学んだことと㛵㐃けているࢠ

��� 㝃ᒓ୰㸰ᖺ⏕ࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧ 

㸰学年ではᐑྂᓥ研修を㹑㹑の୰ᚰにᤣえている。日ᮏの⦰ᅗと

もいえるᐑྂᓥで、自分の目で見て体験し、考えたことを自身の研

究テーマに生かすため、年度ึめの㸲᭶に実している。ᐑྂᓥで

のࣇィールド࣡ークの⤒験を㋃まえた上で年度行った内容を発

ᒎさせた研究や、᪂たなテーマについての研究に㸯年間じっくり取

り⤌ࡴためである。

ಶே研究の成果については、㸷᭶の文化⚍でポスターによる発表

を行った。ここでཷけたアドࣂイスをもとに、研究ィ⏬を見直し、

後ᮇにάかすことができた。᭱⤊発表として学年による研究発表

でポスター発表を行う（㸱᭶ ��日実予定）。ᰯእでの学習は㸪

ＡＮＡ⥲研による⩚⏣機体ᩚ備工場の見学を㸴᭶に実した。環境

学習として行っている㹈㹄㹃࢚ンࢽࢪアࣜングᰴᘧ♫による㈨

ルからጞまり、ၟ用プラン࣋イクルに㛵する講₇ཬび工場見学を㸷᭶に実した。研究レࢧࣜ※

トにつながる実用化にྥけた業の取⤌を学んだ。Ａ㹅㹁ᰴᘧ♫による᪂⣲ᮦ研究についての

研究ᡤゼ問を �� ᭶に行った。Ａ㹅㹁ᰴᘧ♫では࢞ラスだけでなく、様々な⣲ᮦの㛤発に㛵す

るᇶ♏研究が行われており、♫に貢献するᇶ♏研究の㔜要性を学ばせたい。

ி୕〇సᡤ࡛ࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢࡢ 

ᇛࣨᓥ࡛ࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࡢ 

ᐑྂᓥᕷ㧗㔝ᾏᓊ࡛ࡢ⎔ቃᏛ⩦

-)( ᕤሙぢᏛࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥ
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��� 㝃ᒓ୰㸱ᖺ⏕ࢬ࣮ࢹࢱࢫࢫ࢚ࣥࢧ 

㝃ᒓ୰㸱年生のࢧイ࢚ンススタディーズでは、㸲ே㸯チームでのඹ同研究に取り⤌んでいる。

௧㸴年度は、㸰年生でのಶே研究テーマをさらに᥈究したいと考える生ᚐにチームࣜーダーと

なってもらい、他の生ᚐの⯆味・㛵ᚰをもとに࣓ンࣂーをເりグルーࣆングすることとした。こ

のことにより、ྛ自の知識やこれまでに身につけてきた研究スキルをάかし、༠ാ性がᅗられ、

研究発表やࢥンテスト等、እのάືに✚ᴟ的に取り⤌ࡴ⤖果となった（具体的なデータはᮏ

文 S��� ཧ↷）。 

研究成果を文化⚍でཱྀ㢌発表するとともに、�� ᭶の㛵す方面

の研修で、ὶᰯであるᩜኳᇛ୰学ᰯにおいて研究発表ὶ

を行った。

�� ᭶には、理化学研究ᡤᶓ事業ᡤのᰯእ学習を教⫱㐃ᦠ事

業として行った。ᅜの研究ᡤとして᭱㧗機㛵である理⛉学研究

ᡤをゼ問し、研究ဨによる講₇、タ見学を行い、ᑗ来のࢧイ࢚

ンスのྥ上ᚰにつなげた。 

㧗ᰯの接⥆を見ᤣえ、㝃ᒓ୰学㸱年生は、<6)�),567（㧗ᰯ

主ദの㹑㹑㹆成果発表）に発表⪅として��チームがཧຍし、

ポスター発表を行う予定である。

㸱᭶ �� 日に行う学年研究発表では、研究のまとめとして

チームがཱྀ㢌発表を行う。とともに、つくば6FLHQFH (GJH ����

にも࢚ントࣜーをしており、㸰チームがブースポスタープレゼ

ンテーションに㑅出され研究成果を発表する予定である。

㸦㸱�㸰㸧ࢫ࢚ࣥࢧᩍᐊࡢ㛤ദ
㝃ᒓ୰学ᰯが主ദするࢧイ࢚ンス教ᐊを今年度は㸱回㛤ദした。いずれも㹑㹑での生ᚐのάື

を知ってもらうと同時に、ࢧイ࢚ンスの楽しみを味わってもらうことを目ᶆとして、ᕷ内のᑠ学

生とそのಖㆤ⪅ ��名を対㇟にྛ回ເ㞟した。

ࣔデルロࢣットの製作とライセンス取ᚓを目ᣦしたࢧイ࢚ンス教ᐊを㸱回実した。ライセン

ス取ᚓのための講習は、日ᮏࣔデルロࢣット༠のᣦᑟ⪅ライセンスをᣢつ教ㅍがᢸ当し、ඣ❺

のࣔデルロࢣット製作⿵ຓには、㸱⣭・㸲⣭ライセンスをᣢち、㹑㹑でも研究に取り⤌んでいる

ᮏᰯ生ᚐがྛ回㸳名ほどධった。ࣔデルロࢣットをᡴち上げるという機はなかなかないため、

ඣ❺、ಖㆤ⪅ともに好ホでほとんどの方から㠀ᖖに‶足したというホ౯をᚓた。ྛ回の事後アン

講義の内容がᑡし難しかったが、実際に㣕ばすとこࠕ、ートではࢣ

ろまで体験でき、楽しんだようでした。ࠖࠕただ説明するだけでなく、

ンスの授業のようにᏊ౪㐩に質問しながらᘬき出しながら࢚イࢧ

だったため、Ꮚ౪にとってもいい่⃭になったと思います。ࠖࢧࠕイ

ࠖ。良い機だったࡪンスとはఱか、考える楽しさをᏊ౪が学࢚ な

どのような自⏤グ㏙があり、ᮏᰯでの授業の取⤌や㞺ᅖẼを感じ

ていただくことができた。

（௧ � 年度からጞめた㝃ᒓ୰学ᰯ主ദのࢧイ࢚ンス教ᐊは、日産㈈ᅋの理⛉教⫱ຓ成のᨭをཷけて実）

ᩍᐊࢫ࢚ࣥࢧࡢࢺࢵࢣࣟࣝࢹࣔ

⌮Ꮫ◊✲ᡤᶓᴗᡤゼၥ 

ᩜኳᇛ୰Ꮫᰯ࡛ࡢ◊✲ὶ
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㸦㸱�㸱㸧࣎ࣛࢫ࢚ࣥࢧ

 ᴫせࡢ࣎ࣛࢫ࢚ࣥࢧ ���

ᮏᰯの課題研究㹑㹊Ϩ（㸯年ḟ）は、一ᩧ授業のᙧ

でಶே研究のためのᇶ♏的な知識や手法について学

ため、㝃ᒓ୰でのಶே研究を⥅⥆させにくいというࡪ

課題があった。このような状況の୰で୰㧗㸴年間を㏻

じた課題研究の取⤌を実⌧させるには、㧗ᰯ㸯年ḟに

おいて、㹑㹊Ϩ௨እで研究άືをࢧポートする時間と

ேဨの確ಖが必要であると考え、ࢧࠕイ࢚ンスラࠖ࣎

をᑟධした。

��� ௧㸴ᖺᗘࡢάື≧ἣ 

今年度はᘏべேᩘで �� 名（㝃ᒓ୰ �� ே、㧗等学ᰯ �� 名）がࢧイ࢚ンスラ࣎にⓏ㘓し、研究

άືを行った。研究ᕼᮃ⪅はᡤ定の研究実ィ⏬᭩を作成し、ࢧイ࢚ンスラ࣎事ົᒁᥦ出した

後に、研究内容の㐺性や負ᢸ感を考៖しながらᢸ当教ဨをり当てた。ᮏᰯの㝃ᒓ୰学ᰯから

⥅⥆して取り⤌んでいるプログラムについては、㧗ᰯの教ဨと㝃ᒓ୰学ᰯの教ဨが㐃ᦠしてᨭ

を行った。 

࠙௧㸴年度のࢧイ࢚ンスラ࣎主なಶே研究、グループ研究内容ࠚ 

・ࣔデルロࢣット作製（୰・㧗） 

 ィールド࣡ークを㏻じたಖ生ែ学の㹃㹑Ｄ（୰・㧗）ࣇ・

・ᮍ利用㨶プロࢪェクト（୰・㧗） 

・ᆅᇦの㜵⅏（㧗） 

・➇技ᩘ学（㧗） 

・マレーシアプトラ大学とのඹ同研究（㧗） 

・⛉学オࣜンࣆックの実技にྥけた自主的取⤌み（㧗） 

・識Ꮠඹ感覚⪅の見え方の法๎性（㧗） 

��� ᡂᯝㄢ㢟 

ཧຍேᩘが年度 �� 名から今年度 �� 名ቑຍした。これは㧗ᰯධ学直後のオ࢚ࣜンテーショ

ンᮇ間に広ሗάືを行ったり、㝃ᒓ୰学ᰯでは༞業前に事前࿘知を行ったりしたことが効果的だ

ったと考えられる。ࣔデルロࢣットチームは୰学生・㧗ᰯ生ΰ成のチームで、今年度ୡ⏺大出

場を果たした。ࣇィールド࣡ークを㏻じたಖ生ែ学の㹃㹑Ｄでは、自↛環境࢛ࣇーラムやࢥン

テスト、学等で発表を行った。ᮍ利用㨶プロࢪェクトではእ部講ᖌ（ᶓ㨶ᰴᘧ♫マーࢣ

ティング部部㛗㸸㰻⸨⼥Ặ）をᣍいて≉ู講₇を行うなど、ྛチームでの取り⤌みがά発化さ

れた。課題研究授業や部άື௨እのࢧイ࢚ンスラ࣎としてのάືがά発になったのは、άື時間、

άື場ᡤ、ᨭする教ဨの体ไがᩚってきたためと考える。今後もཧຍする生ᚐがቑえるよう、

環境をᩚえていく。 

一方で㝃ᒓ୰学ᰯから進学してきていない生ᚐからは、研究をしたい意ḧはあるがテーマタ定

の方法が分からないといったኌも聞こえた。㹑㹊Ϩのカࣜキࣗラムや授業内容もྵめ、テーマタ

定の方法をᣦᑟする機をタけて、主体的に研究に取り⤌ࡴ生ᚐをቑやしたい。 
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㸦㸱�㸲㸧ྛ✀ࡢࢺࢫࢸࣥࢥࠊ㝃ᒓ୰Ꮫ⏕ࡢཧຍ≧ἣ 

��� ௧㸴ᖺᗘ㝃ᒓ୰Ꮫᰯ⛉Ꮫࢡࢵࣆࣥࣜ࢜ཧຍ≧ἣ

ᮏᰯでは、୰学ẁ㝵から⛉学⣔オࣜンࣆックの✚ᴟ的なཧຍをびけている。୰学のẁ㝵

から問題に័れ、対⟇を行っていくことでᮏ㑅出場を目ᣦしている。Ꮨには生物オࣜンࣆック、

化学グランプࣜ、物理チࣕレンࢪ、⛅Ꮨにはᆅ学、ᆅ理、ሗ、ᩘ学オࣜンࣆックの体説明を

行い、ཧຍをಁしている。� ேで」ᩘのオࣜンࣆックに⏦し㎸ࡴ生ᚐもおり、今年度はሗオࣜ

ンࣆックとᆅ学オࣜンࣆックで一ḟ予㑅✺◚（ዡບ㈹）、ኳ文学オࣜンࣆックでᮏ㑅進出を果た

した。㧗ᰯ進学後も」ᩘのオࣜンࣆックでᮏ㑅に出場し、ୡ⏺大でά㌍できるよう、୰学ẁ㝵

からᨭ体ไをᩚえていく。 

��� ⛉Ꮫࡢ⏥Ꮚᅬྲྀࡢࢽࣗࢪ⤌ 

⛉学の甲Ꮚᅬࢽࣗࢪアにྥけ、ᰯ内で㸯・㸰年生を対㇟にເ㞟をかけ、ᰯ内㑅ᢤヨ験を行い㸴

名（㸰チーム）の生ᚐを㑅出した。┴大に出場した㸰チームは㸳と㸶の成⦼をṧした。ඛ

㍮がᚓてきた┴大、ᅜ大での⤒験を後進にᘬき⥅ぎ、ḟ年度もᅜ大出場を目ᣦす。 

��� ௧㸴ᖺᗘ㝃ᒓ୰Ꮫᰯ࣭ࢺࢫࢸࣥࢥ⏦ࡋ㎸ࡳ≧ἣ 

 部άືや㹑㹑での研究成果を発すべく、上グ௨እにも多くのእ部大⏦㎸があった。オン

ライン㛤ദもあるが⌧ᆅで対面ᙧᘧが主ὶとなり、᪑㈝を工面するのにⱞປした。㹑㹑㹆では୰

学生༢⊂でのᨭ出が出来ないため、学ᰯ後より一部ᨭをいただき、άືの機を確ಖした。 

大会名 応募形態 成果 

第 41 回 NHK 杯全国中学校放送コンテスト 部活動 アナウンス部門 横浜地区代表(全国大会出場) 

第 41 回 NHK 杯全国中学校放送コンテスト 部活動 朗読部門 横浜地区代表(全国大会出場) 

WRO ロボミッション中学生ミドル競技 東京予選会 部活動 第３位 

WRO ロボスポーツ東京予選会 部活動 優勝(全国大会出場) 

WRO ロボスポーツ東京予選会 部活動 第４位(全国大会出場) 

WRO ロボスポーツ東京予選会 部活動 審査員特別賞(全国大会出場) 

MONO-COTO INNOVATION2024 自由応募 第三位 

YCU 理科自由研究動画大賞 教科 最優秀作品賞 

YCU 理科自由研究動画大賞 教科 SDGｓ賞 

FLL2024-2025 東京大会 部活動（中・高混成チーム） ロボットパフォーマンス賞(全国大会出場) 

International Rocketry Challenge2024 サイエンスラボ（中・高混成チーム） 国際大会 ３ｒｄ Place  

2024 年ロケット甲子園 予選大会 サイエンスラボ（中・高混成チーム） 予選７位(全国大会出場) 

2024 年ロケット甲子園 予選大会 サイエンスラボ（中・高混成チーム） 決勝大会進出(全国大会出場) 

中谷財団２０２４年度科学教育振興助成成果発表会 サイエンスラボ（中・高混成チーム） 日経サイエンス賞 

自然環境復元学会第 25 回全国大会 サイエンスラボ（中・高混成チーム） 特別賞 

2024 年ロケット甲子園 決勝大会 サイエンスラボ（中・高混成チーム） 技能賞 

2024 年ロケット甲子園 決勝大会 サイエンスラボ（中・高混成チーム） エリートロケッティア賞・ロッキードマーティン賞 

JICA 国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 2024 教科 審査員特別賞 

第 25 回日経 STOCK リーグ サイエンスラボ 敢闘賞（中学部門） 

࠙௧㸴ᖺᗘ㝃ᒓ୰Ꮫᰯࡢ࡞እ㒊࡛ཷࡢ㈹≧ἣࠚ 
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㸦㸱�㸳㸧እ㒊ᣦᶆ 㻭㼕 㻳㻾㻻㼃  ド᳨ࡢㄢ㢟◊✲ຊࡓ࠸⏝ࢆ
課題研究力を 定するእ部ᣦᶆとして ,*6 ᰴᘧ♫のࠕ$L *52:ࠖをᑟධし、今年度で㸲年目

となった。年間㸰回のཷ᳨を㏻して、年度同様に多ゅ的など点から研究㛤発の成果を᳨ドでき

るようᅗった。

㻔㻝㻕 㻭㼕 㻳㻾㻻㼃  ෆᐜࡢᐃ ࡓ࠸⏝ࢆ

㸯㸬実対㇟㸸㧗ᰯ㸯・㸰年ḟ生ဨ（ィ ��� 名）、㝃ᒓ୰学生㸯㹼㸱学年ဨ（ィ ��� 名） 

㸰㸬実時ᮇ㸸���� 年㸵᭶（➨㸯回） ���� 年㸰᭶（➨㸰回） 

㸱㸬 定内容㸸  

࠙㸲ࡿࡅ࠾࣮ࣜࢦࢸ࢝ࡢࡘ ��   ࠚ࣮ࢩࣥࢸࣆࣥࢥࡢ

࠙認 知ࠚ ࠙自 ᕫࠚ ࠙他 ࠚ⪅ ࠚティࢽミࣗࢥ࠙

課題タ定力 ಶே的実行力 表⌧力 ᆅ⌫ᕷẸ 

造性 自ᕫ効力 ඹ感・ഴ⫈力 

論理的思考力 ⪏性 ᰂ㌾性 

疑う力 決᩿力 ᙳ㡪力の行使 

࠙㸰ࡢࡘ┦㛵ࡾࡼホ౯ࡿࡍ௨ୗࠚ࣮ࢩࣥࢸࣆࣥࢥࡢ  

主体性 ࠕಶே的実行力ࠖとࠕ決᩿力ࠖの┦㛵により 定 

༠ാ性 ࠕ自ᕫ効力ࠖとࠕᙳ㡪力の行使ࠖの┦㛵により 定 

ࣜーダーシップ ࠕ主体性ࠖとࠕ༠ാ性ࠖの┦㛵により 定 

イ࣋ࣀーション ࠕ課題タ定力ࠖとࠕᰂ㌾性ࠖの┦㛵により 定 

ᢈุ的思考力 ࠕ疑う力ࠖとࠕ表⌧力ࠖの┦㛵により 定 

造的思考力 ࠕ造性ࠖとࠕඹ感・ഴ⫈力ࠖの┦㛵により 定 

༠ാ的思考力 ࠕ⪏性ࠖとࠕඹ感・ഴ⫈力ࠖの┦㛵により 定 

࠙ᮏᰯࡀఙࠚ࣮ࢩࣥࢸࣆࣥࢥ࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋࡤ 

造力 ࠕ造性ࠖにより 定 

᥈究力 ࠕ疑う力ࠖࠕ課題タ定ࠖࠕᰂ㌾性ࠖの┦㛵により 定 

 ඹ感・ഴ⫈力ࠖの┦㛵により 定ࠕ表⌧力ࠖとࠕ ーション力ࢣࢽミࣗࢥ

自立力 ࠕ論理的思考 ಶே的実行力ࠕࠖ  決᩿力ࠖの┦㛵により 定ࠕࠖ

課題発見力 ࠕ課題タ定ࠖにより 定 
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㻔㻞㻕 㝃ᒓ୰ฟ㌟⏕ᚐ䛸୰学校ฟ㌟⏕ᚐ䛸䛾ẚ㍑ 注㸸ᅗは、$L *52: のᮏᰯの⟶理⏬面よりᢤ⢋

࠙ᅗ㸯�㧗ᰯ㸯ᖺḟࡿࡅ࠾㝃ᒓ୰ฟ㌟⏕ᚐࡢ୰ᏛᰯࡽධᏛࡓࡋ⏕ᚐࡢẚ㍑ࠚ 

ဟരরলମ� � � � �ૅরলମ�

  
  

࠙ᅗ㸰�㧗ᰯ㸰ᖺḟࡿࡅ࠾㝃ᒓ୰ฟ㌟⏕ᚐࡢ୰ᏛᰯࡽධᏛࡓࡋ⏕ᚐࡢẚ㍑ࠚ 

ဟരরলମ� � � � �ૅরলମ�
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ᅗ㸯・ᅗ㸰では、㧗ᰯ㸯年ḟ㸰年ḟともに㝃ᒓ୰学ᰯから進学してきた生ᚐの୰ኸ್がての

㡯目のスࢥアで他の୰学ᰯからධ学した生ᚐの୰ኸ್を上回った。年同様にࢧイ࢚ンススタデ

ィーズなど୰学ᰯẁ㝵での課題研究の取⤌の成果が表れていると考えられる。

㻔㻟㻕 㝃ᒓ୰ฟ㌟者 ４年㛫䛾᥎⛣

࠙ᅗ㸱�㧗ᰯ �ᖺḟ㝃ᒓ୰ฟ㌟⪅ ୰Ꮫ㸯ᖺ㹼㧗ᰯ㸯ᖺḟࡢ࡛ࡲ᥎⛣ࠚ 

5� রڲ�ڭ⽉� � � � 5� রڲ�ڮ⽉� � � 5� রڳ�گ⽉� � � 5� ৈڳ�ڭ⽉�

  
  

࠙ᅗ㸲�㧗ᰯ㸰ᖺḟ㝃ᒓ୰ฟ㌟⪅ ୰Ꮫ㸰ᖺ㹼㧗ᰯ㸰ᖺḟࡢ࡛ࡲ᥎⛣ࠚ

5� রڲ�ڮ⽉� � � � 5� রڲ�گ⽉� � � 5� ৈڳ�ڭ⽉� � � 5� ৈڳ�ڮ⽉� � �
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ᅗ㸱・ᅗ㸲の㏻り、㸲年間の᥎⛣をみると体的に上㸲分の㸱は年々上がっており、多くの

㡯目で㸲年目の୰ኸ್が᭱も㧗くなるഴྥになることが分かる。≉にᢈุ的思考力・造的思考

力については㢧ⴭに表れている。これは、ᮏᰯでのディスカッションを取りධれた授業やࢧイ࢚

ンスࣜテラシーϨといった、思考άືのある授業が多いことが理⏤の一つと考えられる。

㻔㻠㻕 高校２年次୰学校ฟ㌟者 ２年㛫䛾᥎⛣

࠙ᅗ㸳�㧗ᰯ㸰ᖺḟ୰Ꮫᰯฟ㌟⪅ ධᏛ㹼㧗ᰯ㸰ᖺḟࡢ࡛ࡲ᥎⛣ࠚ

5� ৈڳ�ڭ⽉� � � 5� ৈڮ�ڭ⽉� � � 5� ৈڳ�ڮ⽉

ᅗ㸳の㏻り、㸰年間の᥎⛣をみると体的に上㸲分の㸱は上᪼ഴྥにあるといえる。≉にイ

と᥎⛣している。これは㝃ᒓ୰出身⪅同様に、㧗ᰯධ学後かアࢥーションは順ㄪに㧗いス࣋ࣀ

らディスカッションを取りධれた授業やࢧイ࢚ンスࣜテラシーϨのような༠ാ的άືを㢖⦾に取

り⤌んでいることから᪂しいものを作り出そうという力がしっかりと⫱成されていると考えられ

る。

㻔㻡㻕 㝃ᒓ୰３年⏕䛾⤒年ẚ㍑

࠙ᅗ㸴㸸⌧㝃ᒓ୰Ꮫ㸱ᖺ⏕㸦㹐㸳㸧ࡢධᏛࡢࡽ⤒ᖺẚ㍑ࠚ 

  

5� ফ �⽉� � � � 5� ফڭ⽉� � � � 5� ফڲ⽉� � � � 5� ফڭ⽉� � � � 5� ফڳ⽉�
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学年進行とともに、ྛࢥンࣆテンシーのスࢥアᖹᆒは上᪼ഴྥのものもあるが、有意なᕪであ

るとは認めにくい⤖果であった。ྛ教⛉において、ྛࢥンࣆテンシーのఙ㛗を意識した授業ᒎ㛤

ができるような改善が必要である。

㻔㻢㻕 ᡂᯝㄢ㢟 

$L *52: を実することで、課題タ定力やᢈุ的思考力など、ᐈほ的にホ౯することが難しい

㠀認知能力を、比㍑・᳨ドするためのデータとして可ど化することができた。これは、ᮏᰯ生ᚐ

の㈨質・能力を㧗める授業や学ᰯ行事を㏻じてどのくらいの᥎⛣があるのか、グループẖに生ᚐ

の㈨質・能力をᢕᥱすることができるため大きな意味をᣢっている。今後もデータを✚し、生

ᚐの様々な変容をᢕᥱすることで、授業・課題研究・生ᚐのᣦᑟなど、様々な場面での改善に

つなげていきたい。 

また、ᮏᰯでの様々な取り⤌みに㛵して、それࡒれどのような㈨質・能力のྥ上がᮇᚅできる

のかを᭦に明確にし、それに応じた⤖果が᳨ドできるように $L *52: をά用していきたい。

－ 42 －



㸦㸲㸧ୡ⏺㏻⏝ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡿࡍຊࡢ⫱ᡂ 

ᐇィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ 

ルなど点で課題をᤊえ、言語・文化の␗なるே々と༠力ࣂンスの知識をᇶ┙に、グロー࢚イࢧ

して解決⟇をᑟき出す力がồめられている。ᾏእ発表やᅜ内でのᅜ際⛉学࢛ࣇーラムを実する

ことでࢧࠕイ࢚ンスࠖとࠕ英語ࠖの力を生かしてグローࣂルにά㌍するேᮦが⫱成できる。

㸦㸲�㸯㸧࣮ࣂ࣮ࢡࣥࣂጜጒᰯὶ㸦ᾏእ◊ಟࣥࣛࣥ࢜ὶ㸧

ᴫせࡢጜጒᰯὶ࣮ࣂ࣮ࢡࣥࣂ ���

・目 的㸸ձࣂンクーࣂーにあるጜጒᰯとのὶを㏻じて、学問を広く深く学ࡰうとする⢭⚄と

ែ度をᇵう。

ղ日ᮏのᑗ来をᨭえる論理的な思考力と㗦ᩄな感性を⫱み、ඛ➃的な⛉学の知識・技

術、技能をά用して、ୡ⏺でᖜ広くά㌍するே間を⫱成する 。

・ጜጒᰯ㸸'DYLG 7KRPSVRQ 6HFRQGDU\ 6FKRRO（ディࣅッドトンプࢯンセカンダࣜースクール） 

࠙௧㸴ᖺᗘᖺ㛫άືᐇ⦼ࠚ 

実日 内  容 ཧຍᩘ 

㸳᭶ �� 日 

オンラインὶ（文化ὶ） �� 名 

オンラインὶ（理ᩘ分野研究発表） 
� 名 

6/Ϩグローࣂル࣡ークショップձࠕ⣬㣕行機ࠖ 

㸶᭶ �� 日 

㹼�� 日 
ᾏእ研修プレゼンテーション⦎習 �� 名 

㸶᭶ �� 日 ᾏእ研修事前学習 ᶓ -,&$ ᾏእ⛣ఫ㈨ᩱ㤋ゼ問 �� 名 

㸷᭶㸷日 

㹼��日 

⌧ᆅ研修 

㸷᭶ �� 日 プレゼンテーション、カࣇェテࣜア体験、授業体験 

㸷᭶ �� 日 )UHVK 5RRWV 体験 

㸷᭶ �� 日 授業体験 

㸷᭶ �� 日 ࣇィールドトࣜップ�ࣂンクーࣂーᕷ内）、 

6/Ϩグローࣂル࣡ークショップղ࣌ࠕーパータ࣡ーࠖ 

�� 名 

㸷᭶ �� 日 

㹼�� 日 
<6)�6'*V ྥけプレゼンテーション⦎習 �� 名 

㸯᭶ �� 日 オンラインὶ（文化ὶ） �� 名 

㸱᭶ �� 日 

㹼�� 日 

デイࣅッドトンプࢯン㧗ᰯ来ᰯ予定 

6/Ϩグローࣂル࣡ークショップճ࣌ࠕーパーブࣜッࠖࢪ 

（課題研究発表 <6)�6'*V ཧຍ、文化ὶ等） 

��� ⌧ᆅ◊ಟ 

・実日㸸௧㸴年㸷᭶㸷日（᭶）㹼㸷᭶ �� 日（日） 

・ཧຍ⪅㸸㧗等学ᰯ �� 名、 㝃ᒓ୰学ᰯ � 名、 ᘬ率教ဨ 㸰名 

・内 容㸸␗文化における体験やὶάືなどを㏻してᅜ際ࢥミࣗࢣࢽーション能力を㣴うた

めにࣂンクーࣂーにて、 ームステイを実。㧗度な英語㐠用能力を身につけるた࣍

めにጜጒᰯデイࣅッド・トンプࢯン・セカンダࣜ・スクールに㏻学し、ጜጒᰯの授

業にཧຍしプレゼンテーションを行う等、⡆༢な᥈究άືを実。
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���⌧ᆅ࡛ࡢᵝᏊ 

��� ຠᯝ᳨ࡢド 

ཧຍ生ᚐの事後アンࢣートの⤖果ࠕ研修前に比べて、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら

考えられるようになった。ࠖࠕ主体的にุ᩿できるようになった。ࠖࠕ研修前に比べて、問題をより

良く解決する力が⫱成された。ࠖ 等の⫯定的な意見がᚓられた。

また、ᮏᰯの課題研究授業ࢧࠕイ࢚ンスࣜテラシーϨ（㹑㹊Ϩ）ࠖ の手法をάືに取りධれる実

άືにࡴル࣡ークショップࠖを行った。今年度は⌧ᆅでの対面での実をྵࣂ㹑㹊Ϩグローࠕ㊶

おいて、୧ᰯの生ᚐがグループを作り、えられた⛉学的プロࢪェクトに༠力して取り⤌んだ。

この取⤌に㛵して、ࠕ英語でのඹ同研究にᣮᡓしてみたくなったか とࠖいう質問に、㸶の生ᚐが

⫯定的な意見をᣢっていることが明らかになった。

アンࢣート⤖果の分ᯒから、ᮏプログラムが英語力のྥ上だけでなく、当ึの目的である␗文

化理解や主体性のྥ上にもᐤしたことが確認できた。᭦に、研修前より英語でのඹ同研究をや

ってみたいと考える生ᚐがቑえたため、ᑗ来ᅜ際的にά㌍する研究⪅としての⣲㣴も㣴われたと

言える。今後も᭦なる改善をᅗることで、より実したプログラムをᥦ౪していくことがᮃまれ

る。

㸦㸲�㸰㸧ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜⮬↛ඹ⏕◊ಟ㸦ᾏእ◊ಟ㸧 

ᴫせࡢඹ⏕◊ಟ↛⮬ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ ���

・目 的㸸 ձ オーストラࣜア・クイーンズランドᕞの自↛環境について学び、そのࠕ自↛ಖㆤࠖ

に対するオーストラࣜアのே々の思・ဴ学を学び理解を深める。

ղ 他ᅜの文化を学び、日ᮏの文化と比㍑しいの㐪いやඹ㏻点を見つけ、その᰿※に

あるṔྐ的⤒⦋やᆅ理的要ᅉについて理解を深め、多文化ඹ生♫に必要な⣲㣴

を身にける。

ճ 日ᮏ語௨እの言語の有用性にẼ࡙き、自分のẼᣢちや要ᮃを┦手にఏえるさまࡊ

まな方法を実㊶し、ࢥミࣗࢣࢽーションの方法の多様さと㇏かさにẼ࡙き、よりよ

 ࢺ࣮ࢣࣥᖐᅜᚋ࣮ࣂ࣮ࢡࣥࣂ

ุ᩿యⓗࠊ࠼⪄ࡽ⮬
 ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛

␗ᩥࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ
ࣙࣥຊࡀ㣴ࠋࡓࢀࢃ 

ⱥㄒ࡛ࡢඹྠㄢ㢟◊✲
 ࠋࡓࡗ࡞ࡃࡓࡋᣮᡓ
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いࢥミࣗࢣࢽーションのᅾり方について考える。 

・実日㸸௧㸴年 ��᭶ �� 日（日）㹼��᭶ �� 日（ᮌ） 

・ཧຍ⪅㸸㧗ᰯ㸯・㸰年ḟ 㸱名、 ᘬ率教ဨ 㸯名 

・研修ᆅ㸸ձクィーンズランド大学セントルシアキࣕンパス 

ղ⋤立ື物ᚅ㜵Ṇ༠ 

ճࣀースストラドブロークᓥ・クィーンズランド大学ᾏὒື物研究センター 

մクィーンズランドᕞ立༤物㤋 

 ෆᐜࡢඹ⏕◊ಟ↛⮬ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ ���

᪥⛬ ゼၥඛ➼ 

�� ᭶ �� 日（日） ኪ౽で成⏣✵ を出発 

�� ᭶ �� 日（᭶） ブࣜス࣋ン✵ ฿╔ 

7KH 8QLYHUVLW\ RI 4XHHQVODQG 6W�/XFLD &DPSXV での研修 

（クィーンズランド大学キࣕンパスࢶアー・6'*V セミࢼー） 

�� ᭶ �� 日（ⅆ） :LOGOLIH 5HVFXH 5HKDELOLWDWLRQ DQG (GXFDWLRQ $VVRFLDWLRQ ༗前研修 

5R\DO 6RFLHW\ IRU WKH 3UHYHQWLRQ RI &UXHOW\ WR $QLPDOV（㣗・セミ

 （ー・タ見学ࢼ

�� ᭶ �� 日（Ỉ） 1RUWK 6WUDGEURNH ᓥ見学 

0RUWRQ %D\ 5HVHDUFK &HQWHU（セミࢼー） 

�� ᭶ �� 日（ᮌ） ౽でブࣜス࣋ン✵ を出発 

ኤ้ 成⏣✵ ╔ 

���⌧ᆅ࡛ࡢᵝᏊ 

クィーンズランド大学での研修  0RUWRQ %D\ 5HVHDUFK &HQWHU での研修 

㸦㸲�㸱㸧ࡢࢽࢨࣥࢱὶ㸦ࣥࣛࣥ࢜㸧 

・日 時㸸௧㸴年 ��᭶ �� 日（Ỉ）����������� 

・場 ᡤ � ᮏᰯ㹁�� 教ᐊ（ཧຍ生ᚐ �� 名） 

タンࢽࢨアの㧗ᰯ生とのオンラインプログラムを今年度

ึめて実した。タンࢽࢨアというᅜについて知り、⌧ᆅの

㧗ᰯ生とὶをすることで、文化の㐪いやඹ㏻点について改

めて考えるよい機となった。ࠕᆅ理の授業で習ったことと

タンࢽࢨアでの生άがࣜンクして良い学びになった。ࠖ というኌもᐤせられ、ཧຍ⪅は、オンライ

ンὶを㏻じて自身の知識を深めることができた。自分の意見や考えを英語で表⌧し、ࢥミࣗࢽ

ーションをᅗる実㊶の場としてだけでなく、来年度ᶓで㛤ദ予定のࢣ 7,&$'� について知るき

っかけにもなり、ᅜ際的など野を広げ、アࣜࣇカㅖᅜの理解を深めるための㈗㔜な機となっ

た。␗文化ඹ生のさらなる理解につながることがᮇᚅされる。 
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㸦㸲�㸲㸧6FLHQFH ,PPHUVLRQ 3URJUDP
ᮏᰯの実験タ・タ備をά用して㸱日間እᅜே講ᖌによる理⛉実験やሗ技術実習、プレゼン

テーションのカ⦎を㞟୰的に行った。内容はすべて英語で行われ、生ᚐはᮇ間୰、英語で生άす

ることがồめられる。 

��� ◊ಟࡢᴫせ 

・目 的㸸ձ ୡ⏺で㏻用する研究⪅に必要な英語ࢥミࣗࢣࢽーション能力のᇶ♏を⠏く。 

ղ ࢧイ࢚ンス分野のᇶᮏ的な࣎キࣕブラࣜーをቑやし、英語の㐠用能力を㧗める。 

ճ 研修᪑行における英語での課題発表にྥけての事前準備とする。 

・日 時㸸௧㸴年 ��᭶㸷日（Ỉ）㹼�� ᭶ �� 日（㔠） 

・対 ㇟㸸ᮏᰯ㸯年ḟ生ဨ（��� 名） 

・講 ᖌ㸸እᅜே講ᖌ ��名 

��� ◊ಟෆᐜ 

・እᅜே講ᖌによる㸲つのトࣆックについての実験実習 

ձ'1$ ղS+ ճ┦対性理論 մ,R7 

・እᅜே講ᖌによるࠕඃれたཱྀ㢌発表とはࠖに㛵するᇶㄪ講ᗙ 

・英語プレゼンテーション㈨ᩱの作成ᣦᑟ 

・生ᚐの英語によるプレゼンテーション発表（㸲ே㸯グループでの発表） 

㸺今年度の様Ꮚ㸼 

��� ᖺᗘࡢࡽኚ᭦Ⅼ 

年度の┬点を㚷みて、ሗ分野のトࣆックࠕ,R7・プログラミングࠖをࠕ,R7ࠖに変᭦し、

センࢧーを用いたプログラミング実習を行った。

今年度は、㸱日間生ᚐが英語で生άする環境をよりᩚえるために、プログラムのᴫ要を説明す

る時間と事前学習のための時間をそれࡒれ確ಖして、プログラムをて英語で行うື機࡙けをᚭ

ᗏして行った。 

��� ຠᯝ᳨ࡢド 

㸱日間すべての時間で✚ᴟ的に英語を使おうとする意ᚿが見ཷけられた。年度からの変᭦と

してプログラムの㊃᪨やスࣗࢪࢣールは日ᮏ語で説明しているため、ὶれや目ᶆを生ᚐ自身が理

解した上で、実習が行えたからかと定される。

またࠕ,R7 のࠖトࣆックでは使用できる機器のᩘにไ㝈はあったものの、⌜を工夫して作成し、

多くの生ᚐがセンࢧーにゐれて実習が行えたかと思われる。
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㸦㸲�㸳㸧እ㒊ᣦᶆࡿࡼⱥㄒ㐠⏝⬟ຊ᳨ࡢド 
目ᶆ㸲ࠕୡ⏺に㏻用するࢥミࣗࢣࢽーション力の⫱成ࠖの㐩成状況を᳨ドするデータの一つと

して、ᮏᰯでは生ᚐの英語㐠用能力の変容についてእ部ᣦᶆを用いて年㸯回 定している。年

度にᘬき⥆き、㸯・㸰年ḟ生は㹅㹒㹃㹁（㸱技能）のཷ᳨を実した。 

また、㸯・㸰年ḟのほとんどの生ᚐが㸯年ḟから英᳨も✚ᴟ的にཷ᳨している。㸱年ḟ生は、

㸴᭶にᶓᕷのබ㈝により、ဨがᕼᮃする⣭の英᳨をཷ᳨できる体ไがᩚえられている。 

��� 㹅㹒㹃㹁ࡿࡼࢥࢫࡢⱥㄒ㐠⏝⬟ຊ᳨ࡢド 

ࣜーディング、ࣜスࢽング、ライティングの㸱技能てにおいてᅜᖹᆒを㉸えており、ࣜ

ーディングやࣜスࢽングに㛵しては ��㹼��㸣㏆く上回っている。㸰年ḟ生のライティングは

年度に比べ、ᖹᆒスࢥアはቑຍしている一方で、他技能に比べて大きなఙびが見られず、

学ᰯ体としてもᅜᖹᆒとのᕪがᑠさいため、ライティングスキルを強化することが今後

の課題である。今後⥅⥆ཷ᳨し、さらに᳨ドを進める。 

��� ⱥ᳨ྲྀࡢᚓ⣭ࡿࡼⱥㄒ㐠⏝⬟ຊ᳨ࡢド 

ୗのグラࣇを見ると、英᳨㸰⣭௨上を取ᚓしている生ᚐの合が、㸯年ḟでは ����㸣だったの

に対し、㸰年ḟでは ����㸣、㸱年ḟでは ����㸣と╔実にቑຍしていることがわかる。 

࠙ྛᖺḟࡿࡅ࠾ⱥ᳨ྲྀࡢᚓ⋡ࠚ 

࠙㹅㹒㹃㹁㧗ᰯ㸯࣭㸰ᖺḟࢥࢫࡢᅜᖹᆒࡢẚ㍑ࠚ 

௧ � ᖺ �� ᭶ �� ᪥㧗ᰯ㸯࣭㸰ᖺḟ⏕ဨࢆᑐ㇟ᐇࡓࡋ *7(& $GYDQFHG㸦㸱ᢏ⬟㸧ࡢ⤖ᯝ 

�⣭௨ୗ

����

�⣭௨ୗ �����

�⣭௨ୗ �����

準�⣭ �����

準�⣭ �����

準�⣭ �����

�⣭ �����

�⣭ �����

�⣭ �����

準�⣭ �����

準㸯⣭ ����

準�⣭ ����

�⣭ ����

�⣭����

�� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ����

�年ḟ

�年ḟ

�年ḟ

㸱⣭௨ୗ 準㸰⣭ 㸰⣭ 準�⣭ 㸯⣭

－ 47 －



㸦㸳㸧ᶓᕷ❧Ꮫࡢ㐃ᦠࢆ㍈ࡓࡋ㧗᥋⥆ࡢ◊✲ 

ᐇィ⏬ࡿࡅ࠾௬ㄝ 

プログラムࠖにຍえ、他大学との㧗大接⥆のඛ進的なࣔデルを構⠏すれࢪᶓᕷ大チࣕレンࠕ

ば、より㧗いレ࣋ルの理ᩘ実㊶⪅（ࢧイ࢚ンス࢚ࣜート）を㍮出することができる。

㸦㸳�㸯㸧ᶓᕷ❧Ꮫࡢ㧗㐃ᦠ࣭᥋⥆ 

㸦㸳�㸰㸧ᶓᕷ࣒ࣛࢢࣟࣉࢪࣥࣞࣕࢳ 

��� ᖺᗘࡢලయⓗ࡞άື

ᶓᕷ立大学のධ学ヨ験の一環として、ࢧイ࢚ンスࣜテラシー（㹑㹊）、学習成⦼などの取

⤌を⥲合的にホ౯するࠕᕷ大チࣕレンࢪプログラムࠖを実している。㸰年ḟのࢧイ࢚ンスࣜテ

ラシーϩ（㹑㹊ϩ）᭱⤊発表におけるホ౯と学習成⦼の⥲合的なホ౯のϨᯟ、ࢧイ࢚ンスࣜテラ

シーϩ（㹑㹊Ϫ）で⥅⥆して研究を行い、㸱年ḟにおける研究に対してホ౯するϩᯟ、⛉学オࣜ

ンࣆック・チࣕレンࢪやබ㛤⛉学技術➇技大でめた成⦼をホ౯するϪᯟによって㑅考される。

ᮏプログラムϩᯟでは、㸴᭶にᶓᕷ立大学㔠ἑඵᬒキࣕンパスで୰間発表（ཱྀ㢌発表）を行

い、そこで研究に㛵する様々なアドࣂイスをཷけ、㸶᭶に㸯ḟ㑅考の研究発表でཱྀ㢌発表を行

った。発表後も研究は⥅⥆して行い、�� ᭶には᭱⤊的なࠕ進捗ሗ࿌ࠖを行った。ධ学内定後に

は、ධ学前教⫱として課題に取り⤌み、㸰᭶にはᶓᕷ立大学理学部の༞業研究発表に⫈講ཧ

ᶓᕷ❧Ꮫ（さらに深く㧗度な研究の接⥆）

ᣦᑟࡢϨ࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧ

 ンス࢚ࠖイࢧගのࠕ

 ンス࢚ࠖイࢧ生物のࠕ

 ンス࢚ࠖイࢧテクのࣀࢼࠕ

 ンス࢚ࠖイࢧィ⟬⛉学のࠕ

 ンス࢚ࠖイࢧィの⤫ࠕ

ৈಉ৾ૅ�
�ফڭ

ᣦᑟࡢϩ࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧ

㸳᭶ テーマタ定ᣦᑟ㺃ຓ言 

  （㝶時研究ᣦᑟ） 

㸶᭶ ୰間発表ホ౯㺃ຓ言 

㸯᭶ ᭱⤊発表ホ౯㺃ຓ言 

ৈಉ৾ૅ�
�ফڮ

ᣦᑟࡢϪ࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧ

㸲᭶ ᕷ大チࣕレンࢪ説明 

㸴᭶ ᕷ大チࣕレンࢪ୰間発表 

㸶᭶ ᕷ大チࣕレンࢪ㸯ḟ㑅考 

�� ᭶ ᕷ大チࣕレンࢪ㸰ḟ㑅考 

ৈಉ৾ૅ�
�ফگ

年間 �� ༢ඖのうち
㸳つをᶓᕷ大の
教ဨがᢸ当

�� のࢥースのうち
㸷ࢥースにᶓᕷ大
の教ဨがᡤᒓ

ᶓᕷ立大学での
学びをど野にධれ
たᣦᑟとホ౯

ᶓᕷ◊✲ᐊゼၥ

（ᕼᮃไ）ኟఇみᮇ間

୰に実。理学部の㸴

つの研究ᐊをまわり、

ඛ生や学生から研究に

ついて学ࡪ。

ᶓᕷ་Ꮫ㒊ᐇ⩦

（ᕼᮃไ）

ᶓᕷࢪࣥࣞࣕࢳ

࣒ࣛࢢࣟࣉ

研究成果や学業成⦼

にᇶ࡙き、ᑗ来のࢧイ

ンティストとしての࢚

㈨質が༑分認められる

生ᚐを合᱁⪅として認

めるไ度 

（Ϩ、ϩ、Ϫᯟ） 

㧗㐃ᦠ༠㆟ 

ᮏᰯ⟶理⫋、ᶓᕷ大㧗大接⥆ᢸ当⪅ 

⌮⛉ᩍ⫱ࡿ࠼⪄ࢆ 

ᮏᰯཬびᶓᕷ大㐃ᦠ授業ᢸ当⪅ 
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ຍした。今年度はϨᯟで㸯名、ϩᯟで㸱名のィ㸲名がᮏプログラムで合᱁を果たした。今年度合

᱁した生ᚐの研究タイトルとダイࢪェストをḟに♧す。

࠙ᕷ大チࣕレンࢪプログラムに取り⤌んだ生ᚐの研究タイトルࠚ 

   ・カタࢶムࣜと࣓ࢼクࢪの殻の有↓による㐪い 

・あるᅗᙧから等㊥㞳の点の㌶㊧の方程ᘧ 

・効率的なカゼインプラスチックの合成 

・ア࣓ࣜカデイࢦのⰼはなࡐ上ୗ㏫㌿しているのか 

��� ຠᯝ᳨ࡢド

・生ᚐは」ᩘのᶓᕷ立大学の教ဨからᣦᑟをཷけることで、同大学ධ学後の学びについて理解

を深めることができる。一方、ᶓᕷ立大学の教ဨも、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϨ㹼Ϫまで㧗ᰯ

㸱年間のᣦᑟに㛵わることで、ᮏᰯの教⫱課程や生ᚐについての理解を深めることができる。

・方の教ဨが㧗大接⥆について率直に意見を換し合うࠕ理⛉教⫱を考えるࠖを定ᮇ的にタ

定することで、㧗大接⥆の⥅⥆、発ᒎにつなげている。

・㑅考の様Ꮚをᮏᰯの教ဨもオンラインでど⫈した。ᶓᕷ立大学の教ဨからの生ᚐの発表に対

する意見やアドࣂイスをᮏᰯの教ဨも教習することで、その後の研究方法について、より具体

的かつ的確にᣦᑟすることができた。

・今後、ᮏプログラムをᇶに、他大学とも㧗大接⥆の⤌みを作る（㹑㹑㹆㔜点ᯟでのᅜ際ඹ同

課題研究を࣋ースとしたマレーシアプトラ大学との㐃ᦠおよびධヨの利用については、㑅考

実要㡯を⥾⤖）ことは、生ᚐが㸱年間研究に㞟୰することができ、より質の㧗い研究につな

げることができると考えている。

��� ᚋࡢㄢ㢟 

ᶓᕷ立大学チࣕレンࢪプログラムは、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϩ、Ϫでの課題研究の取⤌を᭱

大㝈に生かすことができる他の㧗ᰯにはない有意義なプログラムである。これをά用して進㊰実

⌧につなげたいと考えている生ᚐは多い。同プログラムに応ເするには、㸱年ḟで研究を深化さ

せていく必要があり、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϪの授業の୰で進めていくことがᮃましい。今年度

は、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϪを㸱年ḟで㑅ᢥしやすいよう、授業㑅ᢥ⩌のタ置の方を工夫した

⤖果、㑅ᢥ⪅がቑຍした。一方で、㸱年ḟの⛉目㑅ᢥを決める㸰年ḟの ��᭶には、ᕷ大チࣕレン

プログラムでの進学を決定する必要があり、他のᅜබ立大学進学（一⯡、⥲合ᆺ㑅ᢤともに）ࢪ

ンスࣜテラシー࢚イࢧ、の不Ᏻ感からかの可能性もṧすなかで、᪩ᛴに進㊰を決定すること

Ϫの㑅ᢥを㌋㌉する生ᚐもみられた。生ᚐの進㊰ᕼᮃに合わせた⛉目㑅ᢥのᰂ㌾性も᳨ウしつつ、

ᕷ大チࣕレンࢪプログラムのᏑᅾ、⤌み、また同プログラムで進学後に、ᶓᕷ立大学が取り

⤌んでいるࠕ理ᩘマスター⫱成プログラム （ࠖ㸯年ḟから研究άືを行える理ᩘ⣔学生のための

ᮏ学⊂自の≉ูプログラム）により、㧗ᰯから大学まで⥅⥆して研究に取り⤌めることの࣓ࣜッ

トを理解してもらえるよう、ᶓᕷ立大学と㐃ᦠしながら同プログラムを㑅ᢥする生ᚐをቑやし

ていくことが必要である。

᪩いẁ㝵から㨩力に感じてもらえるよう、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϨで講義をᣢつᕷ大のඛ生方

にも༠力いただきながら、応ເの意識けをするとともに、ಖㆤ⪅でも説明をし、生ᚐの課題

研究の成果を㧗大接⥆につなげるࣔデルࢣースとしてさらに発ᒎさせていきたい。
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մ ᐇࡢຠᯝࡢࡑホ౯ 

生ᚐの課題研究等の成果は、学やࢥンテストの実⦼に表れている。また、ᰯ内ではそれࡒれの

取⤌の前後でཧຍ生ᚐのアンࢣートㄪᰝを行い、成果と課題の分ᯒ、᳨ドを行い、ḟ年度௨㝆の

改善に生かしている。（ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϨ㺃ϩの生ᚐアンࢣート⤖果はࠕ㛵ಀ㈨ᩱ㸰・㸱 、ࠖ

ンス教ᐊはᮏ文࢚イࢧ S������ ཧ↷） 

その他、௨ୗのᣦᶆ等を用いながら多ゅ的に実の効果とそのホ౯を行っている。

���Ꮫ࣭ࡢ➼ࢺࢫࢸࣥࢥཧຍ≧ἣ 

㹑㹊ϩ・Ϫや⛉学⣔部άືの研究成果発表の場として、学やࢥンテストに✚ᴟ的にཧຍさせ、

研究㛤発の成果を᳨ドするᣦᶆの一つとして用いている。௧㸴年度は、日ᮏ生物学オࣜンࣆッ

ク ���� 㖡㈹・➨ ��回ᅜ際生物学オࣜンࣆック（,%2 ����）カࣇࢨスタン大 㖟࣓ダル、ࣚーロ

ッパዪᏊᩘ学オࣜンࣆック（(*02 ����）࣎ࢯࢥ大 日ᮏ௦表㑅出、➨ ��回ᅜ際ᆅ理オࣜンࣆッ

ク アイルランド大出場等、ᅜレ࣋ル、ୡ⏺レ࣋ルでの大でホ౯をཷけた（具体的なデータ

はࠕ㛵ಀ㈨ᩱ㸵ࠖཧ↷）。 

���ⱥㄒእ㒊ᣦᶆ&)7*ࠕ�ࢡࢵࢸ࣮ࢪ�࣭ⱥ᳨ࠖࡿࡼศᯒ᳨ド 

目ᶆ㸲ࠕୡ⏺に㏻用するࢥミࣗࢣࢽーション力の⫱成ࠖの㐩成状況を᳨ドするデータの一つと

して、ᮏᰯでは生ᚐの英語㐠用能力の変容についてእ部ᣦᶆを用いて年㸯回 定している。 

今年度の *7(& の⤖果を見ると、ࣜーディング、ࣜスࢽング、ライティングの㸱技能てにおい

てᅜᖹᆒを㉸えており、ࣜーディングやࣜスࢽングに㛵しては ��㹼��㸣㏆く上回っている。㸰

年ḟ生も年度のᖹᆒから㸱技能すべてでྥ上していることがわかる。また英᳨では、英᳨㸰⣭

௨上を取ᚓしている生ᚐの合が、㸯年ḟでは ����㸣だったのに対し、㸰年ḟでは ����㸣、㸱年

ḟでは ����㸣と╔実にቑຍしていることがわかる（具体的なデータはᮏ文 S��� ཧ↷）。

���ㄢ㢟᥈✲ຊࢆ ᐃࡿࡍእ㒊ᣦᶆࠕ$L�:52* ��ࡿࡼࠖ�࢘ࣟࢢศᯒ᳨ド 

ᚑ来よりもᐈほ的、多ゅ的など点から研究㛤発の成果を᳨ドできるよう、௧㸱年度より課題

研究力を 定するእ部ᣦᶆとして ,*6 ᰴᘧ♫のࠕ$L *52:ࠖを㝃ᒓ୰㸯年生から㧗ᰯ㸰年ḟ生ま

でのဨを対㇟に年㸰回実している。 

㝃ᒓ୰学ᰯ出身生ᚐと、他の୰学ᰯ出身生ᚐとの比㍑を見ると、㧗ᰯ㸯年ḟ㸰年ḟともに㝃ᒓ

୰学ᰯから進学してきた生ᚐの୰ኸ್がての㡯目のスࢥアで他の୰学ᰯからධ学した生ᚐの୰

ኸ್を上回った。ࢧイ࢚ンススタディーズなど୰学ᰯẁ㝵での課題研究の取⤌の成果が表れてい

ると考えられる（具体的なデータはᮏ文 S��� ཧ↷）。 

㝃ᒓ୰学ᰯ出身生ᚐの㸲年間の᥎⛣をみると体的に上㸲分の㸱は年々上がっており、多く

の㡯目で㸲年目の୰ኸ್が᭱も㧗くなるഴྥになることが分かる。≉にᢈุ的思考力・造的思

考力については㢧ⴭに表れている。これは、ᮏᰯでのディスカッションを取りධれた授業やࢧイ

ンスࣜテラシーϨといった、思考άືのある授業が多いことが理⏤の一つと考えられる（具体࢚

的なデータはᮏ文 S��� ཧ↷）。 

���༞ᴗ⏕⟶⌮⫋࣭ᖖ௵ࡢ࣮ࢨࣂࢻ࣮ࣃ࣮ࢫ᠓ㄯ 

༞業生で⤌⧊される同❆の௦表と、ὸᓥㄔᖖ௵スーパーアドࣂイࢨー、ᑠᓥㅬ一≉ู⛉学技

術㢳問、およびᮏᰯ⟶理⫋による᠓ㄯをẖ年㛤ദしている。௧㸴年度は㸶᭶㸴日（ⅆ）に実

し、㸰ᮇ（ᮏᰯ ���� 年༞業生）㹼�� ᮇ（ᮏᰯ ���� 年༞業生）まで㸶名がཧຍした。当時の学

ᰯ生άで感じていたこと、それが♫に出てどのような力につながっているか、これからの学ᰯ

にᮇᚅすることなどについて意見換を行った。

���༞ᴗ⏕ࡿࡼࢺ࣮ࢣࣥࣥࣛࣥ࢜ศᯒ᳨ド 

௧㸴年㸰᭶に༞業生の状況ᢕᥱとࢧイ࢚ンスࣜテラシーの授業改善等を目的に༞業生を対

㇟としたアンࢣートをオンラインで実し、༞業後の進㊰や研究テーマについて㏣㊧ㄪᰝを行っ

－ 50 －



た。ࠕ大学ධ学後、他ᰯを༞業した学生よりඃ性を感じた点ࠖとして、ࠕポスター、スライドの

まとめ方 英語プレゼンテーション能力ࠕࠖ ጼໃࠖなどが上を༨め、ᮏᰯでᇵࡴ⤌研究に取りࠕࠖ

われた㈨質・能力が༞業後の進学ඛでも生かされていることが♧された。

���ᩍဨࡿࡼࢺ࣮ࢣࣥࡢศᯒ᳨ド 

௧㸲年度に教ဨを対㇟に実したアンࢣート（����� 回答率 ���㸣）からは、ᶓ㹇Ｄ㹃Ａ

㹊㹑の目ᣦすカࣜキࣗラム・マ࣓ࢪࢿントにྥけて、学ᰯ体で取り⤌めていることが♧された。 

タ問㸯では、教ဨの ����㸣が、ᮏᰯでカࣜキࣗラム・マ࣓ࢪࢿントの୰ᚰに置࡙けている

㹑㹊の授業を㏻して、タ定した㸴つの㈨質・能力（課題発見力・課題᥈究力・課題解決力・ሗ

㞟力・ディスカッション力・プレゼンテーション力）がྥ上していると回答している。

タၥ㸯㸬㹑㹊Ϩ࣭ϩ࣭Ϫࡢᤵᴗ࡚ࡗࡼ⏕ᚐࠕࡢㄢ㢟Ⓨぢຊ࣭ㄢ㢟᥈✲ຊ࣭ㄢ㢟ゎỴຊ࣭ሗ㞟
ຊ࣭ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹຊ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉຊࠖࡿ࠸࡚ࡋୖྥࡀᛮࠋ࠺

ᩍဨ ⌮⛉㺃ᩘᏛ㺃ሗ⛉ᢸᙜᩍဨ ࢀࡑ௨እࡢᩍ⛉ࡢᩍဨ 

ձ当てはまる ����� ⫯ᐃⓗ 

����㸣

����� ⫯ᐃⓗ 

����㸣 

����� ⫯ᐃⓗ 

����㸣 ղやや当てはまる ����� ����� ����� 

ճあまり当てはまらない ���� ྰᐃⓗ 

���㸣

����� ྰᐃⓗ 

����㸣 

���� ྰᐃⓗ 

���㸣 մ当てはまらない ���� ���� ���� 

յわからない ���� ���㸣 ���� ���㸣 ���� ���㸣 

   

タၥ㸰㸬㹑㹊௨እࡢᤵᴗ࡛ࠕㄢ㢟Ⓨぢຊ㺃ㄢ㢟᥈✲ຊ㺃ㄢ㢟ゎỴຊ㺃ሗ㞟ຊ㺃ࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹຊ㺃
ࠋ㸧ࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡶ⤌ࡾ㸦ྲྀࡔࢇ⤌ࡾᖺᗘྲྀᤵᴗࡿࡍᡂ⫱ࢆຊࠖࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ

ᩍဨ ⌮⛉㺃ᩘᏛ㺃ሗ⛉ᢸᙜᩍဨ ࢀࡑ௨እࡢᩍ⛉ࡢᩍဨ 

ձ当てはまる ����� ⫯ᐃⓗ 

����㸣

����� ⫯ᐃⓗ 

����㸣 

����� ⫯ᐃⓗ 

����㸣 ղやや当てはまる ����� ����� ����� 

ճあまり当てはまらない ����� ྰᐃⓗ 

����㸣

����� ྰᐃⓗ 

����㸣 

����� ྰᐃⓗ 

����㸣 մ当てはまらない ���� ���� ���� 

   

タ問㸰では、教ဨの ����㸣がᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑の㸴つの㈨質・能力を⫱成する授業に取り⤌

んだ、または年度内に取り⤌もうとしている。≉にᅜ語、ᆅṔ・බẸ、英語等、理ᩘ⣔௨እの教⛉

をᢸ当する教ဨの方が、ࡴしろ✚ᴟ的に取り⤌んでおり、ᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑の目ᣦすカࣜキࣗラ

ム・マ࣓ࢪࢿントにྥけて、学ᰯ体で取り⤌めていることが♧された。

⫯ᐃⓗ 

����٫�
⫯ᐃⓗ 

����٫�
⫯ᐃⓗ 

����٫�

⫯ᐃⓗ 

����٫�
⫯ᐃⓗ 

����٫�
⫯ᐃⓗ 

����٫�
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յ 㹑㹑㹆୰㛫ホ౯࡚࠸࠾ᣦࡓࡅཷࢆ㡯ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢᨵၿ㺃ᑐᛂ≧ἣ 

���⟶⌮⫋ᑟࡢୗ࡛ᰯෆࠕ㹑㹑㹆ᑗ᮶ᵓጤဨࠖࢆ⤌⧊ 

୰間ホ౯でのᣦを㋃まえ、これまでの研究㛤発における成果・課題を分ᯒし、㹑㹑㹆➨ϫᮇ

を見ᤣえた改善と対応を行うことを目的に、ࠕ㹑㹑㹆ᑗ来構ጤဨࠖを⤌⧊している。⟶理⫋と

ンスࣜテラシーϨ・ϩ・Ϫのᒚ修ᙧែ、㧗大接⥆プ࢚イࢧ、ル事ົᒁの他ࣂンス・グロー࢚イࢧ

ログラムの᳨ウを進めるために、教ົ部と進㊰ᣦᑟ部の主௵またはᢸ当教ဨで⤌⧊される。

࠙㹑㹑㹆ᑗ᮶ᵓጤဨ⤌⧊ᅗࠚ

���ᰯࡓࡅྥᐇ㊶୍ࡢ⯡㸦ࡢ➼ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ά⏝㸧 

㹑㹑㹆➨Ϫᮇᣦ定㸳年間の取⤌とその成果を、他ᰯのཧ考となるように、一⯡化して発ಙして

いく必要がある。ᮏᰯ࣍ーム࣌ーࢪに௨ୗをබ㛤することで研究成果のᬑཬ・発ಙに取り⤌んだ。 

・ᣦ定➨Ϩᮇ㸯年目から年度（➨Ϫᮇ㸲年目）まで �� 年分のࠕ㹑㹑㹆研究㛤発実ሗ࿌᭩ࠖ

 ンスࣜテラシー等㹑㹑㹆の≉Ⰽある取⤌内容࢚イࢧ・

・㹑㹊Ϩ年間授業ィ⏬、ྛ༢ඖのポート࢛ࣜࣇオやホ౯ルーブࣜック 

���ᰯࡓࡅྥᐇ㊶୍ࡢ⯡㸦ࢫ࢚ࣥࢧᩍ⫱᥎㐍ᴗ㸧 

୰間ホ౯をཷけて௧㸲年度にタ立したࠕᶓᕷ立㧗等学ᰯࢧイ࢚ンス教⫱᥎進༠㆟ࠖのᣐ

点ᰯとして、年間㸰㹼㸱回༠㆟を㛤ദし、ᶓᕷ立㧗ᰯでの課題研究άືの᥎進にດめている。

ᮏᰯの≉ู⛉学技術㢳問が༠㆟の㢳問であり、ᮏᰯの取⤌を୰ᚰに、課題研究について研修や

༠㆟を行っている。 

また、௧㸳年㸰᭶に⟇定されたᶓᕷ➨㸲ᮇ教⫱⯆ᇶᮏィ⏬の୰に、ᶓᕷ立㧗ᰯ体の

ンス教⫱の᥎進を目ᣦし、ᮏᰯをᣐ点として⛉学⪅の講₇や業と㐃ᦠしたプログラム等࢚イࢧ

を⏬するࢧࠕイ࢚ンス教⫱᥎進事業ࠖが᪂たに┒り㎸まれた。 

௧㸴年度 ��᭶には、⚄ዉᕝ┴体の課題研究の᥎進にྥけて、ᮏᰯを場に⚄ዉᕝ┴立の㹑

㹑㹆ᣦ定ᰯཬび理ᩘ教⫱᥎進ᰯとの㐃⤡༠㆟を㛤ദし、ᮏᰯの取⤌を発ಙした。 

 ᨵၿࡢᒚಟ≧ἣࡢϪ࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧ���

㹑㹑㹆ᑗ来構ጤဨを㛤ദし、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϪ（㹑㹊Ϫ）のᒚ修⪅ቑの方⟇を᳨ウ

している。➨ϫᮇのᣦ定を見ᤣえて、教⫱課程上の置࡙けやᒚ修ᙧែ（必修㸭㑅ᢥ）等に㛵し

て、⥅⥆的に㆟論を進めてきた。 

௧ � 年度は、より多くの生ᚐが㹑㹊Ϫを㑅ᢥし、研究を⥅⥆できるように、㑅ᢥ⛉目⩌の見

直しを実した。その⤖果௧㸵年度の㑅ᢥ⪅は、前年度に比べಸቑしている。

㹑㹑㹆ᑗ᮶ᵓጤဨ

⟶⌮⫋ 

㐍㊰ᣦᑟ㒊 

 ົᒁࣝࣂ࣮ࣟࢢ㺃ࢫ࢚ࣥࢧ

ᩍົ㒊 
ᩍ⫱ㄢ⛬ 
ጤဨ 

 ࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧ

ᅜㄒ⛉ 

ᆅṔ࣭බẸ⛉ 

ᩘᏛ⛉ 

⌮⛉ 

ಖయ⫱⛉ 

ⱁ⾡⛉ 

ⱥㄒ⛉ 

ᐙᗞ⛉ 

ሗ⛉ 
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 ᨵၿࡢཧຍ≧ἣࡢ࣎ࣛࢫ࢚ࣥࢧ���

㧗ᰯ㸯年ḟ生のಶே研究をࢧポートする、ᨺ課後のࢧࠕイ࢚ンスラࠖ࣎のάືᣑ大にྥけたＰ

㹐やࢧポート教ဨの体ไについて㆟論を進めている。ࢧࠕイ࢚ンスラࠖ࣎に、より多くの生ᚐがཧ

ຍできるようᨺ課後のάື場ᡤのᣑ大、および≉ู㠀ᖖ講ᖌもά用したᣦᑟຓ言ᢸ当⪅のᣑ

をᅗり、⌧ᅾは㝃ᒓ୰学ᰯ出身⪅を୰ᚰに �� 名の生ᚐがάືしている。（⌧㧗㸯では㝃ᒓ୰学ᰯ

出身⪅の⣙ ���がཧຍ） 

���ᶓᕷࡢ࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࢪࣥࣞࣕࢳධᏛ⪅ࡢ㏣㊧ㄪᰝ 

ᶓᕷ立大学との㧗大接⥆㐃ᦠ༠㆟や理⛉教⫱を考える等の場で、ᮏᰯから同大学にධ学

した生ᚐの㏣㊧ㄪᰝの⤖果をすでにඹ有し、ධヨᙧែの㐪いによるഴྥなどについて᳨ドを進め

ている。

��� 㹑㹅㹆ࡢᡂᯝࡶά⏝ࡓࡋᾏእ㐃ᦠࡢᣑ 

ᶓ㹑㹅㹆予⟬により、㹑㹅㹆ᣦ定ᮇに実していたᾏእ研修を⥅⥆するためのᨭ体ไはで

きている。᪂ᆺࢥロ࢘ࢼィルスによるไ㝈が⦆される୰でࠕオーストラࣜアイマーࢪョン実習ࠖ

ム環境問題ㄪᰝࢼト࣋ࠕ 。マレーシア⇕ᖏᯘㄪᰝࠖの実可能性について、᳨ウしてきたࠕࠖ

௧㸴年度は、㹑㹅㹆ᾏእ研修を発ᒎさせたࠕオーストラࣜア自↛ඹ生研修ࠖの他、ࣂࠕンクー

ーጜጒᰯὶࠖも再㛤した。また、㹑㹑㹆㔜点ᯟで取り⤌んだマレーシアプトラ大学とのᅜ際ࣂ

ඹ同課題研究は、ࠕマレーシア⇕ᖏᯘㄪᰝࠖの㐃ᦠを࣋ースに発ᒎさせた取⤌である。

ն ᰯෆࡿࡅ࠾㹑㹑㹆ࡢ⤌⧊ⓗ᥎㐍యไ 

 ົᒁࣝࣂ࣮ࣟࢢ㺃ࢫ࢚ࣥࢧ���

㹑㹑㹆にಀるάືの⏬立、⏦ㄳ等の୰ᚰはᰯົ分ᤸ内のࢧࠕイ࢚ンス㺃グローࣂル事ົᒁࠖ

がᢸ当する。ࢧイ࢚ンス㺃グローࣂル事ົᒁは、業ົの過度な負ᢸを㑊けるため、分ᤸ୰᭱多の ��

名の⫋ဨ（㧗等学ᰯ ��名、㝃ᒓ୰学ᰯ㸱名）でᢸ当し、㐺ษな分ᢸの୰でに業ົを㐙行して

いる。

 ᩍ⫱᥎㐍ဨࢫ࢚ࣥࢧ���

ル事ົᒁのࣂンス㺃グロー࢚イࢧ �� 名とはูに、ࢧイ࢚ンス教⫱᥎進ဨ（⟶理⫋⤒験⪅）㸯名

が、⟶理機㛵によって㓄置され、㐠Ⴀの⿵ຓやຓ言、成果のᬑཬをᢸ当している。

���㹑㹑㹆ᑗ᮶ᵓጤဨ 

⟶理⫋とࢧイ࢚ンス・グローࣂル事ົᒁの他、ࢧイ࢚ンスࣜテラシーϨ・ϩ・Ϫのᒚ修ᙧែ、㧗

大接⥆プログラムの᳨ウを進めるために、教ົ部と進㊰ᣦᑟ部の主௵等で⤌⧊される。

 ࣮ࢨࣂࢻ࣮ࣃ࣮ࢫ���

ὸᓥㄔᖖ௵スーパーアドࣂイࢨーをྵࡴ㸲名のスーパーアドࣂイࢨーからᮏᰯの㹑㹑㹆㐠Ⴀに

ついてຓ言をཷけている。

���⛉Ꮫᢏ⾡㢳ၥ㆟ 

研究機㛵㸴名、大学㛵ಀ �� 名、業 �� 名の研究⪅で構成されるࠕ⛉学技術㢳問㆟ࠖを年㸯

回㛤ദし、ᮏᰯの実㊶ሗ࿌と意見㞟⣙を行い、㹑㹑㹆の取⤌にᫎさせている。

���㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

ὸᓥㄔᖖ௵スーパーアドࣂイࢨー、ᑠᓥㅬ一≉ู⛉学技術㢳問の他㸳名のእ部有識⪅、教⫱㛵

ಀ⪅によるࠕ㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ をࠖ年㸱回㛤ദし、実㊶ሗ࿌と意見㞟⣙を㏻して、㹑㹑㹆の取

⤌の改善に生かしている。
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���ᕷ❧㧗ᰯࢫ࢚ࣥࢧᩍ⫱᥎㐍ᢸᙜ 

ᶓᕷ立㧗等学ᰯにࢧイ࢚ンス教⫱᥎進ᢸ当教ဨを㓄置し、成果のᬑཬをᅗっている。

���㹑㹊㐠Ⴀጤဨ 

課題研究ࠕ㹑㹊Ϩ㺃ϩ㺃Ϫ のࠖሗ換と改善の᳨ウを目的に、ᑠᓥㅬ一≉ู⛉学技術㢳問同ᖍ

の上で㹑㹊Ϩ㺃ϩ㺃Ϫᢸ当教ဨによるࠕ㹑㹊㐠Ⴀጤဨࠖをẖ᭶㛤ദしている。

շ ᡂᯝࡢⓎಙ࣭ᬑཬ 

ᮏᰯの≉Ⰽある取⤌を、㹑㹑㹆➨Ϫᮇ㸳年間の研究㛤発の成果として可ど化し、内እに発ಙして

いく必要がある。年間 �� アクセスを㉸えるᮏᰯ࣍ーム࣌ーࢪや、ᮏᰯ主ദの研究発表等を有

効にά用し、成果の発ಙ・ᬑཬにດめている。 

 Ⓨಙࡢ࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ ���

ᮏᰯトップ࣌ーࢪには、௧㸴年㸲᭶から௧㸵年㸰᭶までの �� カ᭶間で ������� ௳のアクセ

スがあり、௨ୗをබ㛤することで研究成果のᬑཬ・発ಙに取り⤌んでいる。 

・ᣦ定➨Ϩᮇ㸯年目から年度（➨Ϫᮇ㸲年目）まで �� 年分のࠕ㹑㹑㹆研究㛤発実ሗ࿌᭩ࠖ

 ンスࣜテラシー等㹑㹑㹆の≉Ⰽある取⤌内容࢚イࢧ・

・㹑㹊Ϩ年間授業ィ⏬、ྛ༢ඖのポート࢛ࣜࣇオやホ౯ルーブࣜック 

��� ᮏᰯദࡢ◊✲Ⓨ⾲ࡢ㛤ദ 

௨ୗの発表を㛤ദし、研究成果の発ಙに取り⤌んでいる。

・理ᩘ分野課題研究発表567ࠖ,(�(6>ࠕ 

・ᩘ学分野課題研究発表0ࠕDWK )RUXP（マス࢛ࣇーラム）ࠖ 

��� ᰯ➼ࡢࡽどᐹ࣭◊ಟࡅཷࡢධࢀ 

今年度はᅜから �� のどᐹをཷけධれ、要ᮃに応じてᮏᰯのタや≉Ⰽある取⤌について説明

し、成果のᬑཬをᅗった。

サイエンスᩍ⫱᥎㐍ጤဨ

⤫ᣓ䠖学校㛗

スーパー 
ア䝗䝞イ䝄ー 

㻿㻿㻴 
㐠Ⴀ指ᑟጤဨ 

⛉学ᢏ⾡㢳ၥ 
䠄研究ᶵ㛵䡡学䡡ᴗ䠅 

サイエンス䝸テ䝷䝅ー䜾ルー䝥 

（知識㺃知ᜨ㐃ືの教⫱プログラムの㛤発） 

䠯Ｌ㐠Ⴀጤဨ 

サイエンス䝉ン䝍ー䜾ルー䝥 

（⛉学のᚰを⫱成する教⫱環境の構⠏） 

ㄒ学ຊྥୖ䚸ᅜ㝿ὶ䝥ロ䜾䝷䝮開発実施䜾ルー䝥 

（ୡ⏺に㏻用するࢥミࣗࢣࢽーション力の⫱成） 

高᥋⥆䝥ロ䜾䝷䝮開発実施䜾ルー䝥 

（ᶓᕷ立大学との㐃ᦠを㍈とした㧗大接⥆の研究） 

サイエンス・䜾ロー䝞ル
ົᒁ 

㻗サイエンスᩍ⫱᥎㐍ဨ 

サイエンスᩍ⫱᥎㐍ᢸᙜ 

ᶓᕷ立㧗等学ᰯに 
ンス教⫱᥎進ᢸ࢚イࢧ
当教ဨを㓄置し㐃ᦠ 

⟶⌮ᶵ㛵䠖 
横浜市ᩍ⫱ጤဨ 
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��� ⏝ᩍᮦࡢබ㛤 

 ࠚオ࢛ࣜࣇンスࣜテラシーϨ授業ポート࢚イࢧ࠙

 講義ࠕ実験手順᭩ࠖࠕࠖ事前課題（ᇶ♏知識）ࠕンスࣜテラシーϨでは、༢ඖごとに࢚イࢧ

グ㘓ࠖࠕ思考シートࠖࠕ発表シートࠖࠕルーブࣜックࠖࠕ事後課題ࠖ等で構成する授業ポート 

 。にබ㛤してきたࢪー࣌ーム࣍オを㛤発し、順ḟ࢛ࣜࣇ

 ࠚンスࣜテラシーホ౯ルーブࣜック࢚イࢧ࠙

 。れにホ౯ルーブࣜックを作成し、බ㛤しているࡒンスࣜテラシーϨ㹼Ϫではそれ࢚イࢧ

ո ◊✲㛤Ⓨᐇୖࡢㄢ㢟ཬࡧᚋࡢ◊✲㛤Ⓨࡢ᪉ྥᛶ 

��� ᡂᯝࡢⓎಙ࣭ᬑཬ 

ᮏᰯの課題としてはより✚ᴟ的な成果のᬑཬがᣲげられる。㹑㹑㹆➨Ϫᮇのᣦ定ᰯとして、ᮏ

ᰯの取⤌とその成果を、他ᰯのཧ考となるような取⤌として、より一⯡化していく必要がある。㹑

㹑㹆Ϫᮇᣦ定ᮇ間においては、年間 ��アクセスを㉸えるᮏᰯ࣍ーム࣌ーࢪを有効にά用し、課

題研究のᣦᑟ法や教ᮦ等を発ಙしてきた。

㹑㹑㹆ϫᮇᣦ定にྥけて今後は取⤌をさらに進める。㹑㹊Ϩでは、授業内容の一⯡化とᬑཬを

ᅗることを目的に、ࠕ≉ูな実験置を使わず を（ールࣗࢪࣔ）ᬑ㏻教ᐊで実可能なࠖ授業ࠕࠖ

ᥦする。ᮏᰯが実際に行ってきた授業内容を㹑㹑㹆௨እの学ᰯでも実可能な内容になるよう

に必要な修ṇをຍえてᥦ♧する。

��� ᾏእ◊ಟࡢ㛤 

㹑㹑㹆ᣦ定㸯年目の௧㸰年度から、᪂ᆺࢥロ࢘ࢼィルス感ᰁのᣑ大のため、予定していた

ᾏእ研修はᩘ年間実することができず、手᥈りの状況でオンラインでのὶを⥅⥆させてきた。

その⤖果グローࣂル化がᛴ㏿に進ࡴ一方で、実際にᾏእに行ったことが一度もない生ᚐがቑຍし

ている。また、原油㧗やᏳ、ᾏእの物౯上᪼などで≉に⡿方面のΏ⯟㈝・ᐟἩ㈝が㧗㦐す

るなど᪂たな課題も出てきている。

௧㸴年度は、スーパーグローࣂルࣁイスクール（㹑㹅㹆）ᣦ定ᮇの㐃ᦠを生かしたࠕオース

トラࣜア自↛ඹ生研修ࠖと、௧㸰年度௨㝆୰᩿していたࣂࠕンクーࣂーጜጒᰯὶࠖを再㛤し

た。今後、㹑㹑㹆㔜点ᯟで取り⤌んできたマレーシアプトラ大学とのᅜ際ඹ同課題研究もྵめ、

ᾏእ研修の実に✚ᴟ的に取り⤌み、ᑗ来ୡ⏺でά㌍できる⛉学技術㛵ಀேᮦの⫱成をᅗる。

���㸴ᖺ㛫ࢆ㏻ࡾࡼࠊࡓࡌ㉁ࡢ㧗࠸ㄢ㢟◊✲ 

୰㧗㸴年間を㏻じて、さらに質の㧗い課題研究に主体的に取り⤌ࡴために、カࣜキࣗラムの改

善にྥけた᳨ウがᘬき⥆き必要である。㧗ᰯ㸯年ḟの課題研究をࢧポートするࢧࠕイ࢚ンスラࠖ࣎

のཧຍ⪅ቑ、㸱年ḟࢧイ࢚ンスࣜテラシーϪの㑅ᢥ⪅ቑにྥけた工夫を㔜ࡡていく。

���ᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑ࡢᡂᯝ᳨ࡢド 

ᮏᰯでタ定した㸴つの㈨質・能力（課題発見力・課題研究力・課題解決力・ሗ㞟力・ディス

カッション力・プレゼンテーション力）の⫱成にྥけた、教⛉によるスキル㐃ᦠを᥎進させてき

た。㹑㹑㹆➨Ϫᮇの取⤌の୰で、ྛ 教⛉の実㊶ᩘは年々ቑຍし、ẖ年実㊶ᩘをඹ有する効果が表れ

ている。今後も取⤌を⥅⥆させていくとともに、生ᚐの変容についてእ部ᣦᶆも用いながら多ゅ

的に᳨ドしていく。
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ᤵᴗ㈨ᩱࠖࢫ࢚ࣥࢧࡢᆅ㟈ࠕϨ㸦㹑㹊Ϩ㸧࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸯࠙

Ϩ㸦㹑㹊Ϩ㸧࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸰࠙ ⏕ᚐࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝ
アンࢣートは、㸳ẁ㝵ホ౯（㸳�当てはまる、㸲�やや当てはまる、㸱�どちらともいえない、㸰�あまり当てはま

らない、㸯�当てはまらない）で行った。 

ᅗ㸯 ྛᤵᴗࡢ⏕ᚐࡢ⯆࣭⌮ゎࡢᐇឤྛᤵᴗࡢ⏕ᚐࡢ⬟ຊࡢኚᐜ �� ᤵᴗ࡚࠸ࡘ♧ࡓࡋ� 

    㸦� ẁ㝵ホ౯ࢆ � Ⅼ‶Ⅼྛࠊࡋ㡯┠ࡢᖹᆒ್ࠋࡓࡋ♧ࢆᅇ⟅ᩘ㸸ᕥ๓ ��� ᚋ ��� ྑ๓ ��� ᚋ ���㸧 

㸺⪃ ᐹ㸼

ྛ授業において、⯆味の㡯目で⫯定的な回答が ��㸣௨上あり、多くの生ᚐにとって意ḧ的に取り⤌める

授業であった。㧗ᰯ生ྥけに⣽かな説明を大学講ᖌの方々にお㢪いしたり、知識にᐤらないάືにタ定を

していただいたりしたことが要ᅉと考える。また、上グの授業（ᅗ㸯）は、自ら課題や᮲௳をタ定し、実

験から⤖果と考ᐹまで発表するという研究のプロセスを体感できる授業であり、研究に必要な能力がྥ上

したと実感できる授業になっていたことが♧された。 

㹑㹊Ϩアンࢣート㡯目 ͤ༢ඖの内容によってㄪᰝしない㡯目がある。

授業前 授業後

意ḧ  今回の授業には意ḧ的に取り⤌めた。

⯆味 今回の授業分野には௨前から⯆味がある。 今回の授業内容に⯆味がᣢてた。

理解 今回の授業に㛵することはすでに知識がある。 今回の授業内容は理解することができた。

タ定 実験に取り⤌ࡴ際に、᳨ドしたいことを決めることができる。 実験に取り⤌ࡴ際に、᳨ドしたいことを決めることができた。

௬説 実験⤖果の予や௬説を立てることができる。 実験⤖果の予や௬説を立てることができた。

ィ⏬ 実験のィ⏬を立てることができる。
実験のィ⏬を立てることができた。㸸ఱを 定することからጞめるの

かを考え、࣓ンࣂーで手分けすることができたか。

実 実験手順にしたがって器具や⸆ရをᢅうことができる。
実験手順にしたがって器具や⸆ရをᢅうことができた。

今回の課題の㐩成感は㧗かった。（英語ポスター）

⤖果
ほᐹ⤖果を࣡ークシートにまとめ、さらにそれを文❶でまとめ

ることができる。

ほᐹ⤖果を࣡ークシートにまとめ、さらにそれを文❶でまとめることが

できた。

考ᐹ

実験⤖果からつ๎性や㛵ಀ性を考えたり、そうなった原ᅉにつ

いて考えたり、自分の予や௬説がṇしいかどうかを᳨ドする

ことができる。

実験⤖果からつ๎性や㛵ಀ性を考えたり、そうなった原ᅉについて考え

たり、自分の予や௬説がṇしいかどうかを᳨ドすることができた。

表⌧
実験⤖果と考ᐹを、ேにわかるようにレポートにまとめたり、

発表したりすることができる。

実験⤖果と考ᐹを、ேにわかるようにレポートにまとめたり、発表した

りすることができた。

今回の学習が今後の研究άືに生きると思う。（英語ポスター）

ᅗ㸯 ᆅ㟈ࢫ࢚ࣥࢧࡢϨ ᤵᴗ㈨ᩱձ 

�هயのਝ૾ن
�؛ऩञञठम্ঽ৬（णॊााैः）のଡ଼ତ備॑ষअ૿ਊୖのૼ৩（௧）दघँ؞
��णऋँॉؚऊऐैोॊのਈপகमگଵლৣपິ൜ଓਘੵহऋਏऩଶᅡऋਰৣの؞ दघ؛�
�؛プपસॉਊथैोञ੧ৎम�ীदघشऔ॒のॢঝ؞

௧の૦ਝऊैਾઔऔोञजोझोのଶの૾ய� ଓఊ�

ଶᅡ $�
णॊाপଶ�

ઐৢऋधथुऎؚののाऩैङؚఢఈୠ৸ୠपधढथశଞपਏऩଶᅡदँ
ॊ؛૦ണ �� ফ॑৽थଶ࿄؞ଶᐈ੍؞അप༄৲ऋেगथःॊ્؛प੍അのটشছشのྂ
୫ऋౕखऎؚశଞप૫ऩ૾யदँॊ؛�

�� �

ଶᅡ %�
१ॖग़থスଶ�

ઐৢऋऎؚのपधढथਏऩଶᅡदँॊ؛૦ണ�� ফ॑৽थؚଶ࿄のप
ടऋেगؚள൙ऋ່লखथःॊ؛ம়のಇೠಎ઼ुःञाऋেगथःथؚઐఌऋਏ
दँॊ؛�

�ڰ

ଶᅡ &�
おのযଶ�

నষ௧৷のଶदؚୠકড়पधढथകषのपऩढथःॊ؛૦ണ�� ফ॑৽थ ૦ؚਝ
ৎの୳ਰの൜ऋକऒढञञीؚଶᐈध੍അの६ঞऋেगथおॉؚઃの൜दमട
のおजोऋँॊ؛�

�ڰ

ンス࢚イࢧテクのࣀࢼ ィ⟬⛉学のࢧイ࢚ンス

－ 56 －



ϩ㸦㹑㹊ϩ㸧࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸱࠙ ⏕ᚐࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝ

質問㡯目（表㸯）について㸳ẁ㝵ホ౯（㸳�とてもよくあてはまる、㸲�ややあてはまる、㸱�どちらともいえ

ない、㸰�あまりあてはまらない、㸯�まったくあてはまらない）で回答した。 

㹑㹊ϩ実前（㸲᭶）の時点でも、質問㡯目㸷ࠕ学እのࢥンテスト、⛉学論文㈹、発表、学

に✚ᴟ的にཧຍしたことがある。ࠖ ௨እのての㡯目でᖹᆒ್が ��� を上回る⤖果となった。多く

の生ᚐが研究άືに前ྥきなጼໃであることがうかがえる。また実後（㸯᭶）の⤖果では、多く

の㡯目で実前を上回る್を♧した（ᅗ㸯）。≉に㡯目㸯㹼㸶のように、実際の研究άືや実験の際

に必要なスキルに㛵する㡯目において್が上᪼し、ᖹᆒが ��� ௨上となった。≉に㡯目㸰ࠕ問題に

対する⛉学的・♫学的な技術・技法が身についている。ࠖ の変化が᭱も大きく、ᖹᆒ್が実前

��� から実後 ��� までᖹᆒ್が上᪼していた。これらのことから、㹑㹊ϩでの研究άືが生ᚐの

研究スキルのྥ上にᐤしていることが分かった。一方で㡯目 㹑㹊Ϩでの授業は、㹑㹊ϩでのࠕ��

テーマタ定や研究方法のཧ考になった。ࠖ は実後よりも実前の方が㧗い್となった（ᅗ㸯）。こ

れは㹑㹊Ϩの講ᗙの୰で≉に役だった講ᗙとしてテーマタ定ゼミをᣲげた⪅が多く、テーマタ定に

取り⤌ࡴ㹑㹊ϩ実前（㸲᭶）のẁ㝵ではᖹᆒが㧗くなったと考えられる。 

表 � アンࢣート質問㡯目 

� 
ඛ行研究や文献をㄪべ、テーマタ定に役立てることが

できる。 
� 

㐩の実験（ㄪᰝ）についてアドࣂイスやディスカッシ

ョンをし、༠ാ的に進めることができる。 

� 
問題に対する⛉学的・♫学的な技術・技法が身につい

ている。 
� 

学እのࢥンテスト、⛉学論文㈹、発表、学に✚ᴟ的

にཧຍしたことがある。 

� 
άື内容をきちんとࣀートやࣇイルにグ㍕しまとめ

ることができる。 
�� ᾏእでの発表、研修、研究にཧຍしてみたい。 

� 
自ら課題を発見し、それを解決しようとする⛉学（♫

学）的な思考力が身についている。 
�� ♫に貢献したいというẼᣢちがある。 

� 
௬説を立て、目的に㐺した実験（ㄪᰝ）方法を」ᩘ考え

ることができる。 
�� 

㹑㹊Ϩでの授業は、㹑㹊ϩでのテーマタ定や研究方法

のཧ考になった。 

� 
実験（ㄪᰝ）⤖果からのり㏉りや考ᐹをし、ḟの᪂た

な疑問や実験に⧅げようとすることができる。 
�� 他の教⛉で学習した内容が㹑㹊ϩにも生かされた。 

� 
ポスターやスライドで要点をわかりやすくまとめるこ

とができる。 
  

2 

4 
5 

3 

1 

ਦ１� 6/ᶚࣰࢬޛͶ͕͜Ζ֦ߴ平ۋร化�
（݆̒）ࢬࣰ （１݆）ޛࢬࣰ

ਦ２ 6/ᶙ࠴ߪͲಝͶༀͫͮͪ࠴ߪ
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ぴ୍࣐࣮ࢸ✲◊ϩ ㄢ㢟࣮ࢩࣛࢸࣜࢫ࢚ࣥࢧࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸲࠙
ে୵ఐ৾ী

� ঃথॲのইথदプছスॳッॡमীੰदऌॊのऊ
� ሌ༳の७ঝটشスেਓधॢঝ॥شス෯২のঢ়બ
� ಘၞમ॑৷ःञహढ़অの೪ટपणःथ
� ᆼ້৲༳॑৷ःञఀ૪৶
� ॥টॽشऊैाॊॉ॒ओᇪಟのਜ਼ओधのୀः
� კのॉ্पよॊ༳ਯのୀःपणःथ
� ॣॖ९क़मスছॖॻफ़ছス॑नのよअपෟघॊのऊ
� ে੯पよॊ४থ॥のপऌऔのୀःपणःथ
� ਲᇖ॑ಢद૪৶घॊ্১のਫ਼ୈ
�� ॣছॳথীੰ༳पよॊਈిऩห྾のীੰ১
�� ॺজ॥ॹঝঐ༳のৌឆသുपおऐॊખૢਙ௬
�� २জफ़ॽम㣒॑नのಁदਖ਼घॊऊ
�� ड़ढ़ॲথ०३ऋீऽढथऊैुधपರॊऽदのৎधଖइॊඵౕのঢ়બपणःथ

�� ॼॾঐग़অपおऐॊપഓの૽સ
�� টक़३मఞেघॊৃਚ॑৭वऊ
�� ॔ঝテ॔ऋິ୲ຼ॑ਓि୭の੯
�� ढ़ॖওথमनऒपጛिء
�� ঐॡটのଳਡऊै॔।ঁॳঙक़のଙの॑୯घॊ
�� ᎐ऋఃोऩःの્ඉ
�� プছॼজ॔のિ౪म৬のഫのඡಁपುॊء
�� スॿشঝのপ෬༢॑೪इॊपमॖعছॡ१ऋଖइॊ୶ع
�� ॲথ०३の୭のੳのૠಋਙ
�� ᆦདのਗતの්৲ؚഉ౦্১॑ർॊ
�� ॼॾঐग़অऋ৬౦॑ৠीॊ੯
�� य़ॡছ।पકिདऋ|ဈॊ|৯
�� ⇭ਯमညຂのীథपઞइॊऊ
�� のᆶखसのਯपणःथ
�� ॔ॖスプছথॺのව૩ৌੁषのઅ
�� ड़य़२জスॺছॖ॔থॢছজスの୴のྏ౦のਫ৬
�� १থ७ঋজ॔の૾धजのਹਡ
�� ୴ऋऩःਂઓ৮5KLSVDOLV�EDFFLIHUDのଡୗ௴
�� ৬の୴のऋ৲घॊலੌा
�� ঁॼ६य़のਂઓ৮ऩ৫୨্১
�� গक़फ़६य़のჄऩ୴
�� ३ख़ইঞছधक़॥ॠఐのቆのഈ
�� ௯॑ඝॊॱढ़१०ঘজ
�� ইॕজইख़ছの્ඉधଡୗ
�� ३ॲのཝの્ඉध࿈ৰୡ
�� ॺय़ডॶঘॡ१ऋ୴のഫડटऐ॑ྏपघॊ৶
�� ఞেॿॼ३ढ़६ছमのႪങৡऔइुਹ৷घॊ�"
�� ᄨၕの୴のഫの౦のୀः
�� ॖॺ॔३のஔपৄैोॊ્ඉऩਃଡ
�� ॱॣॽॢ१のᣦਙの௬
�� ॾঝॹの୴のਂઓ৮ऩॹ॥॥��
�� ংॽشढ़ॡॱスのลઽपৄैोॊ્ඉधੵ

ψότέࡒྋՌָ・Կָ分野
�� ቴಘਞਛীのীෲ
�� 7XUULWRSVLVரपおऐॊ/LIH�&\FOH�5HYHUVLEOH��/&5�ન૨の୷のਉ
�� 7KDXHUD�VS��'17��॑৷ःञॺঝग़থのীੰ
�� プঝشスॺਠ॑નੳघॊৰୡ্১のઅ
�� رऩ੯ৣदの%DFWHURLGHV�IUDJLOLVの৲
�� ਸचङपವのໃ॑ಞଫऎજॊ
�� ॺ॥ইख़টشঝのেಿ༳৷धੜ༢৷のਫ਼
�� ঈজऋূपਟฉघॊৎのઅ
�� ౮ऩॊణশのの)1:षの୶
�� &17のীങपおऐॊॱথঃॡସृ॔ঀの୶
�� ྃᄘૻの)1:েਛषの୶
�� ग़ঐঝ४ঙথরदのॱথঃॡସအのেਛ
�� شঝঝ॑৷ःञওढ़ঀॣढ़ঝ૪৶पよॊॢছইख़থのেਛध௴عীങᄘपା৯घॊع

�� ੀએदのॱথঃॡସအ৲
�� //,3১पよॊ)1:েਛपणःथ

�� ຍಞのଡୗपよॊॽッॣঝषのಕྃषの୶
�� &čćの၄पよॊ)1:েਛषの୶
�� //,3১॑৷ःञྃัのૻのୀःपよॊইছشঞথအの৲ัྃعのਸइॊದ॑इॊع

�� ੦ഝषのঐスॡऋॢছইख़থのেਛपଖइॊ୶
�� スشঃॢشটشス১॑ૢ৷खञढ़شথॼঀॳগشঈেਛ
�� ����٦હदの6L&॑৷ःञढ़شথॼঀॳগشঈのেਛ
�� ຼのᅊऊै৲ဲષ॑ॊ
�� ภᅊपஅऽोॊॱথॽথの૨ऩྴল্১のਫ਼ୈ
�� ऊैᆅ॑ྴলघॊ
�� 2RKR�ऊै॔ঝॠথॼॺজक़のு
�� ॳঙشॡのअ॑ैघ্১
�� ๗फ़ছスのਘ৲
�� गूऋःुऊैুೄप९ছॽথ॑ॉऎ
�� ⍪৯の༞ภऊैॊॖথॡڮ
�� ढ़プ१ॖ३থधढ़८ॖথの়
�� ॥ششऋढरऎऩॊの॑ଆए
�� ਲᇖ॑ਉમधखञग़ॱঀشঝのেਛ
�� よॉଐःพ੶ધඬの৫
�� ቛấᅊ॑ણ৷घॊ্১のਫ਼ୈ
�� এজのਸपよॊ౫મ્ਙおよびেীੰ૨の৲عनのਸऋਈुిखथःॊのऊع

�� ঐচॿش६のಥજो্のୀःの৶ع၄のপऌऔのୀःपି৯खथع
�� ঝডشのढ़ঝ३क़அથ॑ੜृघ
�� ॢজ३ॽথのਗ਼ਞ়॑ਹ৷खथ૭Ꮌਙಞ౫॑েਛघॊ
�� ॺজ॥ॹঝঐজش८ॖधጙ༳॑৷ःञൃટのਫ਼
�� ॡড६ॖঔのથਛীの॑ैऊपघॊ
�� क़ス॔ढ़ढ़ॱংのସपणःथઐහரदँॊऊपି৯खथैऊपघॊ
�� ຍध備শຍのลဒਙ॑ૻसॊ
�� වの୴એങഘपよॊॺঐॺのႇ২౪
�� ॔ঝॠথॼॺজक़॑ઞ৷खञেীੰਙইॕঝのਛधସ્ਙの৹ਪ
�� ३ॖॱॣのఀ༳෫のプছスॳッॡীੰચৡ॑৹सॊ
ਙఐ৾ী

�� ૉشঝのཌः৯ऋऻघشঝ৸৬षの୶
�� ഔの৴पおऐॊ૬ਞৡ৾ੰෲ
�� १থ०ᆁのణਃચधਲೲଡୗषのૢ৷
�� જຘழએ৬びয়্৬のଡୗのິ൜ਘ২のୀः
�� લऋのोपଖइॊ୶
�� ఄষਃのౣఄষपよॊਢਃのાの৲
�� ঽのਈৈऋऻघॲक़থইज़شスの৲
�� ྎએ૾の৲ऋଖइॊ୶
�� १ッढ़ششঝのએଡୗऋشঝのཾपଖइॊ୶
��� ॥ঐपৌघॊ௯の୶
��� ॥ップप॑ିएपລबॊのপऌऔध॥ップのௐऔधのঢ়બ
��� ਃ৬のৣपූڮのྎ॑୯ਸखञधऌのఄষ્ਙपणःथ
��� ४ख़থफ़の௷ऐृघऔのୀः
��� १ッढ़شスঃॖॡのଡୗの௬
��� ॱ॥ঀय़のஉমのஸణषのິਙ
��� ॹॕスॡঈঞشय़のঽૡ૬ਞಿषの୶
��� ढ़テॼজش�ೃႄ�の॔شॳधखथのਘा
��� ຼঃッॡのਘ২धᐄのਯのঢ়બपणःथ৹सॊ
��� ,+दよॉଫऎમ৶दऌॊଅのॱॖプम୦ऊ
��� दुৄृघःਦಀਃの৫
��� ྏਗढ़ッॺ॑৷ःञ౦৷のభ্১
��� ই॓ॖংشの૾धীのঢ়৴ਙ
��� ঌঝॳख़ಞ॑৷ःञධ୫ષの৳ഐ
��� ॿड़४લのუਗ਼पよॊؚসരのசपणःथ
��� টッॡधॡজスॱঝの༂ႆपਏऩಓৡのୀः
��� ୶の෯औपঢ়घॊਯகঢ়બ
��� ౺ऊैのपৌघॊᇐのाइॊ੯の৲
��� ༂ႆのपおः
��� ഻༇のে੯
��� ॹॕ४ॱঝଡ଼のੑスআشॻの
��� জ॔ঝऩዦጬのગਠ
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��� ாঔشॱのଐ
��� ਈਘのਗ਼લ॑ॊपम
��� फ़ছスએのਸੵपよॊખೝのୀः॑৹सॊ
��� ॳথॲঝਠ॑৷ःञဝরਗ਼ྩの৫
��� ઽᤕౌ಼のକऒॉृघः੯पणःथ
��� ইজشスটشのਈిऩೝഓ২ؙ
��� ಼૩ৎपおऐॊిਙのৈः९شছشॡッढ़شमऩपऊ
��� ॼঀਗ਼ਃ॑ઞढञఠৡਗ਼
��� ॲشॶのইছॖॺのූਯधఄび্のঢ়બ
��� ణ॑৷ःञਗ਼
��� ఠጎの8ஊの੍इのથ૮ऋजのਙସपଖइॊ୶
��� ॻش૾૬पおऐॊؚਞઠのਜ਼઼ঢ়બऋ૬ਞの୭पଖइॊ୶
��� ৶३গঞش३ঙথ॑৷ःञक़জথॢのスプজッॺのਉੰ
��� য৬のの३গঞش३ঙথधীෲ
��� ౫ସपよॊଆఠટのୀःのெด
��� ྃସपよॊှのਙの௬
��� ఠのખೝ॑৷ःञਫનऩลఠ૨॑घॊ९ইॺのਛ
��� ঞথ४ਸपおऐॊ౮ரののആ২ಊ৹ਪ
��� ఠమ॑बञधऌのਮఠのణのੰෲ
��� ໂ式ૉपおऐॊشঝのૡਯध৲のঢ়બपणःथ
��� ৶ਙସपା৯खञᇩ௫ஓのఠ౦のગਠ
��� شঝधੌा়ॎचञৎのಞ౫શのଆఠਙ॑ർॊ
��� ෟॉपऎःၫೲの૾

情報通信・数理分野
��� /$662షঔॹঝ॑ઞढञਘ৲৾ಆदজংش३॑ੰऎ
��� *$दのಱଈのಅઍ
��� හৎの૩のટपঢ়घॊଢ଼
��� যർखのਈి৲
��� හ૾யঔॽॱজথॢ॔プজॣش३ঙথの৫
��� プটॢছথॢୁ૪৶௺のৰಎधਈి৲
��� 日মୁધরのୁのঢ়બの্১のଢ଼
��� テスॺの૰॑ලपॊプটॢছ॑ॊ
��� ളਯ੯ৣदのਈಢ৽ଡ଼ർด
��� ಞの౦ਛীपା৯खञڼۃۅのಓೠ૨ু১
��� ୁ৾ಆपおऐॊ૨ऩ//6のৰᄷ
��� ሑ৷ऩढ़ওছदघॊযਯढ़क़থॺ३ステの৫
��� ઐৢઇ९ইॺक़ख़॔पよॊઐৢਔの৲
��� ਘ৲৾ಆपよॊශেਛ$,のਛ
��� スॾش६ਯ॑ુથघॊ॔ছشの৫
��� ଳಁ૩ऐのਦಀ૯ଓஃ३ステ
��� ஜੳのञीのଡ଼એఏં
��� 2SHQ&9॑৷ःञૢ௦টッॺのਛ�
��� ९ইॺটッॺૼ॑৷ःञীମটッॺの॔ॡॳগग़شॱش౪३ステのଡണ

��� தఠణ७থ१॑৷ःञ�ৈசଡ଼の,&दのಗଆૃ
��� ེのঅॽشঝী॑ম৬ऊैীੰघॊಎ઼
��� 5DVSEHUU\�SLदংッテজ॑ش৳૧घॊा
��� ॿッॺডشॡ॑৷ःञਫ਼ੴਃஓৎदुदऌॊ౷જの৫
��� ਡஊઇ౫の৫
��� ओाઽૐটッॺのଲ
��� ৵ঌッॺॺঝছঋঝጒਃの৫
��� ૩धの้॑ঽदೂघॊ
��� $,॑৷ःञ੶ਖのঽ఼ਡपणःथ
��� ইख़ঝঐشਯの၉ਯಹ৲धजの১ಋपणःथ
��� テথঃ६ঝपおःथرऩਯ॑ॊञीの੯
��� ঁॽढ़ଡୗधુपणःथ
��� Qઃ্ங式धളಞએのഓのએधのঢ়બ
��� ീदॊয়৬のਈপの৬
��� మଭधྸଭのঢ়બ
��� ਹஇ॑লघઙ式のਲ਼େॱॖথॢ
��� ভু௷ऌधভയਤのટऋৄैोॊ੯
��� ॔এটॽक़スのॠকスॣッॺののૠಋਙपणःथ
��� ఠ௫の॥شॻऋযपଖइॊੲषの୶
��� ਯ।شَ४কঐॖढ़ُपおऐॊਂ૭ચਖ਼पणःथ
��� সരૻの১ಋਙधजのলૌஙपणःथ

��� ਯ॑હऐञधऌのલॉ।شのਈఒুのઅ
��� થઃ੪৬のதශએଦ઼प੦तऎীસਯのૠಋਙधਏેীਙ

৾ী
��� ૬ਞのୀःपよॊ⽉のৄइ্
��� ፌऋగલपଖइॊ୶॑৹सॊ
��� スঌشスॹঈজのಞ౫્のু১のનয়
��� యጶのਛৎपおऐॊপऌऔधਛীृ఼ৎधのঢ়બपणःथ
��� ເయのঁঅॱঈঝ؞॰شথ॑ीॊঢ়ਯのਛ্১
��� ုග॑৷ःञ೫ྰਹ৷の্১
��� ਗ୩ୠ॑ਹ৷खञ૩ऊैの'62୶
��� యથਃऊैのକ౺॑ർॊ
��� ढ़ঌছधढ़३ड़ঌ॔ౠ̨యのスঌॡॺঝのૻຎपよॊయのਖ਼શ
��� ౌయのड़ঃشঝのৱ౺धखथのણ৷১॑ർॊ

グローバルスタディーズ分野
��� スॺছॖफ़のટऩฌ্১
��� ঃش९ॼঝスঌشスの৳पਏऩमद৻৷दऌॊऊ
��� ৗୂઁઔऊैഭाॊಹপಃのഄఴ
��� ਗ国য৾েऋ日মの಼૩ऊैମ॑ஹॊञीपघसऌऒध
��� ᎐のૐ੮ষपणःथ
��� জছッॡスदऌॊ୭धम
��� যのਵखଢ॑ೄघॊଆఠ
��� ৈૅেの൜েৎのೂৃਚदのষपणःथの৹ਪ
��� ਗ国যௌ௮の௮ऌृघः୭तऎॉ
��� ঃッॣش४पよॊභେਔඟの৲
��� ॖॾのતप়ॎचञຓঈছ३のઅ੧
��� ரશのઙのজスॡधজॱشথप৪পଁ୩৭ऋଖइॊ୶
��� ୰のୄ়のੱ॑ఒघॊ
��� のப৲ଆૃ؞ఒ
��� ఖਆ॑ॉඕऎఢ೧の୭धਆのළഉ়のঢ়બ
��� ๅৄયधૺౖયのযઠଙのૻຎ
��� ௫ஓསのಿ॑ऩऎघञीप
��� ౠਜ਼િपおऐॊؚのෟॉ॑ଆएؙعମのॉपँॊुの॑ઞढथع
��� ৈૅেのॱॖআথॢચৡの
��� ྾मযのഀपनのऎैः୶॑ଖइॊのऊ
��� ৈૅেपおऐॊऊोॊযの્ඉपणःथ
��� 日মध॔ওজढ़पおऐॊ३জ॔ঝय़ছشの؞૮
��� ਠ૾のઇਠৃपおऐॊઇ৩पीैोॊலহपणःथ
��� 95पよढथਬऌକऒऔोॊณ୰म௯のఠपよढथೄदऌॊऊ
��� おწदঃড॔شップ
��� फ़ঐのரのଣলওढ़ॽ६
��� ३ছথधმᇫူのஉのॉのୀः
��� ঐॣشテॕথॢのय़কッॳ॥আشपおःथਲ਼ದਜ਼धਲ਼ਯऋਲ਼ਔඟपଖइॊ୶

��� شのහ॑ਮघॊ্১
��� धखのख०पमन॒ऩ્ඉऋँॊऊ
��� যਞのँॊਠ৻のॖছスॺपおऐॊମ৬ののૻ૨पम১ಋऋँॊのऊ
��� ુৢテスॺの英ୁのਖपおऐॊলृघःౢဨのൊ
��� ੳੴংॖ॔スधৰভधのঢ়৴॑અघॊ
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㐃ᦠࠖᐇ㊶୍ぴࣝ࢟ࢫࠕᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑ࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸳࠙

注㸸⣬面の㒔合上、ྛ教⛉のࠕプレゼンテーション力ࠖをྵࡴ実㊶のみをグ㍕ 

㻠
月

㻡
月

㻢
月

㻣
月

㻤
月

㻥
月

㻝㻜
月

㻝㻝
月

㻝㻞
月

㻝
月

㻞
月

㻟
月

ㄢ㢟発見ຊ ㄢ㢟᥈究ຊ ㄢ㢟ゎỴຊ 報㞟ຊ
䝕ィス䜹䝑䝅䝵

ンຊ
䝥䝺䝊ンテー

䝅䝵ンຊ

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ホㄽ䜻䞊䝽䞊䝗䜢Ꮫ䜆㝿䛻䚸ゝⴥ䛾≉Ⰽ䜢⮬䜙ぢ䛔䛰䛧䚸䜾䝹䞊䝢䞁䜾
䛧䚸䛭䜜䛮䜜䛻᪂䛯䛺ྡ䜢䛡䜛䛺䛹䛾άື䜢⥅⥆ⓗ䛻⾜䛳䛯䚹

⌧௦䛾ᅜㄒ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䛄ศ䛛䜚䜔䛩䛟ㄝ᫂䛩䜛䛃䛂᪂⪺䛾ᵓᡂ䜢Ꮫ䜆䛃䛂ㄢ㢟䜢ぢ䛴䛡䜛䛃䛾άື
䛻䛚䛔䛶䚸䝨䜰䜔䜾䝹䞊䝥䛷ウㄽ䛧䚸Ẽ䛵䛔䛯䛣䛸䜢Ⓨ⾲䛧ྜ䛳䛯䚹

ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍᮦᩥ䛻ฟ䛶䛟䜛ከᵝ䛺事㇟䜢ㄪ䜉䚸䛭䜜䛻᪂䛯䛺ព䜢ぢ䛔䛰䛧䚸Ⓨ
⾲䛧ྜ䛳䛯䚹ศ䛛䛳䛯䛣䛸䛛䜙䚸䛥䜙䛻᪂䛯䛺ㄢ㢟䜢ぢ䛔䛰䛩䜘䛖ಁ䛧䛯䚹

ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᮏᩥ䛾⾲⌧䛜ㄞ⪅䛻䛘䜛༳㇟䛻䛴䛔䛶䝨䜰䜔䜾䝹䞊䝥䛷ヰ䛧ྜ䛔䚸
᪂䛯䛺⾲⌧䜢⪃䛘䛥䛫䛯䚹ே≀ീ䛻䛴䛔䛶䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜䛳䛯䚹

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩥ❶సᡂ䜢㏻ᖺᤵᴗෆ䛷ᐇ䚹ྛ⮬䛾ㄢ㢟ព㆑䛻ἢ䛳䛶䝔䞊䝬䜢タᐃ
䛧䚸┦䛾䝥䝺䝊䞁䜒⾜䛳䛯䚸ᵓᡂ䛾᳨ウ䜔᥎ᩙ䛺䛹ᩥ❶⾲⌧ຊ䜢
㣴

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᮏᩥ䛾㊃᪨䛻ᚑ䛳䛯⊂⮬䛾䝔䞊䝬䜢タᐃ䛧䚸ᮏᩥእ䛾ᩥ❶ᘬ⏝䜢ྵ䜑
䛶ㄽᩥ䜢సᡂ䛧䛯䚹ㄢ㢟䛻ᑐ䛩䜛」║ⓗ䛺ど㔝䜢㣴䛔䚸┦ᢈホ䜒⾜䛳

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩ᮏᩥ䛻㛵㐃䛧䛯䛾ཧ⪃ᩥ❶䜔Ꮫ㐣ཤၥ➼䜒ㄞゎ䚹㐺ษ䛺
ゎ⟅䜢సᡂ䛩䜛䛯䜑䛾ᡭ㡰䜔ㄞゎἲ䜢┦䛻᳨ウ䛧ྜ䛳䛯䚹

ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ྂసရ䜢ㄞ䜏䚸ே≀ീ䜔௦⫼ᬒ䛻䛴䛔䛶Ꮫ䜃䚸⯙ྎ䛸䛺䛳䛶䛔䜛
௦䛻䛴䛔䛶⪃ᐹ䛧䛯䚹⌧௦䛸䛿␗䛺䜛䚸䜒䛧䛟䛿㏻䛨䜛䛸ឤ䛨䜙䜜䜛ᩥ

᳨
ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

䛄⨶⏕㛛䛅䛄ᐩᓅⓒᬒ䛅䜢ㄞ䜏䚸Ⓩሙே≀䛾ື䛝䜔ゝື䜢⪃ᐹ䛩䜛䛣䛸䛻
䜘䜚䚸䛭䛾ാ䛝䜢⪃䛘䚸䛭䜜䛮䜜䛾ᩥᏛసရ䛾ྍ⬟ᛶ䛻䛴䛔䛶䝕䜱䝇䜹䝑

⤖ ᭷
⌧௦䛾ᅜㄒ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

ゝⴥ㞟䜑䚸ゝⴥㄪ䜉䚸ゝⴥ䛛䜙㢮᥎䛷䛝䜛䛣䛸䛾Ⓨ⾲䚹ᩍᮦ䛛䜙ㄢ㢟䜢
ぢ䛔䛰䛧䚸ㄪᰝ䞉研究䛩䜛䚹⪃䛘䜢⡆₩䛻䜎䛸䜑䛶Ⓨ⾲䛩䜛䚹

ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ゝⴥㄪ䜉䜢䛧䚸ゝⴥ䛾ᯟ⤌䜏䜢⪃䛘䜛䚹䛂ㄞ䜏䛃䛾ྍ⬟ᛶ䜢ᗈ䛢䜛䛯䜑䚸
ᩍᮦ䛛䜙ㄞ䜏䛸䜜䜛䛣䛸䛜䜙䜢ิᣲ䛩䜛䚹ᩥᏛ䛾ྡస䜢䜒䛸䛻䛧䛯స䚹

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ホㄽ䛛䜙䜻䞊䝽䞊䝗䜢ぢ䛔䛰䛧䚸䛭䜜䜙䜢䜒䛸䛻ㄞ䜏䛸䜜䜛䛣䛸䜢ヰ䛧ྜ
䛖䚹䜎䛯ホㄽ䛾䝔䞊䝬䛻⌧௦ⓗ䛺ព䜢䛧䛶ㄞ䜏ゎ䛝䚸Ⓨ⾲䛩䜛䚹

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
₇⩦ၥ㢟䜢ゎ䛟㐣⛬䛷䛷䛯ၥ䜢䜾䝹䞊䝥ෆ䛷ヰ䛧ྜ䛔䚸䛔䛾⪃䛘䜢
䛩䜛୰䛷䚸ᮏᩥ䛾⌮ゎ䜢῝䜑䛯䚹

ྂ᥈究 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
༢ඖ䛤䛸䛻䛘䜙䜜䜛ㄢ㢟䛻ྲྀ䜚⤌䜐୰䛷䚸స⪅䛾ᚰ䜔ᣦ♧ㄒ䛾ෆ
ᐜ䛺䛹䛻䛴䛔䛶䚸䜾䝹䞊䝥䛷ヰ䛧ྜ䛔䚸సရ䜈䛾⌮ゎ䜢῝䜑䛯䚹

ᑠㄽᩥ研究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㻞㻜㻡㻜ᖺ䛾᪥ᮏ䜔ᆅ⌫䛾䛣䛸䜢⪃䛘䜛䚹ఱ䛻╔┠䛩䜛䛛䚸䛹䛖䛔䛳䛯ᮍ᮶
䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛛䚹䛭䛾ண 䛥䜜䜛ᮍ᮶䜢䛹䛖䛧䛶䛔䛟䛛➼䜢⪃䛘㆟ㄽ䛧䛯䚹

බඹ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
⎔ቃၥ㢟䛾༢ඖ䛷䛾䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛾⇕ᖏ㞵ᯘ䛾◚ቯ䛾ၥ㢟䜔㟷ᖺᮇ䛾
༢ඖ䛷䛾䛂ே䛸䛧䛶⪅䛸䛹䛾䜘䛖䛻ྥ䛝ྜ䛖䛛䛃䛺䛹၏୍䛾⟅䛘䛾䛺䛔

༠ ⮬ 䜔ゎ ⟇
ᆅ⌮⥲ྜ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

⏕ᚐ䛜䜚ᙜ䛶䜙䜜䛯ୡ⏺䛾ㅖᆅᇦ䛻䛴䛔䛶ㄪ䜉䚸䛭䛾ᆅᇦ䛾㨩ຊ䜢
䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛩䜛ᤵᴗ䜢ᐇ䛧䛯䚹䜎䛯䚸㜵⅏䛾༢ඖ䛷䛿ᕷᙺᡤ

⪃
ᨻ䞉⤒῭ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

事ၥ㢟䜢ྲྀ䜚ୖ䛢䛺䛜䜙䚸䛭䜜䜢ᨻⓗ䞉⤒῭ⓗ䛺どⅬ䛷⪃䛘䜛䛸䛹
䛾䜘䛖䛺ぢ䛘᪉䜢䛩䜛䛛䜢⪃䛘䜛ᤵᴗ䜢ᐇ䛧䛯䚹䜎䛯䚸⾗㆟㝔㆟ဨ⥲㑅

⤖ ཷ ᨻᶒ ᙧ ⬟ ❧ ᥎ 䛩
Ṕྐ⥲ྜ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

㏆௦䛸䛿ఱ䛛䚹䛸䛔䛖䛝䛺ၥ䛻⟅䛘䜛䛯䜑䛻タᐃ䛥䜜䛯ㅖㄢ㢟䛻䛴
䛔䛶䚸㈨ᩱ䜔䜾䝷䝣䜢ㄞ䜏ゎ䛝䚸ୡ⏺䛾ᆅᇦ䛸᪥ᮏ䛾⤖䜃䛴䛝䜢䜅䜎䛘

᭷
Ṕྐ⥲ྜ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

ᅜ㝿⛛ᗎ䛿䛹䛾䜘䛖䛻ኚ䛧䚸䜎䛯⾗䛿䛹䛾䜘䛖䛻㐍䜣䛰䛛䚹䛸䛔䛖
䛝䛺ၥ䛻⟅䛘䜛䛯䜑䛻タᐃ䛥䜜䛯ㅖㄢ㢟䛻䛴䛔䛶䚸㈨ᩱ䜔䜾䝷䝣䜢ㄞ

ゎ
Ṕྐ⥲ྜ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

䜾䝻䞊䝞䝹䛸䛿ఱ䛛䚹䛸䛔䛖䛝䛺ၥ䛻⟅䛘䜛䛯䜑䛻タᐃ䛥䜜䛯ㅖㄢ㢟
䛻䛴䛔䛶䚸㈨ᩱ䜔䜾䝷䝣䜢ㄞ䜏ゎ䛝䚸ୡ⏺䛾ᆅᇦ䛸᪥ᮏ䛾⤖䜃䛴䛝䜢䜅

䛘 ᥈究 ື ⾜ ᡂ ᭷
ᆅ⌮᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

ᆅ⌫⎔ቃၥ㢟䛜㉳䛝䜛ཎᅉ䛸⤖ᯝ䛻䛴䛔䛶䝅䝇䝔䝮ᛮ⪃䜢⏝䛔䛶ᅗ䛻
䜎䛸䜑䚸ゎỴ⟇䜢⪃ᐹ䛧䛯䚹

ᆅ⌮᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᮏ䛾ேཱྀῶᑡ䛻క䛖♫ⓗㄢ㢟䛻䛴䛔䛶䜎䛸䜑䚸ᚋ䛾ᒎᮃ䛻䛴䛔
䛶⪃ᐹ䛧䛯䚹

ᆅ⌮᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
」ᩘ䛾㈨ᩱ䜢ཧ↷䛧䛺䛜䜙సၥ䜢⾜䛔䚸⏕ᚐྠኈ䛷ၥ㢟䜢ゎ䛝ྜ䛳䛯䚹

⌮ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝔䞊䝬䛤䛸䛻⮬䜙ၥ䜢❧䛶䛶ဴᏛ䜶䝑䝉䜲䜢సᡂ䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㌶㊧䛾ၥ㢟䛻䛚䛔䛶䚸ᐇ㝿䛻䛹䜣䛺ᅗᙧ䛻䛺䜛䛾䛛䜢ീ䛥䛫䛯䚹௬ㄝ
䊻ᐇ㦂㻔ィ⟬㻕䊻ඹ᭷䠄䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䠅䛾ὶ䜜䛷ၥ㢟ゎỴ䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
⏕ᚐ䜈ᐃ⩏䛾ᑟฟ᪉ἲ䜢♧䛧䛯䝥䝸䞁䝖䜢㓄ᕸ䛧䚸ཎ⌮䛾㐨䛩䛨䜢⏕ᚐ
㛫䛷ㄝ᫂䛧ྜ䛳䛯䚹䠄ಶே䊻䜾䝹䞊䝥䠅

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᖖ䛾ၥ㢟䜢㻝ḟᐃ᪉⛬ᘧ䜢⏝䛔䛶ၥ㢟ゎỴ䛥䛫䚸Ⓨ⾲䛧ྜ䛳䛯䚹
䠖᪂ᖿ⥺䛾ᗙᖍ䛷㻞㻟㻥ྡ䛜㻞ேᖍ䚸㻟ேᖍ䛸䜒✵ᖍ䛜䛺䛔䜘䛖䛻ᗙ䜛ᗙ
ᖍ

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝃䜲䜽䝻䜲䝗䜔䜰䝇䝔䝻䜲䝗䚸䜹䞊䝆䜸䜲䝗䛾፹ኚᩘ⾲♧䛾බᘧ䜢ᑟฟ
䛧䛯䚹䜎䛯䚸㟁Ꮚᩍ⛉᭩䛾䜰䝙䝯䞊䝅䝵䞁䜢⏝䛔䛶䚸㌶㊧䜢⾲♧䛥䛫䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝧䜽䝖䝹䜢⏝䛔䛶ᅄ㠃య䛾య✚䜢ồ䜑䜛㝿䛻䚸䛔䜝䛔䜝䛺ゎἲ䜢⏝䛔䛶
ၥ㢟ゎỴ䛩䜛䚹䛭䛾ᚋ䚸ゎἲ䜢Ⓨ⾲䛩䜛䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
፹ኚᩘ⾲♧䛷⾲䛥䜜䛯᭤⥺䛾ᅗᙧ䛾ᴫᙧ䜢ᚤศἲ䜢⏝䛔䛶⪃ᐹ䛧䚸
ᥥ䛔䛯䜾䝷䝣䜢ඹ᭷䛧䛯䚹䛭䛾ᚋ䚸㻳㼑㼛㻳㼎㼞㼍 䜢䛳䛶ゎ⟅䜢☜䛛䜑䛥䛫

⌮ᩘᩘᏛ䊢 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䠐ே䜾䝹䞊䝥䜢స䜚䚸ᘧ䛸᭤⥺䛾ᨺ≀⥺䜔ᴃ䞉᭤⥺䛾᪉⛬ᘧ䛾ド᫂
䜢ᩍ⛉᭩䛸䛿ู䛾᪉ἲ䛷ᑟ䛝ฟ䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ྛ༢ඖ䛻䛚䛔䛶䚸ᘧ䛾ព䜢ヰ䛧ྜ䛳䛯䜚䚸ᚲせ᮲௳䛸༑ศ᮲௳䜢⪃䛘
䛯䜚䛩䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ྛ༢ඖ䛻䛚䛔䛶䚸ᘧ䛾ព䜢ヰ䛧ྜ䛳䛯䜚䚸ᚲせ᮲௳䛸༑ศ᮲௳䜢⪃䛘
䛯䜚䛩䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ྛ༢ඖ䛻䛚䛔䛶䚸㔜せ䛺Ꮫ⩦事項䜢༠㆟䛧䛺䛜䜙ᤵᴗ䜢㐍䜑䚸ᤵᴗෆ
ㄢ 㢟䛷ᢅ䛖㞴ၥ䛻䛴䛔䛶グ㏙䛾᪉䜢ྵ䜑ᩍ䛘ྜ䛔䛺䛜䜙Ꮫ⩦䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩䛻㍕䛳䛶䛔䜛ゎἲ䛻ຍ䛘䛶䚸᪤⩦ෆᐜ䛷䛹䛾䜘䛖䛻ゎ䛟䛣䛸䛜䛷䛝
䜛 䛾䛛䜢⪃䛘䛥䛫䚸య䛷ゎἲ䜢ඹ᭷䛧ၥ㢟₇⩦䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛰䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩䛾ෆᐜ䜔ၥ㢟₇⩦䛾୰䛷䚸」ᩘேᩘ䛷⌮ゎ䜢῝䜑䜛䛣䛸䛜᭷ຠ
䛺
㒊ศ 䠄䜾 䝥 䠅 䛺 㐍

⌮ᩘᩘᏛ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩䛾ෆᐜ䛷ゎἲ䛻䛴䛺䛜䜛⪃䛘᪉䜢䜾䝹䞊䝥䛤䛸䛻䜎䛸䜑䚸䝩䝽䜲䝖
䝪䞊䝗䛻グධ䛧䛯䜒䛾䜢ඹ᭷䛧䛯䚹䜎䛯䚸ྠᵝ䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶㻶㼍㼙㼎㼛㼍㼞㼐

᭷
⌮ᩘᩘᏛ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

Ꮫ⩦䛧䛯༢ඖ䛾Ⓨᒎⓗ䛺ෆᐜ䜢ᢅ䛔䚸」ᩘே䛷┦ㄯ䜢䛧䛺䛜䜙ゎἲ䜢
㆟ㄽ䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩䛾ෆᐜ䜔ၥ㢟₇⩦䛾୰䛷䚸」ᩘேᩘ䛷⌮ゎ䜢῝䜑䜛䛣䛸䛜᭷ຠ
䛺

⌮ᩘᩘᏛ䊢 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ධヨၥ㢟䜢⏝䛔䛶䚸ᶍ⠊ゎ⟅䛻䛿䛺䛔ゎἲ䜢⪃䛘䛯䜚㆟ㄽ䛧䛯䜚䛸䚸䠍䛴
䛾ၥ㢟䛻ᑐ䛧䛶ᵝ䚻䛺どⅬ䜢䜒䛳䛶ゎ⟅䜢ᑟ䛔䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝨䜰ཬ䜃䜾䝹䞊䝥㛫䛷ゎ䛝᪉䜔⪃䛘᪉䜢ඹ᭷䛧ྜ䛖䛣䛸䛷⌮ゎ䜢῝䜑䛥
䛫䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
㌶㊧䛾ၥ㢟䜢⏝䛔䛶ྠ್ᛶ䛻䛴䛔䛶䜾䝹䞊䝥䛷⪃ᐹ䜢䛥䛫䚸䜘䜚῝䛔Ꮫ
䜃䜢䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩘิ䛷䛿බᘧ䛾ᑟฟ䜢䜾䝹䞊䝥άື䛷⾜䛔䚸⪅䛸ඹ᭷䛩䜛䛺䛹⌮ゎ
䜢῝䜑䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䠎ḟ᭤⥺䛷䛿ᵝ䚻䛺፹ኚᩘ⾲♧䛻䛴䛔䛶䚸䝨䜰䝽䞊䜽䜢㏻䛨䛶ከゅ
ⓗ䛺どⅬ䛷≀事䛜⌮ゎ䛷䛝䜛䜘䛖䛺άື䜢䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝧䜽䝖䝹᪉⛬ᘧ䛾⪃䛘᪉䛻䛴䛔䛶䚸䜾䝹䞊䝥䛷⌮ゎ䜢῝䜑䚸ຠᯝⓗ䛺ᤵ
ᴗᒎ㛤䛻䛧䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ຍ㏿ᗘ䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸䛒䜛䜾䝷䝣䛛䜙≀య䛾㐠ື䜢ྛ䜾䝹䞊䝥䛷⾲⌧
䛧䚸䛾䜾䝹䞊䝥䛻Ⓨ⾲䛩䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃
ຊ䛾䛴䜚䛒䛔䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸㻞䛴䛾㌴䛸⣣䜢⏝䛧䚸䠏䛛ᡤ䛻㻝㻞ಶ䛾
䛚䜒䜚䜢䛩䜉䛶䛴䜛䛧䛶䚸䛴䜚䛒䛖᪉ἲ䜢䜾䝹䞊䝥䛷⪃䛘䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃
䛖䛹䜣䛸䝟䝇䝍䛾䜀䛽ᐃᩘ䜢 ᐃ䛩䜛ᐇ㦂䜢䜾䝹䞊䝥䛷⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠎ᖺḟ䠅 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩳ᪉ᢞᑕ䛾Ⓨᑕྎ䛛䜙ᑠ⌫䜢Ⓨᑕ䛥䛫䚸Ⓨᑕྎ䛾ඛ䛻䛒䜛⣬䝁䝑䝥䛻
ධ䜜䜛ᐇ㦂䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠏ᖺḟ䠅 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㡢Ἴ䛾ືᩘ䚸㏿ᗘ䚸Ἴ㛗䛾㛵ಀᘧ䛛䜙㡢※䛜ື䛔䛶䛔䜛㝿䛻ほ 䛥
䜜䜛㡢Ἴ䛾࿘Ἴᩘ䜔Ἴ㛗䛾ኚ䜢⪃䛘❧ᘧ䛧䛯䚹

άືෆᐜ䠄༢ඖ䜔テー䝬䚸άື䛾ᙧែ䛺䛹䠅

実施月䠄」ᩘ㑅ᢥྍ䠅 ⫱ᡂ䛩䜛ス䜻ル䠄」ᩘ㑅ᢥྍ䠅

ᩍ⛉ྡ
ᑐ㇟
年次

㐃ᦠࠖᐇ㊶୍ぴࣝ࢟ࢫࠕᶓ㹇㹂㹃㸿㹊㹑ࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸳࠙

注㸸⣬面の㒔合上、ྛ教⛉のࠕプレゼンテーション力ࠖをྵࡴ実㊶のみをグ㍕ 

㻠
月

㻡
月

㻢
月

㻣
月

㻤
月

㻥
月

㻝㻜
月

㻝㻝
月

㻝㻞
月

㻝
月

㻞
月

㻟
月

ㄢ㢟発見ຊ ㄢ㢟᥈究ຊ ㄢ㢟ゎỴຊ 報㞟ຊ
䝕ィス䜹䝑䝅䝵

ンຊ
䝥䝺䝊ンテー

䝅䝵ンຊ

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ホㄽ䜻䞊䝽䞊䝗䜢Ꮫ䜆㝿䛻䚸ゝⴥ䛾≉Ⰽ䜢⮬䜙ぢ䛔䛰䛧䚸䜾䝹䞊䝢䞁䜾
䛧䚸䛭䜜䛮䜜䛻᪂䛯䛺ྡ䜢䛡䜛䛺䛹䛾άື䜢⥅⥆ⓗ䛻⾜䛳䛯䚹

⌧௦䛾ᅜㄒ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䛄ศ䛛䜚䜔䛩䛟ㄝ᫂䛩䜛䛃䛂᪂⪺䛾ᵓᡂ䜢Ꮫ䜆䛃䛂ㄢ㢟䜢ぢ䛴䛡䜛䛃䛾άື
䛻䛚䛔䛶䚸䝨䜰䜔䜾䝹䞊䝥䛷ウㄽ䛧䚸Ẽ䛵䛔䛯䛣䛸䜢Ⓨ⾲䛧ྜ䛳䛯䚹

ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍᮦᩥ䛻ฟ䛶䛟䜛ከᵝ䛺事㇟䜢ㄪ䜉䚸䛭䜜䛻᪂䛯䛺ព䜢ぢ䛔䛰䛧䚸Ⓨ
⾲䛧ྜ䛳䛯䚹ศ䛛䛳䛯䛣䛸䛛䜙䚸䛥䜙䛻᪂䛯䛺ㄢ㢟䜢ぢ䛔䛰䛩䜘䛖ಁ䛧䛯䚹

ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᮏᩥ䛾⾲⌧䛜ㄞ⪅䛻䛘䜛༳㇟䛻䛴䛔䛶䝨䜰䜔䜾䝹䞊䝥䛷ヰ䛧ྜ䛔䚸
᪂䛯䛺⾲⌧䜢⪃䛘䛥䛫䛯䚹ே≀ീ䛻䛴䛔䛶䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜䛳䛯䚹

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩥ❶సᡂ䜢㏻ᖺᤵᴗෆ䛷ᐇ䚹ྛ⮬䛾ㄢ㢟ព㆑䛻ἢ䛳䛶䝔䞊䝬䜢タᐃ
䛧䚸┦䛾䝥䝺䝊䞁䜒⾜䛳䛯䚸ᵓᡂ䛾᳨ウ䜔᥎ᩙ䛺䛹ᩥ❶⾲⌧ຊ䜢
㣴

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᮏᩥ䛾㊃᪨䛻ᚑ䛳䛯⊂⮬䛾䝔䞊䝬䜢タᐃ䛧䚸ᮏᩥእ䛾ᩥ❶ᘬ⏝䜢ྵ䜑
䛶ㄽᩥ䜢సᡂ䛧䛯䚹ㄢ㢟䛻ᑐ䛩䜛」║ⓗ䛺ど㔝䜢㣴䛔䚸┦ᢈホ䜒⾜䛳

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩ᮏᩥ䛻㛵㐃䛧䛯䛾ཧ⪃ᩥ❶䜔Ꮫ㐣ཤၥ➼䜒ㄞゎ䚹㐺ษ䛺
ゎ⟅䜢సᡂ䛩䜛䛯䜑䛾ᡭ㡰䜔ㄞゎἲ䜢┦䛻᳨ウ䛧ྜ䛳䛯䚹

ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ྂసရ䜢ㄞ䜏䚸ே≀ീ䜔௦⫼ᬒ䛻䛴䛔䛶Ꮫ䜃䚸⯙ྎ䛸䛺䛳䛶䛔䜛
௦䛻䛴䛔䛶⪃ᐹ䛧䛯䚹⌧௦䛸䛿␗䛺䜛䚸䜒䛧䛟䛿㏻䛨䜛䛸ឤ䛨䜙䜜䜛ᩥ

᳨
ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

䛄⨶⏕㛛䛅䛄ᐩᓅⓒᬒ䛅䜢ㄞ䜏䚸Ⓩሙே≀䛾ື䛝䜔ゝື䜢⪃ᐹ䛩䜛䛣䛸䛻
䜘䜚䚸䛭䛾ാ䛝䜢⪃䛘䚸䛭䜜䛮䜜䛾ᩥᏛసရ䛾ྍ⬟ᛶ䛻䛴䛔䛶䝕䜱䝇䜹䝑

⤖ ᭷
⌧௦䛾ᅜㄒ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

ゝⴥ㞟䜑䚸ゝⴥㄪ䜉䚸ゝⴥ䛛䜙㢮᥎䛷䛝䜛䛣䛸䛾Ⓨ⾲䚹ᩍᮦ䛛䜙ㄢ㢟䜢
ぢ䛔䛰䛧䚸ㄪᰝ䞉研究䛩䜛䚹⪃䛘䜢⡆₩䛻䜎䛸䜑䛶Ⓨ⾲䛩䜛䚹

ゝㄒᩥ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ゝⴥㄪ䜉䜢䛧䚸ゝⴥ䛾ᯟ⤌䜏䜢⪃䛘䜛䚹䛂ㄞ䜏䛃䛾ྍ⬟ᛶ䜢ᗈ䛢䜛䛯䜑䚸
ᩍᮦ䛛䜙ㄞ䜏䛸䜜䜛䛣䛸䛜䜙䜢ิᣲ䛩䜛䚹ᩥᏛ䛾ྡస䜢䜒䛸䛻䛧䛯స䚹

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ホㄽ䛛䜙䜻䞊䝽䞊䝗䜢ぢ䛔䛰䛧䚸䛭䜜䜙䜢䜒䛸䛻ㄞ䜏䛸䜜䜛䛣䛸䜢ヰ䛧ྜ
䛖䚹䜎䛯ホㄽ䛾䝔䞊䝬䛻⌧௦ⓗ䛺ព䜢䛧䛶ㄞ䜏ゎ䛝䚸Ⓨ⾲䛩䜛䚹

ㄽ⌮ᅜㄒ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
₇⩦ၥ㢟䜢ゎ䛟㐣⛬䛷䛷䛯ၥ䜢䜾䝹䞊䝥ෆ䛷ヰ䛧ྜ䛔䚸䛔䛾⪃䛘䜢
䛩䜛୰䛷䚸ᮏᩥ䛾⌮ゎ䜢῝䜑䛯䚹

ྂ᥈究 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
༢ඖ䛤䛸䛻䛘䜙䜜䜛ㄢ㢟䛻ྲྀ䜚⤌䜐୰䛷䚸స⪅䛾ᚰ䜔ᣦ♧ㄒ䛾ෆ
ᐜ䛺䛹䛻䛴䛔䛶䚸䜾䝹䞊䝥䛷ヰ䛧ྜ䛔䚸సရ䜈䛾⌮ゎ䜢῝䜑䛯䚹

ᑠㄽᩥ研究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㻞㻜㻡㻜ᖺ䛾᪥ᮏ䜔ᆅ⌫䛾䛣䛸䜢⪃䛘䜛䚹ఱ䛻╔┠䛩䜛䛛䚸䛹䛖䛔䛳䛯ᮍ᮶
䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛛䚹䛭䛾ண 䛥䜜䜛ᮍ᮶䜢䛹䛖䛧䛶䛔䛟䛛➼䜢⪃䛘㆟ㄽ䛧䛯䚹

බඹ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
⎔ቃၥ㢟䛾༢ඖ䛷䛾䜲䞁䝗䝛䝅䜰䛾⇕ᖏ㞵ᯘ䛾◚ቯ䛾ၥ㢟䜔㟷ᖺᮇ䛾
༢ඖ䛷䛾䛂ே䛸䛧䛶⪅䛸䛹䛾䜘䛖䛻ྥ䛝ྜ䛖䛛䛃䛺䛹၏୍䛾⟅䛘䛾䛺䛔

༠ ⮬ 䜔ゎ ⟇
ᆅ⌮⥲ྜ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

⏕ᚐ䛜䜚ᙜ䛶䜙䜜䛯ୡ⏺䛾ㅖᆅᇦ䛻䛴䛔䛶ㄪ䜉䚸䛭䛾ᆅᇦ䛾㨩ຊ䜢
䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛩䜛ᤵᴗ䜢ᐇ䛧䛯䚹䜎䛯䚸㜵⅏䛾༢ඖ䛷䛿ᕷᙺᡤ

⪃
ᨻ䞉⤒῭ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

事ၥ㢟䜢ྲྀ䜚ୖ䛢䛺䛜䜙䚸䛭䜜䜢ᨻⓗ䞉⤒῭ⓗ䛺どⅬ䛷⪃䛘䜛䛸䛹
䛾䜘䛖䛺ぢ䛘᪉䜢䛩䜛䛛䜢⪃䛘䜛ᤵᴗ䜢ᐇ䛧䛯䚹䜎䛯䚸⾗㆟㝔㆟ဨ⥲㑅

⤖ ཷ ᨻᶒ ᙧ ⬟ ❧ ᥎ 䛩
Ṕྐ⥲ྜ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

㏆௦䛸䛿ఱ䛛䚹䛸䛔䛖䛝䛺ၥ䛻⟅䛘䜛䛯䜑䛻タᐃ䛥䜜䛯ㅖㄢ㢟䛻䛴
䛔䛶䚸㈨ᩱ䜔䜾䝷䝣䜢ㄞ䜏ゎ䛝䚸ୡ⏺䛾ᆅᇦ䛸᪥ᮏ䛾⤖䜃䛴䛝䜢䜅䜎䛘

᭷
Ṕྐ⥲ྜ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

ᅜ㝿⛛ᗎ䛿䛹䛾䜘䛖䛻ኚ䛧䚸䜎䛯⾗䛿䛹䛾䜘䛖䛻㐍䜣䛰䛛䚹䛸䛔䛖
䛝䛺ၥ䛻⟅䛘䜛䛯䜑䛻タᐃ䛥䜜䛯ㅖㄢ㢟䛻䛴䛔䛶䚸㈨ᩱ䜔䜾䝷䝣䜢ㄞ

ゎ
Ṕྐ⥲ྜ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

䜾䝻䞊䝞䝹䛸䛿ఱ䛛䚹䛸䛔䛖䛝䛺ၥ䛻⟅䛘䜛䛯䜑䛻タᐃ䛥䜜䛯ㅖㄢ㢟
䛻䛴䛔䛶䚸㈨ᩱ䜔䜾䝷䝣䜢ㄞ䜏ゎ䛝䚸ୡ⏺䛾ᆅᇦ䛸᪥ᮏ䛾⤖䜃䛴䛝䜢䜅

䛘 ᥈究 ື ⾜ ᡂ ᭷
ᆅ⌮᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

ᆅ⌫⎔ቃၥ㢟䛜㉳䛝䜛ཎᅉ䛸⤖ᯝ䛻䛴䛔䛶䝅䝇䝔䝮ᛮ⪃䜢⏝䛔䛶ᅗ䛻
䜎䛸䜑䚸ゎỴ⟇䜢⪃ᐹ䛧䛯䚹

ᆅ⌮᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᮏ䛾ேཱྀῶᑡ䛻క䛖♫ⓗㄢ㢟䛻䛴䛔䛶䜎䛸䜑䚸ᚋ䛾ᒎᮃ䛻䛴䛔
䛶⪃ᐹ䛧䛯䚹

ᆅ⌮᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
」ᩘ䛾㈨ᩱ䜢ཧ↷䛧䛺䛜䜙సၥ䜢⾜䛔䚸⏕ᚐྠኈ䛷ၥ㢟䜢ゎ䛝ྜ䛳䛯䚹

⌮ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝔䞊䝬䛤䛸䛻⮬䜙ၥ䜢❧䛶䛶ဴᏛ䜶䝑䝉䜲䜢సᡂ䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㌶㊧䛾ၥ㢟䛻䛚䛔䛶䚸ᐇ㝿䛻䛹䜣䛺ᅗᙧ䛻䛺䜛䛾䛛䜢ീ䛥䛫䛯䚹௬ㄝ
䊻ᐇ㦂㻔ィ⟬㻕䊻ඹ᭷䠄䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䠅䛾ὶ䜜䛷ၥ㢟ゎỴ䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
⏕ᚐ䜈ᐃ⩏䛾ᑟฟ᪉ἲ䜢♧䛧䛯䝥䝸䞁䝖䜢㓄ᕸ䛧䚸ཎ⌮䛾㐨䛩䛨䜢⏕ᚐ
㛫䛷ㄝ᫂䛧ྜ䛳䛯䚹䠄ಶே䊻䜾䝹䞊䝥䠅

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᖖ䛾ၥ㢟䜢㻝ḟᐃ᪉⛬ᘧ䜢⏝䛔䛶ၥ㢟ゎỴ䛥䛫䚸Ⓨ⾲䛧ྜ䛳䛯䚹
䠖᪂ᖿ⥺䛾ᗙᖍ䛷㻞㻟㻥ྡ䛜㻞ேᖍ䚸㻟ேᖍ䛸䜒✵ᖍ䛜䛺䛔䜘䛖䛻ᗙ䜛ᗙ
ᖍ

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝃䜲䜽䝻䜲䝗䜔䜰䝇䝔䝻䜲䝗䚸䜹䞊䝆䜸䜲䝗䛾፹ኚᩘ⾲♧䛾බᘧ䜢ᑟฟ
䛧䛯䚹䜎䛯䚸㟁Ꮚᩍ⛉᭩䛾䜰䝙䝯䞊䝅䝵䞁䜢⏝䛔䛶䚸㌶㊧䜢⾲♧䛥䛫䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝧䜽䝖䝹䜢⏝䛔䛶ᅄ㠃య䛾య✚䜢ồ䜑䜛㝿䛻䚸䛔䜝䛔䜝䛺ゎἲ䜢⏝䛔䛶
ၥ㢟ゎỴ䛩䜛䚹䛭䛾ᚋ䚸ゎἲ䜢Ⓨ⾲䛩䜛䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
፹ኚᩘ⾲♧䛷⾲䛥䜜䛯᭤⥺䛾ᅗᙧ䛾ᴫᙧ䜢ᚤศἲ䜢⏝䛔䛶⪃ᐹ䛧䚸
ᥥ䛔䛯䜾䝷䝣䜢ඹ᭷䛧䛯䚹䛭䛾ᚋ䚸㻳㼑㼛㻳㼎㼞㼍 䜢䛳䛶ゎ⟅䜢☜䛛䜑䛥䛫

⌮ᩘᩘᏛ䊢 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䠐ே䜾䝹䞊䝥䜢స䜚䚸ᘧ䛸᭤⥺䛾ᨺ≀⥺䜔ᴃ䞉᭤⥺䛾᪉⛬ᘧ䛾ド᫂
䜢ᩍ⛉᭩䛸䛿ู䛾᪉ἲ䛷ᑟ䛝ฟ䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ྛ༢ඖ䛻䛚䛔䛶䚸ᘧ䛾ព䜢ヰ䛧ྜ䛳䛯䜚䚸ᚲせ᮲௳䛸༑ศ᮲௳䜢⪃䛘
䛯䜚䛩䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ྛ༢ඖ䛻䛚䛔䛶䚸ᘧ䛾ព䜢ヰ䛧ྜ䛳䛯䜚䚸ᚲせ᮲௳䛸༑ศ᮲௳䜢⪃䛘
䛯䜚䛩䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ྛ༢ඖ䛻䛚䛔䛶䚸㔜せ䛺Ꮫ⩦事項䜢༠㆟䛧䛺䛜䜙ᤵᴗ䜢㐍䜑䚸ᤵᴗෆ
ㄢ 㢟䛷ᢅ䛖㞴ၥ䛻䛴䛔䛶グ㏙䛾᪉䜢ྵ䜑ᩍ䛘ྜ䛔䛺䛜䜙Ꮫ⩦䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩䛻㍕䛳䛶䛔䜛ゎἲ䛻ຍ䛘䛶䚸᪤⩦ෆᐜ䛷䛹䛾䜘䛖䛻ゎ䛟䛣䛸䛜䛷䛝
䜛 䛾䛛䜢⪃䛘䛥䛫䚸య䛷ゎἲ䜢ඹ᭷䛧ၥ㢟₇⩦䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛰䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩䛾ෆᐜ䜔ၥ㢟₇⩦䛾୰䛷䚸」ᩘேᩘ䛷⌮ゎ䜢῝䜑䜛䛣䛸䛜᭷ຠ
䛺
㒊ศ 䠄䜾 䝥 䠅 䛺 㐍

⌮ᩘᩘᏛ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩䛾ෆᐜ䛷ゎἲ䛻䛴䛺䛜䜛⪃䛘᪉䜢䜾䝹䞊䝥䛤䛸䛻䜎䛸䜑䚸䝩䝽䜲䝖
䝪䞊䝗䛻グධ䛧䛯䜒䛾䜢ඹ᭷䛧䛯䚹䜎䛯䚸ྠᵝ䛾ෆᐜ䛻䛴䛔䛶㻶㼍㼙㼎㼛㼍㼞㼐

᭷
⌮ᩘᩘᏛ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

Ꮫ⩦䛧䛯༢ඖ䛾Ⓨᒎⓗ䛺ෆᐜ䜢ᢅ䛔䚸」ᩘே䛷┦ㄯ䜢䛧䛺䛜䜙ゎἲ䜢
㆟ㄽ䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩍ⛉᭩䛾ෆᐜ䜔ၥ㢟₇⩦䛾୰䛷䚸」ᩘேᩘ䛷⌮ゎ䜢῝䜑䜛䛣䛸䛜᭷ຠ
䛺

⌮ᩘᩘᏛ䊢 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ධヨၥ㢟䜢⏝䛔䛶䚸ᶍ⠊ゎ⟅䛻䛿䛺䛔ゎἲ䜢⪃䛘䛯䜚㆟ㄽ䛧䛯䜚䛸䚸䠍䛴
䛾ၥ㢟䛻ᑐ䛧䛶ᵝ䚻䛺どⅬ䜢䜒䛳䛶ゎ⟅䜢ᑟ䛔䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝨䜰ཬ䜃䜾䝹䞊䝥㛫䛷ゎ䛝᪉䜔⪃䛘᪉䜢ඹ᭷䛧ྜ䛖䛣䛸䛷⌮ゎ䜢῝䜑䛥
䛫䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
㌶㊧䛾ၥ㢟䜢⏝䛔䛶ྠ್ᛶ䛻䛴䛔䛶䜾䝹䞊䝥䛷⪃ᐹ䜢䛥䛫䚸䜘䜚῝䛔Ꮫ
䜃䜢䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩘิ䛷䛿බᘧ䛾ᑟฟ䜢䜾䝹䞊䝥άື䛷⾜䛔䚸⪅䛸ඹ᭷䛩䜛䛺䛹⌮ゎ
䜢῝䜑䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䠎ḟ᭤⥺䛷䛿ᵝ䚻䛺፹ኚᩘ⾲♧䛻䛴䛔䛶䚸䝨䜰䝽䞊䜽䜢㏻䛨䛶ከゅ
ⓗ䛺どⅬ䛷≀事䛜⌮ゎ䛷䛝䜛䜘䛖䛺άື䜢䛧䛯䚹

⌮ᩘᩘᏛ≉ㄽ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝧䜽䝖䝹᪉⛬ᘧ䛾⪃䛘᪉䛻䛴䛔䛶䚸䜾䝹䞊䝥䛷⌮ゎ䜢῝䜑䚸ຠᯝⓗ䛺ᤵ
ᴗᒎ㛤䛻䛧䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ຍ㏿ᗘ䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸䛒䜛䜾䝷䝣䛛䜙≀య䛾㐠ື䜢ྛ䜾䝹䞊䝥䛷⾲⌧
䛧䚸䛾䜾䝹䞊䝥䛻Ⓨ⾲䛩䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃
ຊ䛾䛴䜚䛒䛔䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸㻞䛴䛾㌴䛸⣣䜢⏝䛧䚸䠏䛛ᡤ䛻㻝㻞ಶ䛾
䛚䜒䜚䜢䛩䜉䛶䛴䜛䛧䛶䚸䛴䜚䛒䛖᪉ἲ䜢䜾䝹䞊䝥䛷⪃䛘䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃
䛖䛹䜣䛸䝟䝇䝍䛾䜀䛽ᐃᩘ䜢 ᐃ䛩䜛ᐇ㦂䜢䜾䝹䞊䝥䛷⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠎ᖺḟ䠅 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
ᩳ᪉ᢞᑕ䛾Ⓨᑕྎ䛛䜙ᑠ⌫䜢Ⓨᑕ䛥䛫䚸Ⓨᑕྎ䛾ඛ䛻䛒䜛⣬䝁䝑䝥䛻
ධ䜜䜛ᐇ㦂䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠏ᖺḟ䠅 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㡢Ἴ䛾ືᩘ䚸㏿ᗘ䚸Ἴ㛗䛾㛵ಀᘧ䛛䜙㡢※䛜ື䛔䛶䛔䜛㝿䛻ほ 䛥
䜜䜛㡢Ἴ䛾࿘Ἴᩘ䜔Ἴ㛗䛾ኚ䜢⪃䛘❧ᘧ䛧䛯䚹

άືෆᐜ䠄༢ඖ䜔テー䝬䚸άື䛾ᙧែ䛺䛹䠅

実施月䠄」ᩘ㑅ᢥྍ䠅 ⫱ᡂ䛩䜛ス䜻ル䠄」ᩘ㑅ᢥྍ䠅

ᩍ⛉ྡ
ᑐ㇟
年次

－ 60 －



⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ຍ㏿ᗘ䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸䛒䜛䜾䝷䝣䛛䜙≀య䛾㐠ື䜢ྛ䜾䝹䞊䝥䛷⾲⌧
䛧䚸䛾䜾䝹䞊䝥䛻Ⓨ⾲䛩䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ⴠయ䛾㐠ື䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸㛫䛸ⴠୗ㊥㞳䜢 ᐃ䛧䚸㔜ຊຍ㏿ᗘ䜢
ồ䜑䜛ᐇ㦂䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃
ຊᏛⓗ䜶䝛䝹䜼䞊䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸ၥ㢟䜢ゎ䛝䚸䛭䛾ゎㄝ䜢䜾䝹䞊䝥䛷
Ⓨ⾲䛩䜛㻿㼀άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃
䛖䛹䜣䛸䝟䝇䝍䛾䜀䛽ᐃᩘ䜢 ᐃ䛩䜛ᐇ㦂䜢䜾䝹䞊䝥䛷⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ⏕≀䠄䠎ᖺḟ䠅 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
⛉Ꮫྐ䜢ᇶ䛻䚸ᙜ䛾౯್ほ䛷≀事䜢ᤊ䛘䚸ᐇ㦂䛛䜙ᚓ䜙䜜䜛⪃ᐹ䛻
䛴䛔䛶䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䛧䚸䛥䜙䛻ᐇ㦂䜈䛾ᣦ䞉ᨵⰋ䛻䛴䛔䛶䜒᳨ウ䛥

⌮ᩘ≀⌮䠄䠎ᖺḟ䠅 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᑡேᩘ䜾䝹䠉䝥䛷䛾䚸༢ඖ䛤䛸䛾ᩍ䛘ྜ䛔ᤵᴗ

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ຍ㏿ᗘ䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸䛒䜛䜾䝷䝣䛛䜙≀య䛾㐠ື䜢ྛ䜾䝹䞊䝥䛷⾲⌧
䛧䚸䛾䜾䝹䞊䝥䛻Ⓨ⾲䛩䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

⌮ᩘ≀⌮䠄䠍ᖺḟ䠅 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃
ຊ䛾䛴䜚䛒䛔䛾Ꮫ⩦䛻䛚䛔䛶䚸㻞䛴䛾㌴䛸⣣䜢⏝䛧䚸䠏䛛ᡤ䛻㻝㻞ಶ䛾
䛚䜒䜚䜢䛩䜉䛶䛴䜛䛧䛶䚸䛴䜚䛒䛖᪉ἲ䜢䜾䝹䞊䝥䛷⪃䛘䜛άື䜢⾜䛳䛯䚹

ಖ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᗣ䛻㛵䛩䜛䛣䛸䛻䛴䛔䛶᪥ᖖ⏕ά䜢䜚㏉䜚ㄢ㢟䜢ぢ䛴䛡䛶ゎỴ⟇䜢
⪃䛘䜛䚹ゎỴ⟇䜢ぢ䛴䛡䜛䛯䜑䛻䜾䝹䞊䝥䛷䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜䛳䛯䚹

ಖ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
䛂௦⌮ẕฟ⏘䛃䚸䛂㉥䛱䜓䜣䝫䝇䝖䛃䛻䛴䛔䛶ྛ⮬䛷ㄪ䜉䚸䛭䜜䜢䜒䛸䛻䛧
䛶䚸䝕䜱䝧䞊䝖Ꮫ⩦䜢⾜䛳䛯䚹

ಖ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
䛂䝺䝆⿄᭷ᩱ䛃䛂㟁Ẽ⮬ື㌴⛣⾜䛃䛻䛴䛔䛶ྛ⮬䛷ㄪ䜉䚸䛭䜜䜢䜒䛸䛻
䛧䛶䝕䜱䝧䞊䝖Ꮫ⩦䜢⾜䛳䛯䚹

య⫱ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝔䝙䝇䛾༢ඖ䛻䛚䛔䛶䚸ヨྜᙧᘧ䜢᫂☜䛻䛧䛯ୖ䛷䚸䜾䝹䞊䝥䛤䛸䛻䠍
䝁䞊䝖䜢䜚䚸䜾䝹䞊䝥䛾ㄢ㢟䛻ᛂ䛨䛯⦎⩦䜢⾜䛳䛯䚹

య⫱ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃
䊣ᮇྛ✀┠ෆ䛷㻢㻜ศ㛫䛾ᤵᴗィ⏬䜢❧䛶䛥䛫䚸ᐇ㊶䛥䛫䛯䚹䝔䞊䝬Ỵ
ᐃ䛛䜙ྛ⦎⩦ෆᐜ䛾Ỵᐃ䞉ᐇ㊶䜎䛷䠒ே⛬ᗘ䛾䜾䝹䞊䝥䛷άື䛧䛯䚹

ಖ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䠐䡚䠒ே䛾䜾䝹䞊䝥䛷䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䛩䜛ሙ㠃䜢タᐃ䛧䚸㌟㏆䛺ᗣㄢ
㢟䛻䛴䛔䛶ㄢ㢟䜢ぢ䛴䛡䚸ゎỴ䛾᪉⟇䜢᥈䜙䛫䛯䚹

య⫱ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
䝞䝗䝭䞁䝖䞁䛻䛚䛔䛶䜾䝹䞊䝥䛤䛸䛾⦎⩦䚸ヨྜ䛻ྥ䛡䛯‽ഛ䛻䛴䛔䛶
䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䛥䛫䚸ᐇ㊶䛥䛫䛯䚹

య⫱ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
༟⌫䛻䛚䛔䛶䚸䜾䝹䞊䝥ෆ䛷ㄢ㢟䜢Ⓨぢ䞉⦎⩦᪉ἲ䜢᳨ウ䛧䚸ᐇᡓ⦎⩦
ᚋ䛻䚸☜ㄆ䝀䞊䝮䜢⾜䛳䛯䚹

య⫱ 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㝣ୖ䞉䝃䝑䜹䞊䞉䝞䝇䜿䝑䝖䝪䞊䝹䞉䝞䝺䞊䝪䞊䝹䞉䝞䝗䝭䞁䝖䞁䞉䝔䝙䝇䛻
䛚䛔䛶䚸ㄢ㢟Ⓨぢ䞉᳨ウ䞉ゎỴ䛻ྥ䛡䛶⦎⩦䞉䝀䞊䝮䜢ᐇ㊶䛧䛯䚹

ಖ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
䝕䜱䝧䞊䝖䜢㏻䛧䛶䚸ㄢ㢟Ⓨぢ䞉㻵㻯㼀䜢⏝䛧ሗ㞟䛧䚸⏕ᚐྠኈ䛷ព
ぢ䜢䜟䛧䛯䚹

ಖ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
䝔䞊䝬䜢タᐃ䛧䛯ㄢ㢟䜢Ⓨぢ䞉᳨ウ䛧䚸⏕ᚐྠኈ䛷䝕䜱䝧䞊䝖䜢㏻䛧䛶䚸
⌮ゎ䜢῝䜑䛯䚹

⨾⾡䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝕䝄䜲䞁䚸Ἔᙬ⏬䚸㝡ⱁ䛺䛹䚸సရไస䛩䜛୰䛷䚸䛭䜜䛮䜜䛾άື䜢
⾜䛳䛯䚹䜎䛯䚸䜚㏉䜚䚸㚷㈹䛾㛫䛷䛿సရ䛾䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䜢䛧䚸

స 䝕 ⾜
㡢ᴦ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃

᭱ᚋ䛾Ⓨ⾲䛻ྥ䛡䛶䚸⏕ᚐ୍ே䜂䛸䜚䛾㡢ᴦ䛻䛛䛡䜛ᛮ䛔䜔₇ዌྍ
⬟䛺ᴦჾ䚸ྲྀ䜚ୖ䛢䛶䜏䛯䛔ᴦ᭤䛻䛴䛔䛶䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䜢䛧䚸䝏䞊

⦅ᡂ 㝿 䝕 ⾜
ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

Ꮫ㐍Ꮫ䛻୍ேᬽ䜙䛧䜢䛩䜛ᐃ䛷⮬ศ䛾౯್ほ䛻ᇶ䛵䛔䛯ሗ䜢ྲྀ
㞟䛧䚸᭱䜒᮲௳䛻㐺䛖≀௳䜢㑅ᐃ䛷䛝䜛䜘䛖䜾䝹䞊䝥ෆ䛷ヰ䛧ྜ䛳䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᭱㏆ⱝ⪅䜒䝍䞊䝀䝑䝖䛻䛺䜛ブḭ事௳䚹ᵝ䚻䛺事䜢▱䜚⮬ศ䛻䛚䛝䛯
⿕ᐖ䜢ᢨ㟢䛩䜛䛺䛹䛧䛶ண㜵⟇䜢ヰ䛧ྜ䛳䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᗂඣ䛾㣗䛷䛘䛶䛿䛔䛡䛺䛔䜒䛾䜢▱䜚䚸ᐇ㝿䛻ヨ㣗䛩䜛䛣䛸䛷㢮ఝ㣗
ᮦ䜢▱䜚䚸䛾༴㝤䜢ᅇ㑊䛩䜛᪉ἲ䜢᥈䛳䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᗂඣ䛻䛸䛳䛶ᐙᗞෆ䜒䜢⬣䛛䛩༴㝤䛜䛒䜅䜜䛶䛔䜛䚹䛣䛖䛧䛯༴㝤䜢ᐹ
▱䛧䚸ᅇ㑊䛩䜛ᑐ⟇䜢䝟䞁䝣䝺䝑䝖䛻䜎䛸䜑䚸ᥖ♧䛧䛶ⓙ䛷ඹ᭷䛧䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
Ꮚ䛹䜒䛾㈋ᅔ䛿῝้䛺♫ၥ㢟䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛜䚸ᐇឤ䛜䜟䛛䛺䛔⏕ᚐ䜒
ከ䛔䚹ᐇែ䜢㻰㼂㻰䛷▱䜚ゎỴ⟇䜢ヰ䛧ྜ䛳䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ᐇ⩦䜢㏻䛧䛶䚸᰿⳯䜔✐㢮䛾≉ᚩ䜢▱䜚䚸ㄪ⌮᪉ἲ䛻䜘䛳䛶㣗ឤ䜔㢼
䛜ኚ䜟䜛ᵝᏊ䜢య㦂䛧䛶䚸ㄪ⌮᪉ἲ䛾ከᵝᛶ䜢⌜䛷༠ຊ䛧䛶᥈䛳䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㯚ᩱ⌮䛾㐪䛔䜢ㄪ⌮䜢㏻䛧䛶▱䜚䚸䜖䛷䜛䞉⅗䜑䜛ᕤ⛬䜢⤒㦂䛩䜛䛣䛸
䛷䚸䜔䝔䜽䝇䝏䝱䞊䛾ኚ䜢᥈䜚䚸⌜䛷ᕤኵ䛧䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䛧ᩱ⌮䛸㟁Ꮚ䝺䞁䝆䛾㐪䛔䚸༸᭷䜚↓䛧䞉ᑠ㯏⢊䛸⡿⢊䛺䛹᮲௳䜢ኚ䛘
䛶ㄪ⌮䛩䜛䛣䛸䛷㣗ឤ䜔㢼䛾ኚ䞉㣗≀䜰䝺䝹䜼䞊䛸䛿ఱ䛛䜢᥈䛳

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䛚㞧↻䜢㏻䛧䛶䚸䛂䛖䜎䜏䛃䛾┦ຠᯝ䜔ῶሷ䛻䛴䛺䛜䜛䛣䛸䜢య㦂䛧䚸
ᆅᇦ䛤䛸䛷⏝䛩䜛㣗ᮦ䜔ㄪ⌮᪉ἲ䛾㐪䛔䜢ㄪ䜉䛶Ⓨಙ䛧ඹ᭷䛧䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
⦭䛷⿵ಟ䜔ၟရ㑅ᢥ䛾せⅬ䜢Ꮫ⩦䛧䚸⿕᭹ศ㔝䛷䛾ᣢ⥆ྍ⬟䛺♫
䛾ᐇ⌧䛻䛴䛔䛶⪃䛘䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝡䞊䝣䞁䜢䛖䛣䛸䛷䚸ᆅᇦᴗ䛸䝁䝷䝪䛧䛯ᐇ⩦䜢⾜䛳䛯䚹ᑠ㯏䜰䝺䝹
䜼䞊䛾⏕ᚐ䛛䜙≧䜢⪺䛝䚸ᐇែ䜢⌮ゎ䛧䚸ඹᏑ᪉ἲ䜢⪃ᐹ䛧䛯䚹

ᐙᗞᇶ♏ 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㰯⭍䛻ὶ䜜䜛㢼䛾ᐇ㦂䜢䛧䛯䜚䚸ᐮኳ䞉䝊䝷䝏䞁䞉䜹䝷䜼䞊䝘䞁䛾จᅛ
ᐇ㦂䜢䛧䛯䜚䛧䛶ᄟୗ䛻㛵䛩䜛㣗ရ䛾≉ᚩ䜢ヰ䛧ྜ䛳䛯䚹

⌮ᩘሗ 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䝋䝣䝖䜢⏝䛔䚸ሗ䝕䝄䜲䞁䛾సရ䜢సᡂ䜢⾜䛳䛯䚹
⏕ᚐ┦䛾సရ䛻䛴䛔䛶┦ホ౯䜢⾜䛖䛣䛸䛷䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䜢῝䜑䛯

㻻㻯㻼㻰䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᖖⓗ䞉♫ⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸」ᩘᅇ䜾䝹䞊䝥䛷䛾䝕䜱䝧䞊䝖䞉䝕䜱䝇
䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜䛳䛯䚹

ⱥㄒᵓᩥ研究 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
♫ⓗ䛺ㄞゎၥ㢟䛾ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸䝨䜰䛷䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜䛔䚸䜽䝷
䝇య䛻Ⓨ⾲䛧䛯䚹

㻯㼛㼙㼜㼞㼑㼔㼑㼚㼟㼕㼛㼚 㻿㼗㼕㼘㼘㼟 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䠍䠌䠌ศᤵᴗ䛷ẖᅇ䚸䝨䜰䜎䛯䛿䜾䝹䞊䝥䛷䝕䜱䝧䞊䝖䜢⾜䛳䛯䚹㈶ᡂព
ぢ䚸ᑐពぢ୧᪉䜢⪃䛘䚸䜽䝷䝇䛷ඹ᭷䛧䛯䚹

㻼㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚 㻿㼗㼕㼘㼘㼟 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ẖᅇ䚸䝨䜰䝽䞊䜽䜢⾜䛔䚸䠐䝁䝬ₔ⏬䛾ㄝ᫂䜔㏣ຍ㉁ၥ䛻⟅䛘䜛䛸䛔䛳
䛯䜔䜚䛸䜚䜢⾜䛳䛯䚹

㻻㻯㻼㻰䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䛂䝨䝑䝖䜢㣫䛖䛺䜙⊧䠛≟䠛䛃䛂ఫ䜐䛺䜙⏣⯋䠛㒔䠛䛃䛂䜻䝱䝑䝅䝳䝺䝇Ỵ
῭䛸䝯䝸䝑䝖䞉䝕䝯䝸䝑䝖䛃䛺䛹䛾䝔䞊䝬䛷䚸ሗ㞟䛾ᚋ䚸ⱥㄒ䜢⏝䛔䛶䜾

䝥ෆ 䝕 ⾜
㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼍㼘 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃

᪥ᖖⓗ䞉♫ⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸䝨䜰䜔䜾䝹䞊䝥䛷䝕䜱䝧䞊䝖䞉䝕䜱䝇
䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜䛔䚸䝙䝳䞊䝇䜔䛭䛾ⱥᩥ䛾⫼ᬒ䛻㛵䛩䜛⌮ゎ䜢῝䜑䛯䚹

㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼍㼘 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
♫ⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸䜶䝑䝉䜲䜢᭩䛝䚸䛭䛾ᚋ䛔䛾䜶䝑䝉䜲䜢ῧ๐䛧
䛺䛜䜙ពぢ䜢⾜䛳䛯䚹

㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼍㼘 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
♫ⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸䜲䞁䝍䝡䝳䞊ᙧᘧ䛷䛔䛾ពぢ䜢⪺䛔䛯䜚䚸
㻭㻱㼀䛸䛾䜲䞁䝍䝡䝳䞊䝔䝇䝖䛻⟅䛘䜛ᙧᘧ䛷⮬ศ䛾ពぢ䜢ఏ䛘䛯䚹

ⱥㄒᵓᩥ᥈究 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᖖⓗ䞉♫ⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸䝨䜰䜔䜾䝹䞊䝥䛷䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜
䛔䚸ⱥᩥゎ㔘䜔䛭䛾ⱥᩥ䛾⫼ᬒ䛻㛵䛩䜛⌮ゎ䜢῝䜑䛯䚹

䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙ⱥㄒ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᖖⓗ䞉♫ⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸䜾䝹䞊䝥䛷䝕䜱䜉䞊䝖䜢⾜䛳䛯䚹

䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙ⱥㄒ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᖖⓗ䞉♫ⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸」ᩘᅇ䝨䜰䜔䜾䝹䞊䝥䛷䛾䝕䜱䝇䜹䝑
䝅䝵䞁䜢⾜䛳䛯䚹

䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙ⱥㄒ䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃
⛉Ꮫⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸」ᩘᅇ䝨䜰䜔䜾䝹䞊䝥䛷䛾䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䜢
⾜䛳䛯䚹

㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼍㼘 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
㻭㻱㼀䜢䛘ⱥㄒ䛰䛡䛷䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䜢ྲྀ䜚䛺䛜䜙ㄪ⌮ᐇ⩦䜢⾜䛔䚸
᪥ᖖ⏕ά䛷ᚲせ䛺⾲⌧䜢Ꮫ䜃䛺䛜䜙ⱥㄒᩥ䛻㛵䛩䜛⌮ゎ䜢῝䜑䛯䚹

䡶䢌䡩䢂䡵䡬䡸䡪䢙ⱥㄒ䊠 㻝 䖃 䖃 䖃 䖃
䛂䝡䝙䞊䝹⿄䛾⏝䛿⚗Ṇ䛩䜉䛝䛛䛃䛂Ꮫᰯ䛷䛘䜛ゝㄒ䜢ⱥㄒ䛾䜏䛻
䛩䜉䛝䛛䛃䛺䛹䜢䝔䞊䝬䛻ሗ䜢㞟䜑䚸⮬ศ䛾ពぢ䜢Ⓨಙ䛧䛯䜚䚸⪅䛾
ព ⪺ ⪃䛘 ㏙

㻯㼛㼙㼜㼞㼑㼔㼑㼚㼟㼕㼛㼚 㻿㼗㼕㼘㼘㼟 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
䝨䜰䜎䛯䛿䜾䝹䞊䝥䛷♫ⓗㄢ㢟䛻㛵䛩䜛䝖䝢䝑䜽䝕䜱䝧䞊䝖䜢⾜䛳䛯䚹

㻼㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚 㻿㼗㼕㼘㼘㼟 㻟 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
ẖ䝨䜰䝽䞊䜽䜢⾜䛔䚸䠐䝁䝬ₔ⏬䛾ㄝ᫂䜔㏣ຍ㉁ၥ䛻⟅䛘䜛䛸䛔䛳䛯
䜔䜚䛸䜚䜢⾜䛳䛯䚹

㻻㻯㻼㻰䊡 㻞 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃 䖃
᪥ᖖⓗ䞉♫ⓗ䛺ヰ㢟䛻䛴䛔䛶䚸」ᩘᅇ䜾䝹䞊䝥䛷䛾䝕䜱䝧䞊䝖䞉䝕䜱䝇
䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜䛳䛯䚹
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⦼ཧຍᐇࡢ➼㸦㹅㹑㹁㸧ࢫࣃࣥࣕ࢟ࢫ࢚ࣥࢧࣝࣂ࣮ࣟࢢࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸴࠙

ᮏᰯでは᪂㸯・㸰年ḟ生を対㇟に㹅㹑㹁等についての説明を実し、ཧຍをびけている。㏆

年では、大学⊂自に୰㧗生を対㇟としたプログラムを行っている大学やḟୡ௦⛉学技術チࣕレンࢪプ

ログラムに᥇ᢥされた機㛵もあり、㑅ᢥ⫥もቑえてきた。ᮏᰯではྛプログラムを内し、今年度は

᪂つで㸳名、年度からの⥅⥆で㸰名が㸲つのプログラムにཧຍしている（表㸯）。 

ᮏᰯでは㸰年ḟには課題研究授業（㹑㹊

ϩ）があるため、㸰年ḟの᪂つ⏦し㎸みはど

うしてもᑡなく、㝃ᒓ୰㸱年生、㧗ᰯ㸯年ḟ生

の応ເが多い。᪩ᮇからこうしたඛ➃の⛉学を

学び、研究に取り⤌ࡴことはேᮦ⫱成において

㠀ᖖに㔜要であり、取⤌が᪩ければ᪩いほど良

い効果を生ࡴと考えられる。㧗ᰯ �年ḟ生はも

とより、㝃ᒓ୰学生にもびかけ、㧗等学ᰯ進

学後も⥅⥆してプログラムに取り⤌めるよう

に今後も່めていく。

௧㸴ᖺᗘࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸵࠙ ྛ✀࣭ࢺࢫࢸࣥࢥཧຍ୍ぴ

࠙㹑㹊ϩ㛵ಀࠚ 

日ᮏᆅ⌫ᝨᫍ⛉学㐃合 ���� 年大㧗ᰯ生ポスター発表 ዡບ㈹ 

➨㸴回㧗ᰯ生ࢧイ࢚ンス研究発表 LQ ➨一⸆⛉大学・日ᮏ⸆⛉大学・ᶓ⸆⛉大学 ���� ඃ⚽㈹ 

日ᮏᚤ生物生ែ学➨ �� 回大㧗ᰯ生ポスター発表 ᭱ඃ⚽ポスター㈹ 

௧㸴年度 66+ 生ᚐ研究発表 ポスター㈹ 

日ᮏື物学➨ �� 回㛗ᓮ大㧗ᰯ生ポスター発表ཧຍ 

日ᮏ᳜物学➨ �� 回大㧗ᰯ生ポスター発表 ඃ⚽㈹ 

-6(&���� ➨ �� 回㧗ᰯ生・㧗専生⛉学技術チࣕレンࢪ ె作 

$W&RGHU -XQLRU /HDJXH ���� 6XPPHU  ズム部門㧗ᰯ部門㸴ࣜࢦーࣜスティック部門㧗ᰯ部門㸰、アルࣗࣄ

࠙部άືࠚ 

:52 ロ࣎ミッション㧗ᰯ生ミドル➇技ᮾி予㑅 ඃ ᅜ大に出場 

)//��������� ᮾி大 ロ࣎ットパ࢛ࣇーマンス㈹ ᅜ大出場 

➨ �� 回ᩘ理⛉学ࢥンクール 㖟Ḏ㈹を � ⤌がཷ㈹ 

 ࠚ࣎ンスラ࢚イࢧ࠙

,QWHUQDWLRQDO 5RFNHWU\ &KDOOHQJH���� ᅜ際大 �UG 3ODFH  

➨ �� 回ᅜ㧗等学ᰯパࢥࢯンࢥンクール パࢥࢯン甲Ꮚᅬ ���� プログラミング部門 ᮏ㑅出場 �  

୰㇂㈈ᅋ ���� 年度⛉学教⫱⯆ຓ成成果発表 日⤒ࢧイ࢚ンス㈹ 

࠙⛉学オࣜンࣆック㛵ಀࠚ 

➨ �� 回ᅜ際生物学オࣜンࣆック（,%2 ����）カࣇࢨスタン大 㖟࣓ダル 

ࣚーロッパዪᏊᩘ学オࣜンࣆック（(*02 ����） ࣎ࢯࢥ大 日ᮏ௦表 

➨ �� 回ᅜ際ᆅ理オࣜンࣆック アイルランド大出場 

,(2 ᅜ際⤒῭オࣜンࣆック ���� 㤶 大 㖡࣓ダル 

➨ �� 回ᅜ物理ࢥンテスト 物理チࣕレンࢪ ���� 㔠㈹、㖡㈹、ዡບ㈹ � 名 

化学グランプࣜ���� 㖡㈹、ᨭ部㛗㈹、ᨭ部ዡບ㈹ 

日ᮏ生物学オࣜンࣆック ���� 㖡㈹、ᩒ㜚㈹㸰名 

➨ �� 回⛉学ᆅ理オࣜンࣆック日ᮏ㑅手ᶒ 㔠࣓ダル 

࠙⛉学の甲Ꮚᅬࠚ 

➨��回ࠕ⛉学の甲Ꮚᅬ⚄ዉᕝ┴大ࠖ ⥲合成⦼㸱 

ڭ� ഥਮ �ফ২ڸۈڼಉਸ�

グϫーώルサイエンスΫャンϏス
ౣࠞ大学 କ１໌ܩ

େ科学ٗढ़チャレンジϕϫグϧム࣏
国立情報学ڂݜॶ କ１໌ܩ

ঃࢢ߶生͜理学୵ڂ活ಊ推進ࣆ業
京都大学 ２໌و

େ育Ψϓィス࣏
東京大学生産ٗढ़ڂݜॶ ３໌و

ڮ� ഥਮ �ফ২ఐ৾ड़জথ�
আッॡਸਯ�

Ψリンϒρク໌ Յ਼ࢂ
ຌક
ड़਼

物理チャレンジ 1� 4
化学グϧンϕリ 11 1
生物Ψリンϒρク 1� 3
情報Ψリンϒρク 1� 3
਼学Ψリンϒρク 24 1
ஏ学Ψリンϒρク � 3
ஏ理Ψリンϒρク 2
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㐍㊰≧ἣࡿࡼᏛᰯ᥎⸀ᆺ࣭⥲ྜᆺ㑅ᢤධヨࡓࡋ⏕ࢆᡂᯝࡢ✲◊ㄢ㢟ࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸶࠙

㹑㹊ϩでの㸯年間の課題研究の取⤌をまと

め、そのプロセスや成果をά用することで学

ᰯ᥎⸀ᆺ・⥲合ᆺධヨで進学する生ᚐもᑡな

くない。今年度（㹐㸵年度ධヨ）はその成果

をά用し、ᕷ大チࣕレンࢪ、学ᰯ᥎⸀ᆺධヨ、

⥲合㑅ᢤᆺධヨでᅜබ立、⚾立を合わせてᘏ

べ名が⮫み、合᱁をᚓつつある（表㸯㸪㸰㸪

㸱、௧㸵年㸰᭶⌧ᅾ）。 

過ཤ㸳年間のᅜබ立大学の⌧役合᱁⪅ᩘの

᥎⛣を見てみると、⣙ ��㹼��� 名が⌧役で進

学している。ここᩘ年その୰の ��㸣前後の生

ᚐが学ᰯ᥎⸀ᆺ・⥲合ᆺ㑅ᢤධヨでᅜබ立大

学に進学しており、一⯡ධヨのᚓ点だけでな

く、課題研究や研修の成果が体の進㊰実⦼

につながっていると考えられる。

௧㸵年度ධヨの学ᰯ᥎⸀ᆺ・⥲合ᆺ㑅ᢤ

ධヨにおいて、ᅜබ立大学合᱁⪅ᩘは �� 名、

⚾立大学合᱁⪅ᩘは ��名であった。 

௧㸳年は᪂ᆺࢥロ࢘ࢼィルス感ᰁが㸳

類に⛣行されたため、多くの学やࢥンテス

ト等が⌧ᆅ㛤ദされるようになった。ᮏᰯで

は学やࢥンテスト等の㛤ദ状況をㄪべ、

*RRJOH &ODVVURRP を㏻じて生ᚐに㝶時アࢼ

ンスし、✚ᴟ的なཧຍをಁしてきた。⛉学࢘

オࣜンࣆックやࢥンテスト、学等でのホ౯

（表ᙲ）や発表の⤒験が、学ᰯ᥎⸀ᆺ・⥲合

ᆺ㑅ᢤධヨでのཷ験⪅ᩘ、および合᱁⪅ᩘに

つながっていると思われる。

今後も大学ഃがᥦ♧する学ᰯ᥎⸀ᆺ・⥲合

ᆺ㑅ᢤධヨのືྥを確認しながら、課題研究

の成果を進㊰実⌧につなげるᣦᑟについて᳨

ウを進めていく。

一方で、発表や学などでඃ⚽な成⦼を

めた生ᚐであっても、学ᰯ᥎⸀ᆺ・⥲合ᆺ

㑅ᢤධヨで合᱁をᚓることができなかった生

ᚐもいた。ྛ大学がどのようなุ᩿で合ྰを

決定しているかは解らないが、課題研究の取

⤌がṇ当にホ౯されるような学ᰯ᥎⸀ᆺ・⥲

合ᆺ㑅ᢤධヨとなることをᮇᚅしたい。 

表１．市大チャレンジ
大学 学部 学科 合格

横浜市立 理 理 4
合計 4

表２．総合型選抜
大学 学部 学科 合格
北海道 水産 1
東北 工 建築・社会環境工 1
九州 工 II群 1

東京科学 工 2
横浜国立 都市科学 環境リスク共生 1
横浜国立 都市科学 都市基盤 1
立命館

アジア太平洋
アジア太平洋 アジア太平洋 1

慶應義塾 法 法律 1
慶應義塾 環境情報 環境情報 1
東京農業 生物産業 海洋水産 1
工学院 先進工 応用科学 1
東京都市 工 1
合計 13

表３．学校推薦型選抜
大学 学部 学科 合格
東京 工 1

横浜国立 教育 自然・生活系教育 1
筑波 理工 物理 1
筑波 理工 応用理工 1
筑波 人文・文化 人文 1
山形 医 医 1
岐阜 応用生物科学 生物圏環境 1

横浜市立 医 看護 1
横浜市立 データサイエンス データサイエンス 1
横浜市立 システムデザイン インダストリアルアート 1

県立保健福祉 保健福祉 リハビリテーション 1
慶應義塾 理工 学問A 2
慶應義塾 理工 学問B 1
早稲田 創造理工 経営システム工 1
早稲田 創造理工 建築 1
早稲田 創造理工 社会環境工学 1
早稲田 創造理工 環境資源 1
早稲田 基幹理工 学系II 1
早稲田 先進理工 応用物理 1
東京理科 理（第１部） 応用化学 1
東京理科 創域理工 社会基盤工学 1
東京理科 先進工 機能デザイン 1
法政 理工 創生科学 1
北里 医 医 1
上智 理工 物質生命理工 1
学習院 理 生命科学 1
芝浦工業 建築 建築 1
東洋 経営 マーケティング 1
東洋 社会 メディアコミュニケーション 1
星薬科 薬 薬 1
昭和薬科 薬 薬 1
合計 32
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㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨࠚ㛵ಀ㈨ᩱ㸷࠙ ㆟㘓

㸯㸬㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

ὸᓥ  ㄔ   ᶓࢧイ࢚ンスࣇロンティア㧗等学ᰯ・㝃ᒓ୰学ᰯᖖ௵スーパーアドࣂイࢨー 

ᑠᓥ ㅬ一   ᶓࢧイ࢚ンスࣇロンティア㧗等学ᰯ・㝃ᒓ୰学ᰯ≉ู⛉学技術㢳問 

ᰩᒣ      බ┈㈈ᅋ法ே ᡯ能㛤発教⫱研究㈈ᅋ 事ົᒁ㛗 

ᮎ広 ᓠᨻ  ᅜ立研究㛤発法ே理化学研究ᡤ ᶓ事業ᡤ㛗 

㔜⏣ ㅍྜྷ   ᶓᕷ立大学名教授 

ஂಖ野 㞞ྐ  ⚄ዉᕝ大学教授 

'KXJDO /LQGVD\ ᅜ立研究㛤発法ேᾏὒ研究㛤発機構 主௵研究ဨ 

㸰㸬㛤ദ日時・ᣦᑟຓ言内容 

ձ ➨㸯回㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

日 時㸸௧㸴年㸳᭶ ��日（㔠） ༗前 �� 時 �� 分㹼�� 時 �� 分 

・㹑㹑㹆ࠑᇶ♏ᯟ㺃㔜点ᯟࠒの実ィ⏬とここまでの取⤌状況 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 取⤌のᬑཬという点に課題がある。ᶓᕷ立㧗ᰯのᬑཬや、㔜点ᯟでのụ⏣㧗ᰯ、୪ᮌ୰等

教⫱学ᰯとの取⤌は実⦼としてホ౯できる。⚄ዉᕝ┴内、他┴のᬑཬについては今後の課題。

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 学ᰯ࣍ーム࣌ーࢪにルーブࣜック等をᥖ㍕しているが、学習プロセスのࣔデル化、教ᮦの㛤発

などにも取り⤌ࡴ必要がある。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 ୰間ホ౯でのᣦ事㡯に対する取⤌が事業ィ⏬᭩に༑分に┒り㎸まれていない。今年度、でき

る㡯目から取り⤌ࡴとともに、66+ ➨ϫᮇの⏦ㄳ᭩には具体的にグ㍕していく必要がある。 

・୰間ホ౯を改めて確認 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 この୰間ホ౯をどのように認識しているのか。しっかりと認識し対応していかなければならな

いࠕ一ᒙのດ力ࠖとあるが、ఱを改善したのか、ఱを強化しているのかが見えてこない。今年

度の事業ィ⏬᭩を見て、᳨ࠕウするࠖが多い。᳨ウはィ⏬ではない。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 置࡙けとして、�� ᰯの୰にいるということは、༴機的な状況であることはཷけṆめなけれ

ばいけないと思っているが、ヲ⣽を読ࡴとᮏᰯのᮇᚅや強みをホ౯してもらっている部分も

ある。確かに今年度の事業ィ⏬に୰間ホ౯の改善を༑分には┒り㎸めてはいない。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 ィ⏬に┒り㎸めなかったとしてもできることから改善していくことが必要。ḟ回の⏦ㄳには、

ᣦ事㡯に対して、どのように改善しているかを᭩く必要がある。 

・㹑㹑㹆➨ϫᮇの⏦ㄳにྥけて 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 （文⛉┬の 66+ の構造を♧したᅗより）Ϫᮇ、ϫᮇの時は、もっと取⤌が可ど化されることが

ồめられている。 

ᒣᮏᰯ㛗㸸 どᐹの౫㢗のあった学ᰯからは 6/㸯の取⤌を見せてほしいという౫㢗が多い。 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 この学ᰯはどᐹのཷけධれやᬑཬについてよくやっているのだけど、┴体にびかけてやら

ないのか。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 ┴教⫱ጤဨが、㹑㹑㹆ᰯを୰ᚰにࠕかながわ᥈究࢛ࣇーラムࠖという取⤌をやっている。 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 ┦りでも良いが、┴体にᬑཬできるような取⤌ができないだろうか。ϫᮇᣦ定にྥけて、

ᆅᇦ体をၨⵚするような。ᶓᕷ立㧗ᰯは㐃ᦠで教⫱ጤဨとやっているが、⚄ዉᕝ┴体

に広げて⚄ዉᕝ┴をࣜードしていくことはできないか。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 できないということはない。教⫱ጤဨ事ົᒁのᢸ当が┴の 66+ ᰯと話すことがある。そうい

う機を┴内でᣢっていく必要がある。⚾立もྵめて、ᮏᰯが、教⫱ጤဨと㐃ᦠしてࣜード

していく必要はある。 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 おいにἼཬ効果があるような取⤌がィ⏬にグ㍕できるとよい。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 ホ౯してもらっていることもᑡなくないが、ᣦをཷけている点について、えば㹈㹑㹒のᢸ

当のところにࣄアࣜングして、ሗをもらうことはできないか。ጤဨの間で、どのような᳨ウ

があって、このホ౯になったのかㄪべる必要はあるのではないか。ホ౯に対しててに対応す

ることはできない。どこに㔜点を置くかアドࣂイスをもらうのも良いと思う。 

≉ู⛉学技術㢳問㸸 大事なごᣦであり、ࡦࡐ前ྥきに᳨ウしてほしい。 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 㹈㹑㹒に行ってみてもよい。㹈㹑㹒がどのように考えているか知ることはよい。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 㹈㹑㹒とやり取りする機もあるので、機をとらえてアプローチしてみようと思う。 

ᒣᮏᰯ㛗㸸 ᭱後の㈨ᩱは、㹑㹑㹆ሗ換において⟶理機㛵の௦表として説明したものであるが、その

時㹈㹑㹒から直接、ᶓᕷに౫㢗があったので注目されていると感じる。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 ኟの㐃⤡༠㆟にもばれており、理ᩘ⛉としての取⤌を⤂している。文部⛉学┬としても
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好事としてᤊえていると思っている。課題を今後どのように変えていくかということを♧し

ていかなければならない。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 前回のタイミングでは、᪂つのᣦ定がቑえて⥅⥆が認めらない等のධれ᭰えは多かったのか。

⸨ᮏᰯ㛗㸸 ධれ᭰えが多かったかᑡなかったかは確認していないが、ϫᮇはࣁードルが㧗いと聞いてお

り、ㅉめるか㏞っている学ᰯもあるくらいだと聞いている。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 ϫᮇ⏦ㄳのスࣗࢪࢣールを確認してもらいたい。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 おそらく �� ᭶までに⏦ㄳ᭩を出し、� ᭶にࣄアࣜングがあると思う。�� ᭶までにはᮏᰯとし

てィ⏬をまとめていきたい。 

≉ู⛉学技術㢳問㸸 ḟ回までにドラࣇトとᣦに対してどのように答えているか♧してほしい。� ᭶ �� 日を目ᶆ

に頑張ってほしい。 

ղ ➨㸰回㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨ 

日 時㸸௧㸴年㸷᭶ �� 日�㔠� ༗前 �� 時 �� 分㹼�� 時 �� 分 

・㹑㹑㹆ࠑᇶ♏ᯟ㺃㔜点ᯟࠒの実ィ⏬とここまでの取⤌状況 

・ここまでの成果ሗ࿌（研究発表、⛉学オࣜンࣆック等） 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 ᶓᕷ立㧗ᰯのࢧイ࢚ンス教⫱᥎進ጤဨの࣓ンࣂーはᮏᰯから␗ືしたඛ生が多くいた。 

≉ู⛉学技術㢳問㸸 �� ᰯ୰㸵名でᮏᰯから␗ືしたඛ生がᢸ当していた。᥈究学習のアプローチの方は、ᮏᰯ

での⤒験による学びが役に立っていると話していた。ᮏᰯの一つの成果であると感じる。␗ື

したඛ生がᮏᰯで覚えた࢘ࣁ࢘ࣀをάかしているのが⣲ᬕらしい。ᕷ立㧗ᰯのみならず、⚄ዉ

ᕝ┴ୗの取⤌に教⫱ጤဨが広げてくれるとよい。 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 ᶓᕷ内の取⤌だけではなく、⚄ዉᕝ┴、ᅜᒎ㛤をしている。広がっていることを♧すこと

が必要。㹑㹑㹆➨ϫᮇにྥけ、ᅜᒎ㛤しているというストーࣜーが必要。マレーシアとのᅜ

際ඹ同課題研究をしている成果として、日ᮏだけではなくୡ⏺大でチࣕレンࢪしても成⦼を

ṧしていることは、⏦ㄳ時のポイントになるのではないかと考えている。 

≉ู⛉学技術㢳問㸸 ࣔデルロࢣットのୡ⏺大はいわࡺる応ᅋがついてᨭをいただいている。ኊ行をやり、

来てくださったᨭ業の方が生ᚐたちの英語でのプレゼンを聞き、英語が上手で㦫かれてい

た。ᮏ␒も、プレゼンはア࣓ࣜカ、イࣜࢠスとともに㸯だったが、���㹫上げるところを上

げすぎてしまってῶ点され㸱になった。プレゼンは⣲ᬕらしく、英語でア࣓ࣜカとイࣜࢠス

とイーブンだった。業にࢧポートしてもらったのはᮏᰯでึ。これからは大ษなことでよい

⤒験となったと思っている。 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 ᆅᇦ、業のࢧポートがあってάືできることは良いこと。他ではできない。ࡦࡐ、ࣔデルに

してほしい。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 ᮅ日᪂聞のᑠ学生᪂聞、1+. 等で取り上げられている。ᨭをいただくẁ㝵で業を⤂して

もらうことのチ可をᚓている。ྛ業に回ってሗ࿌をさせていただくことでㄪᩚしている。 

・他ᰯからのどᐹ、㹑㹊ϩ୰間発表等 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 ゼ問してくる学ᰯのඛ生がே事ὶのように、一定ᮇ間ᮏᰯにົめていただくとよいと思う。

ே事ὶのシステムが可能であれば広がる可能性はあると思う。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 ௨前は┴とᕷとでṇᘧにே事ὶのไ度があった。㸱年前から実質上なくなっている。௨前

の目的はࢧイ࢚ンス教⫱ではなかったが行われていた。なかなかάは難しい。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 άとᅛく考えないで、ᅜからわࡊわࡊゼ問してくれるようなところで༙年程度ཷけධれて

ὶできるとよい。 

≉ู⛉学技術㢳問㸸 66+ のお㔠でできるといい。㛗ᮇではなく༙年でも一か᭶だけでもいいと思う。ᕷ立㧗ᰯだけ

ではなく、他にもᬑཬの㍯を広げるために、ไ度としてご᳨ウください。 

・ᖖ௵スーパーアドࣂイࢨーと༞業生とのὶのሗ࿌ 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 ディスカッションや、ものをまとめる力やプレゼンテーションの力はᮏᰯで身についたと言っ

ていた。工学の方に進みながらも㔠⼥業⏺でά㌍している方や、大学㝔の༤ኈ課程に進んでい

る方もいた。ၟ♫にいったேも、部⨫が௦わっても自分の物事の考え方が変わらず、自分で考

え、ุ ᩿する力が身についているという事で、ᮏᰯでの学びを⫯定的にᤊえている。その୰で、

ᮏᰯでお手ఏいができればしたいと考えている学生がおり、楽しみな学生がいた。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 㹑㹑㹆を⥆けているからできる事だと思う。㛗く⥆けていくということ、༞業生から話が聞

けるということが⣲ᬕらしいので⥆けていってほしい。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 ༞業生のࢿット࣡ークはどうやって⥔ᣢ⟶理しているのか。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 同❆の役をしている↥が事ົᒁとして、ேᮦࣂンクのようにࣜスト化している。 
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・㹑㹑㹆➨ϫᮇの⏦ㄳにྥけて（⏦ㄳ内容に㛵する部分は┬␎） 

㺛㺎㺨㺽㺎㺏㺢㺼㺨㺼㺐㺙㺼㺎㸸 ࣍ーム࣌ーࢪをᑂᰝဨは見るので、実をお㢪いしたい。年度ごとに㈨ᩱをṧしておいてほし

い。学ᰯ㐠Ⴀ༠㆟や㹑㹑㹆㐠Ⴀᣦᑟጤဨを㛤いているので、㈨ᩱをṧすことをシステムと

して作ってほしい。 

⸨ᮏᰯ㛗㸸 研究ሗ࿌᭩を㍕せているが、生ᚐの研究成果物を㍕せていない。今後、年度ごとの成果物を㍕

せるなど、ᮏᰯの強みをάかして �� 年間✚み㔜ࡡてきたものをいいところを見てもらえるよ

うな࣍ーム࣌ーࢪの実をᅗっていきたい。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 ࣍ーム࣌ーࢪは学ᰯの㢦。ㄡにఱをఏえたいかで作り方も変わるので、そのあたりを㓄៖する

必要がある。᥈究学習のシラࣂスを㍕せれば、他ᰯのඛ生たちが見ることができる。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 今の࣍ーム࣌ーࢪだと、㛵ಀ⪅であれば見てわかるが、እのேにはわかり࡙らい。やっている

ことがアࣆールできていない。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 ⢭力的にάືしていて、すばらしいと思う。いろんなሗ࿌があるが、ィ⏬᭩とどうࣜンクされ

ているか、୰間ホ౯に対してどのような答えを出しているのか、明♧的に♧した方がよい。ィ

⏬᭩を出したẁ㝵から♫も変わってきている。この学ᰯだからできることを他の学ᰯにどの

ようにᬑཬできるか考えるとよい。 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ㸸 来年度の予⟬要ồを見てみると、ᮇが進ࡴにつれて取⤌を㧗度化、深化させることがồめられ

ている。他の㧗ᰯの取⤌もࣜࢧーチしたほうがよい。来てくれた方に⣲ᬕらしいと言われるだ

けではなく、他の学ᰯの⣲ᬕらしい取⤌を見て学ࡪことが大ษ。 

㛵ಀ㈨ᩱ࠙ ㄒ㞟⏝ࠚ��

使われている用語 意味・ᴫ要 

ンスࣜテラシー（㹑㹊） ᮏᰯの課題研究に㛵する学ᰯタ定教⛉（␎⛠㸸㹑㹊）。㸯年ḟ㹑㹊Ϩ、㸰年ḟ㹑㹊࢚イࢧ

ϩ、㸱年ḟ㹑㹊Ϫで構成（ヲ⣽はᮏ文 S���㹼�� にグ㍕）。 

ᶓ㹇Ｄ㹃Ａ㹊㹑 ,QWHU'LVFLSOLQDU\ (PSRZHUPHQW $SSURDFK IRU /HDGLQJ 6FLHQWLVWV（ඛ➃ࢧイ࢚

ンティストのための教⛉のᯟを㉺えた⫱成法）の␎（ヲ⣽はᮏ文 S������ にグ㍕）。

Ｏ㹁ＰＤ 2UDO &RPPXQLFDWLRQ IRU 3UHVHQWDWLRQ DQG 'HEDWH の␎⛠。㸯年ḟＯ㹁ＰＤϨ、

㸰年ḟＯ㹁ＰＤϩで構成。㐌㸰༢のᑡேᩘクラスでプレゼンテーションཬびデ

ィ࣋ートに必要なスキルを習ᚓする（ཧ↷㸸ᮏ文 S��� 教⛉間㐃ᦠにグ㍕）。 

ὸᓥࢧロン ᮏᰯᖖ௵スーパーアドࣂイࢨーὸᓥ ㄔඛ生が、ᨺ課後に㧗ᰯ㸯年ḟ生と直接語り

合う場。ኟఇみまでにィ �� 回実する。（ヲ⣽はᮏ文 S��� にグ㍕）。 

ู≉ンス ⴭ名な研究⪅をᣍき、㧗ᰯ㸯年ḟ生ဨを対㇟にᅵ᭙日の༗前୰に実する࢚イࢧタデーࢧ

講義（ヲ⣽はᮏ文 S���㹼�� にグ㍕）。 

ンス≉ู⦅ 業や大学から講ᖌをᣍき、ᖹ日のᨺ課後にᕼᮃ⪅を対㇟に実する≉ู講ᗙ（ヲ࢚イࢧタデーࢧ

⣽はᮏ文 S��� にグ㍕）。 

。ンスᣐ点ᰯとして、ᮏᰯがᆅᇦのᑠ୰学生を対㇟に行っている⛉学教ᐊ࢚イࢧ ンス教ᐊ࢚イࢧ

ンスጤဨの生ᚐが主体となって㐠Ⴀする（ヲ⣽はᮏ文࢚イࢧ S���㹼�� にグ㍕）。

ンススタディーズ 㝃ᒓ୰学ᰯの⥲合的な学習の時間。自↛⛉学や♫⛉学を୰ᚰとした課題᥈究ᆺ࢚イࢧ

の学習や教⛉のᯟを㉺えたᶓ᩿的・⥲合的な学習を進め、㧗ᰯでのࢧࠕイ࢚ンス

ࣜテラシーࠖのな接⥆を目ᣦす（ヲ⣽はᮏ文 S���㹼�� にグ㍕）。 

ポートし、㝃ᒓ୰学ᰯ㸯年から㧗ᰯ㸱年ḟまでの㸴ࢧ㧗ᰯ㸯年ḟでのಶே研究を ࣎ンスラ࢚イࢧ

年間を㏻じた課題研究を可能にするプログラム（ヲ⣽はᮏ文 S��� にグ㍕）。 

$L *52:（アイグロ࢘） ,*6 ᰴᘧ♫が㐠Ⴀする課題研究に必要なスキル等を 定するእ部ᣦᶆ。（ヲ⣽は

ᮏ文 S���㹼�� にグ㍕）。 

6FLHQFH ,PPHUVLRQ 3URJUDP 㸯年ḟဨを対㇟とした研修で、㸱日間እ部講ᖌをᣍき、テーマについて英語で

講義をཷけるとともに、᭱⤊日はチームで英語プレゼンテーションを行う（ヲ⣽

はᮏ文 S��� にグ㍕）。 

<6)�),567（࣡イ࢚スࣇࣇ࢚

ースト） 

ᮏᰯが主ദするᅜ際⛉学技術࢛ࣇーラムで、),567 は（)RUXP IRU ,QWHUQDWLRQDO 

5HVHDUFK RI 6FLHQFH DQG 7HFKQRORJ\）の␎。生ᚐによるポスター発表や࣡ーク

ショップを実し、ඃ⚽発表生ᚐの表ᙲを行う（ヲ⣽はᮏ文 S������㹼�� にグ㍕）。

ᶓᕷ大チࣕレンࢪプログラ

ム 

ンティス࢚イࢧンスࣜテラシーの研究成果や学業成⦼等にᇶ࡙き、ᑗ来の࢚イࢧ

トとしての㈨質が༑分認められる生ᚐをᶓᕷ立大学理学部の合᱁⪅と認める

ไ度。（ヲ⣽はᮏ文 S������ にグ㍕）。 

ロンティアタイム（)7） 自主研究、読᭩άື、進㊰᥈究等、ྛ生ᚐが⯆味・㛵ᚰあるテーマを決め、主体ࣇ

的に自分自身を㛤ᣅするための時間（㝃ᒓ୰学年㐌㸰時間タ定） 
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■ 教育課程表 （令和６年度 入学生用） ●履修が卒業要件の科目☆学校設定教科・科目

必修 選択 必修 選択 必修 選択
現 代 の 国 語 2 ●2 2
言 語 文 化 2 ●3 3
論 理 国 語 4 2 2 4
文 学 国 語 4 0
国 語 表 現 4 0
古 典 探 究 4 3 3
現 代 文 発 展 探 究 ☆ 2 0～2
古 典 発 展 探 究 ☆ 4 0～4
古 典 研 究 ☆ 2 0～2
小 論 文 研 究 ☆ 2 0～2
地 理 総 合 2 ●2 2
地 理 探 究 3 4 0～4
歴 史 総 合 2 ●2 2
日 本 史 探 究 3 4 0～4
世 界 史 探 究 3 4 0～4
公 共 2 ●2 2
倫 理 2 2 0～2
政 治 ・ 経 済 2 2 0～2

数 学 数 学 Ⅰ 3 0 0
物 理 基 礎 2 0 0
化 学 基 礎 2 0 0
生 物 基 礎 2 0 0
地 学 基 礎 2 0 0
体 育 7～8 ●2 ●2 ●3 7
保 健 2 ●1 ●1 2
音 楽 Ⅰ 2 0～2
美 術 Ⅰ 2 0～2
書 道 Ⅰ 2 0～2
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ 3 ●4 4
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ 4 4 4
Ｏ Ｃ Ｐ Ｄ Ⅰ ☆ 2 2
Ｏ Ｃ Ｐ Ｄ Ⅱ ☆ 2 2
Ｃ ｏ ｍ ｐ ｒ ｅ ｈ ｅ ｎ ｓ ｉ ｏ ｎ Ｓ ｋ ｉ ｌ ｌ ｓ ☆ 4 4
Ｐ ｒ ｏ ｄ ｕ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ Ｓ ｋ ｉ ｌ ｌ ｓ ☆ 2 2
英 語 構 文 探 究 ☆ 2 0～2
英 語 構 文 研 究 ☆ 2 0～2
Ｐ ｒ ａ ｃ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ Ｅ ｎ ｇ ｌ ｉ ｓ ｈ ☆ 2 0～2
家 庭 基 礎 2 ●2 2
フ ー ド デ ザ イ ン 2 0～2

情 報 情 報 Ⅰ 2 0 0
16 2 20 0 11

理 数 数 学 Ⅰ ●6 6
理 数 数 学 Ⅱ ●4 4
理 数 数 学 特 論 2 2
理 数 物 理 ●2 3 4 2～6
理 数 化 学 ●2 3 4 2～6
理 数 生 物 ●2 3 4 2～6
理 数 地 学 3 4 0～4
理 数 探 究 2～5 0 0
理 数 数 学 Ⅲ ☆ 3 3
理 数 数 学 探 究 ☆ 4 0～4
理 数 数 学 研 究 ☆ 2 0～2
理 数 物 理 探 究 ☆ 4 0～4
理 数 化 学 探 究 ☆ 4 0～4
理 数 生 物 探 究 ☆ 4 0～4
理 数 地 学 探 究 ☆ 4 0～4
理 数 物 理 研 究 ☆ 2 0～2
理 数 化 学 研 究 ☆ 2 0～2
理 数 生 物 研 究 ☆ 2 0～2
理 数 地 学 研 究 ☆ 2 0～2
理 数 情 報 ☆ ●2 2
理 数 情 報 研 究 ☆ 2 0～2
サ イ エ ン ス リ テ ラ シ ー Ⅰ ☆ ●2 2
サ イ エ ン ス リ テ ラ シ ー Ⅱ ☆ ●2 2
サ イ エ ン ス リ テ ラ シ ー Ⅲ ☆ 2 0～2

●16 0 8 6 3
3～6 0 0 0 0
3 1 1 1 3

○「サイエンスリテラシー」とは、課題研究型の授業を行う学校設定教科である
○１年次の芸術は、「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」から１科目選択して履修する
○２年次の理数理科は、「理数物理」「理数化学」「理数生物」「理数地学」から２科目選択して履修する
○３年次の「理数数学Ⅲ」は、進路別にα、β、γの授業クラスに分かれる
○「理数数学Ⅰ」の履修をもって、「数学Ⅰ」の履修の全部に替える
○１年次の「理数物理」「理数化学」「理数生物」の履修をもって「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」の履修の全部に替える
○２年次「理数地学」又は３年次「理数地学」の履修をもって、「地学基礎」の履修の全部に替える
○「理数情報」の履修をもって、「情報Ⅰ」の履修の全部に替える
○「ｻｲｴﾝｽ　ﾘﾃﾗｼ-Ⅰ」の履修をもって、「総合的な探究の時間」の履修の全部に替える
○「ｻｲｴﾝｽ　ﾘﾃﾗｼ-Ⅱ」の履修をもって、「理数探究」の履修の全部に替える
○必修とは年次ごとに全員共通で履修する科目である
〇学校設定科目で共通科目の代替になるものについては、別表に示すとおりである。
※この教育課程表は入学時のもので変更の可能性がある

家 庭

共 通 教 科 の 科 目 計

35 25～35

備 考

サイエンスリテラシー☆

専 門 教 科 の 科 目 計
総 合 的 な 探 究 の 時 間
ホ ー ム ル ー ム 活 動
合 計 35

理　　　　　　　　　　　数

小計

国 語

地 理 歴 史

公 民

理 科

２年次 ３年次

芸 術 ●2

外 国 語

保 健 体 育

教 科 科 目 標準
単位数

１年次
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